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俺様王太子に拾われた崖っぷち令嬢、お飾り側妃になる…はずが溺愛されてます!?










◆　プロローグ




　頭にのせられたのはダイヤのちりばめられた白金のティアラ、首元にはドロップ型にカットされた大粒のダイヤが飾られ、耳にも同じくドロップ型にカットされたダイヤが輝いている。

　最上級のシルクを使った薄紫色のドレスは幾重にもドレープが重なる豪ごう奢しゃなもので、裾や袖には美しいレースがふんだんに使われていた。

「あの、殿下……。これはいくらなんでもやりすぎでは？」

（今この瞬間、世界で一番豪華な衣裳を纏まとっているのはわたくしなのでは!?）

　自意識過剰でもなんでもなく、ベアトリスはそう思った。

「何を言う。愛する妃のお披露目だ。ベアティは愛らしいから、いくらでも着飾らせていたいんだ」

　隣に立つセルベス国の王太子――アルフレッドはベアトリスの着ているドレスと同じ薄紫色の瞳でこちらを見つめ、甘く蕩とろけるような笑みを浮かべる。そして、周囲の目も憚はばからずにベアトリスに顔を寄せた。

「とても綺き麗れいだ」

　耳元に吹き込むように囁ささやかれ、ベアトリスの顔は耳まで紅潮する。

「……っ、ありがとうございます」

　そんなふうに愛しげに愛称で呼ばれ、甘い態度を取られると、どぎまぎしてしまう。ベアトリスは言葉に詰まりながらも、お礼を言う。

「照れているのか？　俺のベアティは本当に可愛かわいいな」

　アルフレッドは赤く色づくベアトリスの頬に手を添えると、その肌を愛しげに親指でなぞる。唇のすぐ横の辺り、ぎりぎり頬といえる部分に柔らかいものが触れた。アルフレッドがキスをしたのだ。

　周囲に立つ侍女達が「まぁ」と色めき立つ。皆一様に頬を赤らめていた。

「さあ、行こうか。ベアティ」

「はい、殿下」

　優しく手を取られ、ベアトリスは歩きだす。

「行ってらっしゃいませ」

　満面の笑みを浮かべた侍女達が一斉に頭を下げ、ふたりを見送った。

　背後の扉が静かに閉められると、ベアトリスは横をキッと睨にらんだ。

「殿下！　やりすぎです！」

「何が？」

　ベアトリスの抗議に、アルフレッドは小首をかしげる。

「周囲に人がたくさんいる中、あんな……」

　侍女達の衆人環視の中で唇ぎりぎりの場所にキスをされたことを思い出し、ベアトリスの頬がまた紅潮する。

「周囲には、〝仲睦まじい新婚夫婦〟と思わせておいたほうが何かと都合がいい。なにせ、夜だけでなく昼もずっと横に侍はべらせているのだからな」

「確かにそうですが――」

　ベアトリスは口ごもる。

（わたくしはこの役目が終わったあと、無事に誰かと結婚できるのかしら……？）

　このままでは、『一時期王太子の寵ちょう愛あいを一身に受けたものの、すぐに飽きられてあっさり捨てられた挙げ句、誰にも見初められずに寂しい人生を送る哀れな令嬢』という不名誉な肩書きが増えてしまう。

（わたくしの幸せな結婚が――）

　遠ざかってゆく。どんどん遠ざかってゆく。

　一方のアルフレッドは表情を曇らせるベアトリスを見て全く違うことを思ったのか、器用に片眉を上げた。

「安心しろ。お前が綺麗だというのは、本当だ」

「はあ、そうでございますか」

　死んだような目をする彼女に対して、アルフレッドはくくっと肩を揺らした。

（うう、なんでこんなことに……）

　物事を引き受けるときは、もっと慎重になるべきだ。

　もしも当時の自分に会えるならば、そう忠告してやりたい。

　ベアトリスは虚無な気持ちで遥はるか遠くを見つめる。

　そう、セルベス国の王太子夫妻には秘密がある。

　彼ら以外は皆、知らないのだ。

　――誰もが見み惚とれる理想の王太子であるアルフレッドの寵愛を一身に受ける妃――ベアトリスが、実は契約で雇われたお飾りの王太子妃であるということを――。










◆　第一章　このたび、お飾りの側妃に任命されました




　時は数カ月ほど前に遡さかのぼる。




　――いよいよだ。ついに、この時が来た。

　震える手を上げて、翡ひ翠すい色の玉石をティアラの枠に嵌はめた。

　突如発せられた目映まばゆい光から逃れようと、両手を顔の前にかざし目を隠す。やがてその光が徐々に落ち着いてきたのを感じ、俺は恐る恐る目を開ける。

「……っ！」

　目の前の光景に、思わず息が詰まる。

　そこには、ひとりの少女がいた。

　真っすぐに筋の通った鼻び梁りょう、滑なめらかな顎のライン、優しげな目元、そして、こちらを見つめる瞳は吸い込まれそうなアクアブルー。

　彼女は俺がずっと恋い焦がれていた――。

「助けてくださり、ありがとうございます。マルコ様」

　その女性、西の魔女の魔法によりティアラへと姿を変えられていた王女リリアーナは、今にも泣き出しそうな顔でこちらを見上げる。俺は彼女の頬をそっと指で撫なでた。

「きみなんだね、リーア」




　ベアトリスは持っていたペンを置き、自分の書いた文章を読み返す。

「……うーん。原文のままだと『きみなんだね』なのだけど、ここは『やっときみに会えた』のほうが、場が盛り上がるかしら？　もしくは溜ためをつくって『……きみなんだね、リーア』がいい？」

　文章翻訳の仕事は難しい。直接的に訳すことは言葉がわかれば誰でもできるけれど、作者がそのシーンで伝えたかった事柄やキャラクターの心の機微までも考慮すると、どの言葉を使って訳すのが一番いいのかいつも悩んでしまう。そして、そのセンスこそが翻訳家の一番の腕の見せどころであると、ベアトリスは考えていた。

「お嬢様。そろそろお支度をしないと間に合わなくなりますよ」

　机に向かってうんうんと悩んでいると、背後から声をかけられた。振り返ると、侍女のソフィアが心配そうにこちらを見つめている。

「え？　もうそんな時間？」

　ベアトリスは大きな水色の目を瞬かせる。

「ええ。そろそろ四時でございます」

「えっ、いけない。準備しないと！」

　ベアトリスが慌てて立ち上がると、その拍子に机の端に置いたインク瓶の水面が大きく揺れた。

　今日は大切な舞踏会があるというのに、ついつい仕事に夢中になってしまった。

「ブルーノ様より本日はお迎えにいらっしゃれないと、先ほどご連絡がありました。舞踏会には参加されるようです」

「あら、そうなの？　どうしたのかしら？」

「理由は伺っておりません」

　ソフィアは首をかしげる。

「そう。わかったわ」

　ベアトリスは頷うなずく。

　ブルーノとは、ベアトリスの婚約者の名前だ。コールマン侯爵家の嫡男で、彼女よりも三つ年上の現在二十三歳。ずっと昔に家同士が決めた婚約者なので特に愛だの恋だのという関係ではないけれど、貴族同士の結婚なんて大抵そういうものだとベアトリスは割り切っていた。

（まだ全然準備が整っていないから、直接行ってくれて助かったわ）

　自分のせいで舞踏会に遅刻しては申し訳がない。ベアトリスはふわふわと広がる栗色の髪の毛に櫛くしを通す。その間も気になるのは、執務机に広がっている原稿だ。

（翻訳作業が終わってないけど、仕方がないわね。また今夜続きをやりましょう）

　ベアトリスは気を取り直すと、原稿を揃えて机の端に寄せた。

　ベアトリスはここセルベス国の由緒正しき貴族であるコーベット伯爵家のひとり娘だ。今から十年前にセルベス国を襲った災害により両親を亡くし、優しい祖父母に引き取られてひっそりと暮らしている。

　しかし、それでもやっぱり寂しくなる日はある。

　そんなときはいつも本、特に、大好きなロマンスファンタジーの小説を読んで、どこか別の世界へ意識を集中させることで寂しさを紛らわせた。

　そしていつの間にか家中の本を読みきったベアトリスは、図書館や貸本屋であらゆる本を読み漁るようになった。それでもその熱は収まることはなく、さらには独学で外国語の勉強をして異国の本まで読むようになった。そして、この素晴らしい本を他の人にも共有したいと思い立ち、今では偽名を使ってこっそりと翻訳家として活躍している。

　先ほど夢中になっていた原稿は、今ちょうど翻訳中のものだ。

　今日は、王宮で半年に一度開催される王宮舞踏会の日だ。

　全ての貴族の家門に招待状が届くが、ベアトリスの祖父母であるコーベット伯爵夫妻はもう高齢でダンスを踊るのはつらいと言うので、ベアトリスだけが参加することになっている。

　ベアトリスは全身が映る鏡の前で自分の姿を確認した。

「おかしいところはないわよね？」

「とてもお綺麗でございますよ。特にその真珠の髪飾り、お嬢様の髪に映えて本当に素敵です」

「ありがとう。これ、ローラからプレゼントされたの」

「素敵です」

　ベアトリスは褒められて嬉うれしくなり、はにかむ。

　銀細工の蔦つたにパールが数粒ついた髪飾りは、友人のローラから先日プレゼントされたものだ。

　ベアトリスも気に入っていて、愛用している。

「さあ、そろそろ出発しないと」

　ベアトリスは準備を終えると、少し急ぎ気味に階下に下り、そのまま馬車のほうへと向かった。

（今日はローラにも会えるから、楽しみだわ。あ、そういえば今回は王太子殿下が参加されるのだっけ？　どんな方かしら）

　セルベス国の王太子であるアルフレッドが留学先から帰国したのは、数カ月ほど前のこと。今回の舞踏会には参加するらしいと、風の便りに聞いた。

「行ってきます」

「行ってらっしゃいませ。楽しんで」

　馬車に乗り込んだベアトリスが窓から片手を振ると、ソフィアをはじめとする使用人達は笑顔で手を振り返してくれた。




「さてと。ブルーノ様はどこかしら？」

　王宮に到着したベアトリスはすぐに、ブルーノの姿を捜した。

　会場には多くの貴族達が集まっていて、そこかしこから歓談の声が聞こえてくる。

　高い天井から大きなシャンデリアがいくつもぶら下がり、金色に塗られた壁の枠に光が反射する。その枠の中には精緻な絵画が描かれていた。

「あ、ブルーノ様」

　ベアトリスは婚約者の姿を見つける。少しだけ癖のある茶色の髪が見えた。横には、見覚えのある女性が立っている。

「なんだ。ローラと一緒だったのね」

　ブルーノの隣にいるのは、ベアトリスの友人であるローラだった。美しい金髪をハーフアップにしてまとめ、キラキラと輝くダイヤの髪飾りをつけている。

「ブルーノ様、ローラ！」

　ベアトリスが笑顔でふたりに近づき、ブルーノの腕に手を触れた瞬間、事件は起こったのだ。

「俺に触るな！」

　まるで虫を払うが如く、バシンと勢いよく手をはじかれてベアトリスは驚いた。

「ベアトリス＝コーベット。きみとの婚約は、破棄する！」

　華やかな王宮舞踏会の会場の一角に、はっきりとした声が響く。

　その声に、周りにいた人々は何事かと皆動きを止めた。ざわざわとざわめいていた会場が、ここだけ一瞬で水を打ったようにシーンと静まり返る。オーケストラの調べだけが唯一鳴り響き、さながら歌劇のワンシーンのようだ。

　そして、ベアトリスも動きを止めた人のひとりだった。ショックを受けてというより、寝耳に水すぎて思わず動きを止めてしまったと言ったほうが正しい。

　――なぜなら、王宮舞踏会という晴れやかな場において、公衆の面前で婚約破棄を宣言するなど前代未聞のことだから。しかも、それをしでかしたのが名門侯爵家の次期当主とあればなおのこと！

（え？　何これ。どういうこと？）

　ベアトリスは必死に頭を回転させる。

　この状況に全く理解が追いつかない。

　自分が婚約破棄される理由はもちろんのこと、どうして今こんな場所で宣言されたのかもわからない。

（もしかして、ずっと前から婚約を破棄したかったのかしら？　今まで全く気づかなかったけれど、そういうこと？）

　それは気づかずに、申し訳なかったと思う。

　しかし、なぜ目の前のこの男は、わざわざ王宮舞踏会の会場でこんなことを宣言しているのだろうか。王室主催の舞踏会でこんな騒ぎを起こしたら、不敬と捉えられてもおかしくない。

（まずはこの場を離れるべきね）

　ベアトリスは瞬時にそう判断すると、努めて冷静にブルーノに話しかける。

「ブルーノ様。少し外に行かれませんか？」

「行かない。そんなふうに媚こびても無駄だ！」

（ええ？）

　媚びているのではなくて、穏便にことを済ませようとしているのだ。

「きみはこれまで、ローラに散々意地悪をしてきたそうだな。そんな性悪な女とはふたりきりになれない。僕は真実の愛に目覚めたんだ」

　ブルーノはベアトリスに向かってピシャリとそう言いきると、脇にいた女性――ローラの腰を抱き寄せた。ベアトリスはローラに目を向ける。

（そういうこと!?）

　ぴったりとブルーノに体を寄せて怯えたようにこちらを見つめるのは、ベアトリスのよき友人であるはずのローラだった。

（真実の愛って、相手はローラなの!?）

　いったい、いつの間に！　これまた全く気がつかなかった。

「きみは常日頃から、身分を笠に着てローラを小間使いのように扱っていたらしいな。さらに、俺とローラが親しくしているのに嫉妬して、仲間外れにしたり、気に入ったアクセサリーを横取りしたり、散々悪事を働いていたそうではないか」

　ブルーノがベアトリスを睨みつける。

「悪事……？　全く記憶にございません」

　ベアトリスはきっぱりと否定し、首を横にかしげる。

　いったいなんの話をしているのか、本当にさっぱりわからない。そもそも、ブルーノとローラが親しくしていること自体、今日初めて知った。

（これまで、婚約者であるわたくしに秘密で、ふたりで親しくしていたってこと？）

　それこそ、ひどい裏切り行為だ。

「嘘っ！」

　そのとき、ブルーノの腕にしっかりとしがみついていたローラが声を上げた。

「あんなひどいことをしたくせに記憶にないだなんて――。その髪飾りだって、わたくしから奪い取ったものではありませんかっ！　母の形見だったのに……」

　そう訴えるローラは、大きな青色の目から大粒の涙をぽろぽろとこぼす。

「奪い取った？　形見？　何を言っているの？」

　ベアトリスは唖あ然ぜんとして聞き返す。

　全てが初耳だ。

　この髪飾りは、ローラがベアトリスに『学園を卒業したお祝いよ。ベアティに似合うと思って、選んだの』と言ってプレゼントしてくれたものだ。ローラの母の形見は翡翠のネックレスだと聞いたのを記憶している。

「わたくし、ベアティのことをずっと大切な友達だと思っていたのに……」

　涙を流しながら胸に手を当てて訴える姿は、周囲の同情心を煽るには十分だ。その場の雰囲気が、一気にベアトリスが悪者であるかのような流れになった。

（ずっと大切な友人だと思っていた？　その言葉、そのまま返したいわ）

　ベアトリスはローラを一いち瞥べつする。

　きっと、プレゼントしてくれたときからそのつもりだったのだろう。

　少なくとも、ベアトリスはローラを大切な友人だと思っていた。でも、ローラにとっては違ったのだと知り、少なからずショックを受けた。

（ローラのこと、信じていたのに……）

　まんまと騙されて、なんて間抜けなのだろう。

　ベアトリスはぎゅっと手を握る。悔しさをなんとか身の内にとどめると、ブルーノを真っすぐに見た。

「ブルーノ様、まずは外に行きましょう。話はそこで聞きます」

　ベアトリスは先ほどと同じ言葉を繰り返す。

　先ほどまではこの一角にいたごく限られた招待客しかこちらを注目していなかったが、すでに会場の多くの人々がこの騒ぎに気づき始めていた。

　一刻も早く、この場を去るべきだ。

　それはブルーノもわかっていると思ったのに、返ってきたのは真逆の言葉だった。

「この期に及んでまだ俺に縋すがるのか。見苦しいぞ」

　ブルーノはその手には乗るかと言いたげに、ベアトリスを見下ろす。

（そうじゃなくって！　目立ちすぎているのよっ！）

　ベアトリスは怒鳴りたい気持ちをぐっと抑える。周囲からの好奇の目にさらされ、いたたまれない。

（これはもう、わたくしが去るのが一番早くて確実な場の収め方ね）

　ベアトリスはそう悟ると、内心でため息をつく。

「わかりました。婚約破棄しましょう。では、この話はおしまいで」

　このあとへの影響を最小限に抑えるために、とにかくこの場の騒ぎを早く収めるべきだ。ベアトリスはその一心で、そう告げる。

「ようやくわかったか。二度とローラに近づくなよ」

「近づくわけがないでしょ」

　近づくどころか、二度と関わりたくない。友人の仮面を被かぶって近づいてきて、婚約者を横取りした挙げ句に人を悪人に仕立て上げたのだから。

　ローラは学園時代にベアトリスが特に親しくしていた友人のひとりだった。

　教室で本を読んでいるときに、何を読んでいるのかとローラから話しかけてくれたのが親しくなったきっかけだ。その後も、何かとベアトリスを気にかけて一緒に行動しようと誘ってくれた。

　だから、まさか彼女からこんな仕打ちを受けるとは夢にも思っていなかった。

　今この瞬間、ローラは『ベアトリスが人生で接点を持った中で最もびっくりな人ランキング』堂々第一位だ。

「きみがこんな人間だったなんて、本当に残念だ」

　ブルーノが心底がっかりしたようにつぶやく。

「わたくしも、ブルーノ様がこんな浅せん慮りょな方だったなんて本当に残念です。一方からの意見しか聞かないのですね」

　ブルーノの表情がわずかに歪ゆがむ。

　ベアトリスはもう話すことはないと、踵きびすを返して会場をあとにした。

「なんの騒ぎなの？」

「コーベット伯爵令嬢がビショップ子爵令嬢に意地悪をしていたことを咎とがめられて、婚約破棄されたそうよ」

「まあっ！」

　わざと聞こえるように言っているのか、それとも悪気なしなのか、ひそひそと話す招待客達の会話はベアトリスまで筒抜けだ。

（そんなこと、やるわけがないでしょ！）

　しかし、今ここで反論するのは悪手だ。醜聞を広げるだけで、なんの得にもならない。非常に不本意ではあるが、ここはおとなしく引き下がって後日抗議するのが得策だろう。

（ああ、もう！　最低っ！）

　ベアトリスはぎゅっと目を瞑つぶる。

「きゃっ！」

　前をよく見ていなかったせいで廊下の正面から歩いてくる人にぶつかってしまった。

　突然襲ってきた衝撃にベアトリスは悲鳴を上げる。弾みで尻餅をついてしまい、慌てて立ち上がろうとする。

「悪い。大丈夫か？」

　スッと目の前に手が差し出された。

　見上げると、目の前にはひとりの男性がいた。緩くうねる短い黒髪は無造作にかき上げられており、ベアトリスを真っすぐに見つめる瞳も髪と同じ黒。

　きりっとした目元が印象的な、凜り々りしい雰囲気の男性だった。

　羨うらやましいほどに整った見目は、王宮内の庭園のところどころに飾られている彫刻を思わせる。黒い騎士服を着て腰に剣を佩はいているところから察するに、どこかの騎士なのだろう。

「申し訳ございません。前をよく見ていなくって」

「いや、こちらこそ悪かった。俺も考え事をしていて前をよく見ていなかった」

　男性は、ベアトリスの手をぎゅっと握ると、力強く彼女の体を引き起こす。

「怪け我がはないか？」

「大丈夫です」

「しかし、目に涙が浮かんでいる」

　眉を寄せた騎士は、心配そうにベアトリスの顔をのぞき込んでいる。

「涙？」

　そこで初めて、ベアトリスは自分の目に涙が浮かんでいることに気づいた。

　婚約破棄されたことがショックなんじゃない。信じていた人達に裏切られたのがショックだった。

　ブルーノは幼いときからの婚約者で、恋情はなくとも親しみはあった。それに、ローラのことも友人として好きだった。

　それなのに――。

「これはなんでもございません」

　ベアトリスは咄嗟に顔を背ける。

「そうか？　では、何かあれば王宮の者に伝えてくれ」

「はい」

　ベアトリスが頷くと、男性はすぐに彼女に背中を向けてスタスタと歩き始め、あっという間に見えなくなった。きっと、急いでいたのにベアトリスがぶつかったせいで足止めしてしまったのだろう。

「はあ。婚約破棄されるわ、友人は失うわ、人にぶつかって尻餅つくわ、今日は散々ね」

　ベアトリスはドレスをはたいて埃ほこりを落とし、ため息をつく。

　自分も帰ろうと歩きだしたそのとき、廊下の床に何かが落ちていることに気づいた。さっきまではなかったように思う。

「ん？　何かしら？」

　拾い上げると、手紙のようだった。鷹たかを象かたどった赤い封ふう蝋ろうが押されており、封は開いていない。

「わあ、珍しい！　これは、ヒフェルの古代文字ね」

　宛名欄に書かれている文字は、セルベス国からは遠く離れたヒフェルという島国の古代文字だ。しかも、ヒフェルは何百年も前に滅亡しており、まさに失われた言語といって過言ではない。ベアトリスが言語オタクでなかったら、ただの記号だとしか思わなかっただろう。

「さっきの方が落としたのかしら？　えっと、ジエ……ううん、違うわ。ジャン……ジャン＝アマール？」

　宛名には、ヒフェル古代文字で『金きん鷹よう団だん　ジャン＝アマール団長閣下』と書かれていた。送り元を見ると、『カイル＝ベイツ』いう文字が書いてある。そして、封筒には金色の鷹のようなマークが刻印されていた。

「カイル＝ベイツってベイツ侯爵家のカイル様のことかしら？」

　ベアトリスは貴族の端くれ。高位貴族の名前と顔は大体記憶している。

　ベイツ侯爵家は代々王家に仕える名門中の名門貴族であり、カイルはそこの嫡男だ。舞踏会で一度だけ姿を見たことがある。先ほどの男性と同じ黒目黒髪だったが、顔は違った。

「ってことは、この『ジャン＝アマール』というのがさっきの人の名前なのね」

　ベアトリスは即座に予想をつける。

（団長閣下になるくらいなら高位貴族だとは思うけれど、アマール家なんて家門はあったかしら？）

　舞踏会で会ったことはおろか、聞いたことすらない気がする。とはいえ、ベアトリスも全ての貴族の家門を頭に入れているわけではないので、もしかしたらアマール家という家門があるのかもしれない。

「金鷹団っていう騎士団も聞いたことがないわね」

　ベアトリスの知る王都の騎士団は近衛騎士団と第一騎士団から第十騎士団までの、全部で十一種類だ。

（家に帰ったらお住まいを調べて、届けて差し上げよう）

　ベアトリスは拾った手紙を手に持ち、馬車乗り場へと歩きだした。
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　事件が起きた王宮舞踏会から早三日。ベアトリスは頭を抱えていた。

「人の噂って、広がるのが早すぎじゃない？」

　――ベアトリス＝コーベットは婚約者の気持ちを奪われたことで嫉妬に駆られて友人をいじめ、それが婚約者本人にばれて婚約破棄された惨めな性悪令嬢である。

　それが現在のベアトリスの評判らしい。

　舞踏会で事の一部始終を目撃した友人が心配して連絡をくれ、そのことを教えてくれた。

「あれは本当にひどいと思ったわ。なんで反論しなかったのよ！」

　自分のことのように怒ってくれているのは、学生時代からの友人であるサルーナ公爵令嬢のマーガレットだ。緩く波打つ金髪と新緑を思わせる緑眼が魅力的な美女で、王家とも縁のある公爵令嬢でありながらいつもとても気さくに接してくれる。

「反論したって無駄でしょう？　だって『真実の愛』らしいから」

　ベアトリスは、はあっと息を吐く。

「真実の愛ですって？　あれが真実の愛なら、世の中には真実の愛しかないわ」

　マーガレットは怒り心頭の様子でハンカチを握りしめる。ベアトリスはそんなマーガレットを見て苦笑した。

「マーガレット、心配してくれてありがとう。わたくしはもう大丈夫よ。それに、結婚する前にあんな浅はかな人だとわかって大助かりだわ。結婚したあとに『真実の愛』を見つけられたら、それこそ本当に手に負えないもの」

　ベアトリスは両手を天井に向けて肘を折り、肩をすくめる。

　マーガレットは目を瞬かせ、次いでくすくすと笑いだした。

「それもそうね。大事なベアティがおかしな男と結婚せずに済んだわ。今日は祝杯を上げなきゃ。乾杯！」

　マーガレットはちょうど目の前に置いてあった紅茶の入ったティーカップを持ち上げて、乾杯のポーズをする。その仕草がおかしくて、ベアトリスもくすくすと笑いだす。

「婚約破棄したことは全然気にしないのだけど、ひとつだけ問題があるとすればお祖父様とお祖母様にご心配をかけてしまったことね。ほら、おふたりとも高齢であることを気にしていらっしゃるから――」

　ベアトリスは、しゅんと肩を落とす。

　セルベス国の貴族制度は、男性のみがその爵位を継ぐことができる。もし嫡男がいない場合は娘の配偶者が継ぐ。それもいない場合、一時的に爵位が国庫の預りとなる。その期間は三年で、三年経っても結婚できないと永久に爵位は戻ってこない。

　歴史を振り返ると過去に女性の爵位持ちも存在するにはするのだが、その実情は王族からの口添えなど強力なバックアップがあってのことだ。それがない限り、まず貴族院で承認されない。

　つまり、現在コーベット伯爵家の跡継ぎはベアトリスしかおらず、そのベアトリスは女なので爵位を継げないのだ。このまま結婚できずにいると、祖父が亡くなったときに爵位は国庫の預りとなり、その三年後には貴族ですらなくなる。

　ベアトリス自身は翻訳の仕事があるので平民になってもいいと思っているが、祖母や屋敷の使用人達がその巻き添えになって路頭に迷うのは避けたい。つまり、あまり悠長に独身生活を謳おう歌かしている暇はないのだ。

「婚活するしかないわね……」

　ベアトリスは、ぼそりとつぶやく。

「いいわね！　じゃあ、今度バトラー公爵家で舞踏会があるから、ベアティにも招待状を送ってもらえるようにサミュエル様に伝えておくわ」

「本当？　ありがとう！」

　サミュエルとはマーガレットの婚約者で、バトラー公爵家の嫡男だ。マーガレットによると、今は複数ある騎士団の統括をする部署にいるらしい。

　マーガレットの懇意にしている公爵家で開催される舞踏会なら、身元のはっきりとした人しか参加しないはずだから安心だ。そこでいい出会いがあれば、新しい婚約者も見つかるかもしれない。

「さすがマーガレット！　頼りになるわ」

「ふふっ。そうでしょう？　もっと褒めてくれてもいいわよ」

　マーガレットは得意げに笑う。

（マーガレットったら！）

　ベアトリスはマーガレットの、こういう高位の貴族令嬢らしからぬ性格が大好きだ。

「あ、そうだ。サミュエル様の名前が出て思い出したのだけれど、マーガレットにお願いしたいことがあるの」

「お願い？　何？」

「マーガレットは金鷹団って知っている？　先日そこに所属している方宛の手紙を拾ったので届けてあげたいのだけれど、貴族名鑑を見てもその方について載っていなくって。『金鷹団　ジャン＝アマール団長閣下』って書いてあったから、全騎士団を統括する部署にいらっしゃるサミュエル様ならご存じかと思うの」

　ベアトリスは鞄に入れていた封筒を取り出すと、その宛名の部分を指さした。

「ん？　書いてあるって？」

　マーガレットは不思議そうに目を瞬かせる。

「あ、この文字は珍しいけどヒフェル語っていう言語のひとつなの。遠い島国で使われていた、昔の言葉。今どきこんな文字を使う方がいるのね」

「ヒフェル語？」

　マーガレットはもう一度ベアトリスの差し出した封筒を見て、目を瞬かせる。そして、わずかに眉根を寄せた。

「…………」

　マーガレットはしばらく無言でその封筒を眺め「もしかして……」とつぶやく。

「マーガレット？　どうかしたの？」

　マーガレットのその様子を、ベアトリスは不思議に思った。

「金鷹団って言ったわよね」

「ええ、そう書いてあるわね」

「……ベアティ。これ、自分で届けてもらったほうがいいわ」

「あ、そうよね。なんでもかんでも頼んでしまってごめんなさい」

　ベアトリスはハッとして謝罪する。いくら仲のよい友人だからといって、婚約者を使って物を届けさせるなど礼を失する行為だったと反省した。

　一方のマーガレットは慌てたように手を振る。

「そうじゃなくて！　誤解しないで。ただ、その……、とにかくそのほうがいいわ。サミュエル様に、届け先は確認するから」

「そう？　わかったわ、ありがとう」

　届けられそうな目途がついて、ベアトリスはひとまずホッとした。

　このときはまだ、この手紙が自分の運命を変えることになるとは露ほども思っていなかったのだ。
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　翌日の午後。ベアトリスはひとりで王宮へと向かった。

　マーガレットの行動は早く、今日の朝にはどこにこれを届ければいいのかの行き先を手紙で教えてくれたのだ。

「えっと、離宮はこっちでいいのよね？」

　ベアトリスはマーガレットにもらった地図を片手に、周囲を見回す。王宮なんて王宮舞踏会に参加するときしか訪れたことがない。しかも、今いるエリアはこれまで一度も足を踏み入れたことがない場所だった。

　縦溝彫りの石柱が両側に立ち並ぶ開放廊下の周囲には整った庭園が広がっていた。その開放廊下の遥か前方には真っ白な石造りの建物がある。入り口の扉は閉まっており、その前には入り口を守る騎士が立っているのが見えた。

　ベアトリスは地図を片手にその建物へと近づいてゆく。

「こちら、一般人は立ち入り禁止です」

　騎士が近づいてきたベアトリスを制止する。

「団長閣下にお届け物なのですが」

「団長へ？　それを証明できるものはありますか？」

「証明？　えっと、これです」

　ベアトリスは拾った封筒を差し出す。男性騎士はその封筒を見て、眉根を寄せた。

「何も書いていないじゃないですか。これでは団長にお目通しすることはできません。お引き取りください」

「え？　ちょっと待って。これはヒフェルっていう国で使われていた古代文字なんです。ここに、ジャン＝アマール団長閣下って――」

　ベアトリスは封筒の宛名の部分を指さす。

「お引き取りを」

　とりつく島もなく追い返されそうになって押し問答をしていたそのとき、「何事だ？」と背後から声がした。振り返ると、黒目黒髪の凜々しい青年がこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

（あ、この人！）

　間違いない、ベアトリスがあの舞踏会で出会った人だ。

「こちらのご令嬢が閣下に届け物があると――」

「俺に？」

　その男、ジャン＝アマールは訝いぶかしげな表情でこちらを見る。

「お前はたしか先日の――」

　ジャンはベアトリスのことを覚えていたようだ。ベアトリスは改めて、持っていた封筒を差し出した。

「ごきげんよう。ベアトリス＝コーベットと申します。これをあなたに。先日、舞踏会の日に落としたでしょう？」

　ジャンはその封筒を見つめ、次にベアトリスを見る。

「どうしてこれを落としたのが俺だとわかった？」

「どうしてって……。あなたが去ったあとに落ちていたし、宛名に『ジャン＝アマール団長閣下』って書いてあるじゃない。あなたのことじゃないの？」

「なんだと……？」

　ジャンはベアトリスを見つめたまま、眉根を寄せる。

（もう、さっきからなんなのよ！　この手紙を落としたんだから、この人が団長じゃないの!?）

　ベアトリスはこの手紙を届けたことを心底後悔した。

（こんなことなら、差出人のカイル＝ベイツ様の元に送り戻して『落ちていたからもう一度この人に送り直したほうがいいと思います』と伝えればよかったわ。ベイツ侯爵家であれば、きちんと貴族名鑑にも載っていたのに！）

「お前、ちょっと来い」

「え？」

　突然手首を掴まれる。ジャンは閉まっている建物の扉に手をかざす。すると、扉は自動的に両側に開いた。

（えっ！　これってもしかして魔法!?）

　魔法はかつてこの世界に多く存在していたが、今では使える人間はほとんどおらず、失われたものとされている。恐らく、国中を探しても魔法を使える人間は両手で数えられる程度だろう。

　驚くベアトリスの手を男は引く。そして、建物の一室に連れ込んだ。

　広い部屋はベアトリスの実家の私室と同じぐらいの大きさだった。窓の近くには大きな執務机があり、その後ろには天井まで届くようなガラス扉付きの本棚が置かれている。視線を移すと、三人掛けのソファーがローテーブルを挟んでふたつ置かれた応接コーナーもあった。

　ジャンはベアトリスの手を離すと、そのソファーのひとつにガシンと座る。背もたれに背を預け、顎でベアトリスにも座れと促す。

「それで、どういうことか話を聞こうか？」

「どういうことかって、さっき言った通りよ。舞踏会の日、あなたは廊下でこの封筒を落とした。だから、わたくしは親切に届けてあげたの！」

　それ以上でもそれ以下でもない。ベアトリスがこれを届けたのは完全なる親切心からだ。そっちが不注意で落としたのだから、別に届けなくたってベアトリスに非はない。

　それなのに、この対応はいったいなんなのか。

「どうして俺がここにいるとわかった？」

「友人を通して、サミュエル＝バトラー様に教えていただいたわ。金鷹団を知っているかって聞いたら、ここに届けに行くようにって言われたのよ」

「サミュエルに？　そういえば、今日の午後に俺に来客があると言っていたな」

　ジャンは顎に手を当ててふむと頷く。

（そういえばって、この人もしかして忘れていたの!?）

　バトラー家といえば、ここセルベス国では名門中の名門貴族だ。そこの嫡男であるサミュエルが伝えたのに忘れるとは、なんて肝が据わった男なのだろう。さすがは団長をしているだけある。

　ジャンはベアトリスの心の声など露ほども知らぬ様子で、彼女の持ってきた封筒を手に取りそれを眺める。

「この封筒の文字を読んだと言っていたな」

「ああ、それは――」

　ベアトリスは口を開く。

「本が好きで、世界中の本が読みたくなっていろんな国の言葉を勉強したの。それはヒフェル語でしょう？」

「いろんな国の言葉？　他にも読めるのか？」

「読めるわ」

　ジャンは少し考えるように無言になり、スッと立ち上がると執務机の上に置かれていた書類を手に戻ってきた。

「これは読めるか？」

「え？」

　ベアトリスはジャンが持っていた書類を受け取る。パッと目を通した限り、セルベス語でもヒフェル語でもない言語だ。

「これはたしか、ネキサム語じゃないかしら？　何かの日程表みたいね。旅行……ううん、ここに訓練って書いてあるから軍事演習かしら」

「ご名答」

　ジャンは面白いものでも見つけたかのように、ベアトリスを見つめて口の端を上げる。

（なんでこんな文字を使っているのかしら？）

　ネキサム語はヒフェル語と同じく、失われた古代文字だ。日常生活で見かけることはまずないので、ベアトリスは不思議に思った。

「あなたも読めるの？」

「当たり前だろう」

　何を当然のことを、と言いたげにジャンは答える。

　本当に偉そうな男だ。まあ、団長だからここで一番偉いのは間違いないのだろうけれど。

「お前、名前はなんという？」

　さっき名乗りましたけど、という言葉はすんでのところでのみ込んだ。本当に、どんだけ俺様なのだ。

「名前を聞くなら自分が名乗ったらどうなの？」

　ベアトリスはさすがにムッとしてジャンを睨みつける。

　彼女は彼の名前がジャン＝アマールであり、役職がここの団長であることを知っている。しかし、それはあくまでも封筒に書いてある文字を読んだからであって、彼自身からは自己紹介されていない。

「なんだと？」

「だって、それが礼儀でしょう？　それにあなたって、親切に届けてあげたわたくしに対して、お礼のひとつも言えないのね」

　男の眉間に深い皺しわが寄る。

「コーベット伯爵令嬢のベアトリスよ。これで満足？　団長閣下」

　挑発するように言うと、ジャンはくくっと笑いだした。

「俺にこんな口をきいたのはお前が初めてだ、ベアトリス」

「それはどうも」

　ベアトリスは肩をすくめて見せる。

「ジャン＝アマールだ。お前のことは、よく覚えておこう」

「覚えておかなくて結構よ」

　ジャンは口を尖とがらせるベアトリスを見つめ、意味ありげに口の端を上げた。




◇　◇　◇




　今日はバトラー公爵家の舞踏会の日だ。

　ベアトリスは何度も鏡をのぞき込んでは自分の姿を確認する。

「ねえ、ソフィア。大丈夫かしら？」

「とてもお綺麗ですよ」

　元々大きめの目元はしっかりと化粧がされ、まつ毛がくるんと上がっている。

　艶やかな茶色い髪は緩く巻かれ、耳の上に金細工の髪飾りがついている。ドレスは少し大人っぽく、紺色の落ち着いた物を選んだ。生地にはところどころに金糸で刺し繍しゅうがされており、それがまるで夜空に浮かぶ星のようにきらめいている。

「よし！　じゃあ、わたくし頑がん張ばってくるわ！」

　ベアトリスは胸の前で両手を握る。

　この日、ベアトリスはいつになくやる気を漲みなぎらせていた。

　――目指すは未来の夫となる男性と出会うこと！

　もうすぐ結婚とばかり思っていた祖父母は、ベアトリスの婚約破棄を知って大層落ち込んだ。自分達が先立ったあと、ひとり残される孫のことを心配しているのだ。

　両親に先立たれたあと大切に育ててくれた祖父母を安心させてあげたい。そのためには、早く素敵な結婚相手を見つけなければならない。

（絶対にいい人を見つけなきゃ！）

　ベアトリスは並々ならぬ闘志に燃え、屋敷を出た。




　そうして到着したバトラー公爵家。

　ベアトリスは初めて参加する公爵家主宰の舞踏会に、ただただ圧倒されていた。

　シャンデリアの光で輝く空間。煌きらびやかに着飾った男女。そして、お酒と香水の香り――。

　ここにいるだけで、お酒を飲んでいないのに酔ってしまいそうだ。

（まずは、マーガレットを捜したほうがいいかしら？）

　この舞踏会に招待してくれたマーガレットは、ここバトラー公爵家の嫡男であるサミュエルの婚約者だ。きっと主宰者の近くにいるはずと思い、ベアトリスは会場の中心へと近づく。

　そのとき、「あらっ？」という聞き覚えのある声がした。反射的にそちらを振り返ったベアトリスは、この場に来たことを早くも後悔した。

「やっぱり！　ベアティじゃない？」

　きらめく金髪に、海のような青い瞳。そして、瞳と同じ青いドレスを身に纏ったその女性は、ついこの間ベアトリスを悪者にして婚約者を略奪した元友人――ローラだったのだから。

　そして、その隣には会いたくないもうひとりの人がいた。

「本当だ。ベアティ、なんでここにきみが？」

　驚いたような表情でベアトリスを見つめるのは、元婚約者のブルーノだ。

（迂う闊かつだったわ）

　ブルーノは侯爵家の嫡男なのだから、公爵家の舞踏会にも招待されていておかしくないのに、すっかりそのことが頭から抜け落ちていた。

「えっと……」

　ベアトリスは言葉に詰まる。未来の夫を探すべく婚活しに来たのだが、この人達には言いたくない。

「ご招待いただいたので参加しただけよ」

「招待？」

　ローラは素早くベアトリスの周囲に視線を走らせた。そして、パートナーらしき人物がいないことを確認すると、嘲笑するような笑みを浮かべた。

「ベアティ、もしかしてひとりなの？　ひょっとして、ここでパートナーを探すつもり？」

　少し声を張った大きな声で、ローラは大げさに驚いたようにそう言った。

「それは――」

　ベアトリスは言葉に詰まる。

「ついこの間あんなことがあったのに、もう男漁りなんて――」

「本当に、昨日の今日であきれたものだな」

　ローラの隣にいるブルーノまでもが、ベアトリスを批判し始める。

（人の気も知らないで……！）

　ベアトリスがひとりぼっちでこんな不慣れな場所にやって来たのは、元はといえばこのふたりが王宮舞踏会であんなことをしでかしたからだ。

　ベアトリスはきゅっと唇を引き結び、その嘲笑に耐える。

　ここで言い返せば、また格好の噂のネタになってしまうだけだ。

（もう舞踏会は、行かないほうがいいのかも）

　ベアトリスが婚活しようと高位貴族の舞踏会や夜会に参加すれば、漏れなくこのふたりに遭遇してしまう可能性がある。

　目にじわりと涙が浮かぶ。悔しい、なんとかして言い返してやりたい。

　そのとき「ああ、ここにいたのか。捜したぞ」と若い男の声がした。

　周囲の人々がざわっとさざめき、一歩下がる。

（え？　誰？）

　ベアトリスが声の主を確認しようと振り返るより先に、腰を力強く引き寄せられる。

「ちょうどよかった。お前がいらないというなら、こいつは俺がもらおう」

「なんだ、お前――」

　突然の乱入者にブルーノが剣けん呑のんな眼差しを向ける。しかし、その男を見た瞬間に表情を強こわばらせた。どうやら、知っている顔のようだ。

（だから、誰？）

　ベアトリスは身をよじって、自分を抱き寄せている男を見上げる。

　そこにいたのは、一目で高位貴族とわかるような凜りんとしたオーラを放った美しい青年だった。

（……本当に誰なの!?）

　はっきり言おう。ベアトリスは知らない人だった。

　金糸のような艶やかな金髪をなびかせたその姿は、王宮内に飾られた神々の肖像を思わせるほどに整っている。猛もう禽きん類るいを思わせるような鋭い目元と高い鼻梁、顎のラインは男性的な凜々しさを感じさせた。袖や襟に金糸で刺繍が施された上質なフロックコートを着ていて、真っすぐブルーノ達を見据える瞳は薄紫色だ。

「あなた、誰!?」

　ベアトリスは思わず声を上げる。すると、男は視線をこちらに向け、一転して蕩けるような甘い笑みを浮かべる。

「ひどいな。俺はお前に会いたくて、ここまで来たのに」

「わたくしに会いたくて？」

　至近距離で秀麗な微笑みを向けられ、ベアトリスの胸は大きく跳ねる。

　男がしっかりと彼女を抱き寄せているせいで、腕や胸の逞たくましさが服越しにも感じられて、頬が赤らむのを感じた。

（どうしよう。誰だかさっぱりわからないわ）

　ベアトリスはこれまで会った貴族の顔を高速で思い浮かべる。

　こんなに綺麗な人、一度会ったら絶対に忘れないはずだ。けれど、全く思い出せない。だが、ここにいるベアトリス以外の人はこの人が誰なのか知っているようだった。

「どうしてあなた様が……」

　ブルーノが震える声でつぶやくのが聞こえた。

「俺がいては何か問題が？」

「いえ、そんなことは」

　ブルーノは真っ青な顔で首を左右に振る。

「先日の王宮舞踏会で可愛い子猫を見つけたのだが、その子猫はどうやら捨てられたらしいと噂に聞いてな。だから今日は、その子猫を拾いに来た」

「子猫!?」

　この話の流れでは、子猫とはベアトリスのことだろうか？　なんて失礼な人なのだろうとベアトリスは呆あっ気けにとられた。

「しかし、ベアティはこれまでローラに数々の悪事を――」

「お前はコールマン侯爵家の嫡男だったな？」

「はい」

「ベアトリスは俺が拾った。つまり、俺のものだ。以後、俺のものに対して馴れ馴れしく愛称で呼ぶな」

　落ち着いた、けれど威厳のある話し方は歯向かうことを許さない迫力があった。

「……っ！」

　ブルーノはさっと顔を青くする。

「さあ。我々は行こうか」

　男はベアトリスを見つめ、微笑む。そして、腰を抱いたまま会場の外に出ようと促した。

　ベアトリスは混乱した。

「え、え？　行こうってどこに？」

　そもそも、この男が誰なのかがわからないので状況がさっぱり理解できない。なんのドッキリだろうか。シナリオを一度も見せられたことがないのに舞台の本番に突然押し出された気分だ。

「もちろん、帰るんだ。目的は達した」

「お言葉ですが、わたくしはここに婚活をしに来たので、目的は達しておりません」

「婚活？　それならもう必要ない」

　男はきっぱりと言いきる。

（必要ないわけないでしょ！　必要あるからここに来たのよ！）

　ベアトリスは呆気にとられて男を見返す。

　そのとき、会場の空気を切り裂くような鋭い声がした。

「お待ちください、アルフレッド殿下！」

（アルフレッド殿下ですって!?）

　アルフレッドといえば、数カ月前に帰国したばかりの王太子殿下だ。まさかと思ったが、ベアトリスの腰を抱いていた男は呼びかけに応じるように背後を振り返り、目を眇すがめた。

「殿下は騙されております。その女は、ブルーノ様とわたくしが親しくしていることに嫉妬して、散々悪事を働いた――」

　ローラは男が立ち止まったことにホッとしたような表情を浮かべ、早口でまくし立てる。

「黙れ」

　一言だけ、地を這はうような低い声がした。

「俺がいつ、お前が俺に話しかける許可を与えた」

「……っ！」

　ローラの顔色がさっと青くなる。

「コールマン卿きょう」

　男はローラからブルーノへと視線を移動させる。

「はい」

「そのうるさい女はお前の連れだな？　しっかりと教育をしろ。以後、俺の女を侮辱したら次はないと思え」

「申し訳ございません。ローラ、来るんだ」

　ブルーノは慌てたように、ローラの腕を引く。

「嫌よ。わたくしは殿下の目を覚まして差し上げようと――」

「いいからっ！」

　駄々を捏こねるローラをブルーノは一喝すると、半ば無理やりにその場から連れ出す。

　ベアトリスは呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を見送る。そして、恐る恐る隣に立つ男をうかがい見た。

（あの慌てよう……この人、本当にアルフレッド殿下なの!?）

　なぜ？　どうして自分が王太子殿下の興味を惹ひいてしまったのだろうか。

　興味を惹くような行動を取った覚えはない。そもそも、一度も会ったことがないのだから。

「アルフレッド殿下？」

「アルと呼んでくれ」

　一方、男改めアルフレッドは驚きすぎて硬直するベアトリスを見つめ、蕩けるように優しく微笑む。

「さあ、今度こそ行こうか」

（……う、嘘でしょう？）

　ベアトリスは助けを求めて周囲を見回す。けれど、誰ひとりとして助けてくれる人はいなかった。

（確かに誰かいい男性との素敵な出会いがあったらいいなと思ってここに来たけど！）

　いったいこのあと自分はどうなってしまうのかと、半ば泣きたい気分だ。

　王太子殿下に拾われるなんて、完全に想定外だ。

　ベアトリスはわけのわからないまま、アルフレッドに連れ出されたのだった。




　バトラー公爵家をあとにしたベアトリスは、そのまま豪奢な馬車に乗せられて王宮へと連れていかれた。通されたのは、これまた豪ごう華か絢けん爛らんな部屋だ。広い部屋の中央には全部で三十人は座れそうな大きな長テーブルの応接セットが置かれ、そこには蝋ろう燭そくが十数本立つ燭台と瑞みず々みずしい装花が置かれていた。

　壁には代々のロイヤルファミリーの肖像画が飾られ、見上げるほど高い天井からはシャンデリアがぶら下がっている。そして、片側一面は大きな窓になっており、そこには天鵞絨ビロードのドレープカーテンが掛けられていた。

（これはいったい!?）

　自分はいったいなぜ、こんなところにいるのだろうか。

（昔、こんなおとぎ話を読んだことがある気がするわ）

　あれはたしか、貧しい少女が魔法使いの力を借りて王子様に見初められる話だった。

　老婆の姿をした魔法使いに食べ物を分け与えて道案内をした少女が特別な地図を渡され、それを辿たどったら倒れている若い男を見つける。少女は若者を献身的に看病するが、ある日若者は姿を消してしまう。

　だがその一カ月後、若者は立派な王子の姿になって少女の目の前に現れるのだ。

　そして、王子は少女を自分の住む王宮へと連れていく――。

「あのお話、好きだったなあ」

「俺が目の前にいるというのに上の空とは、いい度胸だな。ベアトリス＝コーベット」

　低い声がしてハッとする。恐る恐る声のほうに目を向けると、薄紫色の瞳とバシッと目が合った。恐ろしいほどに整った見目の男がこちらを見ている。

（さっきまでの紳士的で優しい男性はいずこに？）

　目の前の男からは、まさに〝冷徹〟の言葉がぴったりな、厳しさを感じた。

「申し訳ございません。ここ最近、わたくしの周りではあまりにも非現実的なことばかりが起こるので、もしかしたら物語の世界に迷い込んだのではないかと思いまして」

「面白い想像だな。しかし、これは現実だ」

「ですよね」

　ベアトリスは引きつった笑いを浮かべる。

　どうか夢の世界であってほしいと願ったけれど、残念ながら違ったらしい。

（これ、どうすればいいの？　はっ！　挨拶。まずは挨拶よね!?）

　ベアトリスは背筋を伸ばし、にこりと微笑む。

「改めまして、コーベット伯爵家のベアトリスと申します」

「知っている。お前を捜しに、わざわざ行きたくもない舞踏会に行ったんだからな」

「そうでございますか」

　そんなに偉そうに言われても。

　こちらは一切頼んでいないのですけれど？

「初対面かと思いましたので、ご挨拶したまでです」

「そうか」

　アルフレッドはベアトリスを見つめ、ふっと笑う。

（何がおかしいの!?）

　今のやり取りのどこに笑うポイントがあったのだろうか。アルフレッドの考えていることが、さっぱりわからない。

（なんでわたくしがこんな目に……）

　とにもかくにも、まずはここに連れてこられた理由を確認しなければ。

「恐れながら殿下。なぜわたくしはここに連れてこられたのでしょうか？」

「お前に一目ぼれしたからだ」

「まあ、ほほほっ」

　ベアトリスは引きつった顔でアルフレッドを見返す。思わず、貴族令嬢らしからぬ乾いた笑いが漏れてしまった。

「またまたご冗談を。嘘でしょう？」

「ああ、嘘だ」

「ほほう」

　死んだような目をしてしまった。

　しれっと言い放つ目の前の男に若干殺意が湧く。

（なんなの、いったい？）

　皮肉のひとつも言いたくなる。

「王太子殿下に、初対面の令嬢を誘拐する趣味があるとは存じ上げませんでした」

「なかなか言うな。助けてやったというのに」

「それに関してはどうも。でも、わたくしは絶賛婚活中でしたの。殿下の登場で、良縁が遠ざかった気がしますわ」

「それに関しては、問題ないと言っただろう」

　アルフレッドは意味ありげに口の端を上げ、ベアトリスを見つめる。

「お前をここに連れてきたのは外でもない。仕事を依頼するためだ」

「仕事……ですか？」

　ベアトリスは戸惑って聞き返した。ベアトリスのしている仕事といえば、翻訳業だ。けれど、それは偽名を使っていて誰にも明かしていない。

「ああ、そうだ。お前の悩みを一気に解決する話だぞ」

「一気に」

　ということは、王族の身の回りの世話をする行儀見習いに命じるつもりだろうか。王族の行儀見習いをした令嬢は、箔はくがついて結婚市場で人気が出るのだ。

　しかし、アルフレッドの口から飛び出した役職は、ベアトリスの想像を裏切るものだった。

「お前を、俺の補佐官に命じる」

「へ？　ほ、補佐官!?」

　想像だにしない仕事内容に、ベアトリスは素っ頓狂な声を上げる。

「ああ、そうだ。先日お前はこれを拾ってきただろう？」

　意味ありげに見せられたのは、見覚えのある封筒だった。真っ白な封筒の表に『金鷹団　ジャン＝アマール団長閣下』と書かれている。

「なんでそれを!?」

「なぜ？　金鷹団は王族直轄の騎士団だ。俺がこれを持っていても、なんら不思議はないだろう？」

「……王族直轄の騎士団？」

　ベアトリスはハッとする。

（だから騎士団の組織図のどこにも名称が載っていなかったのね！）

　王族直轄の騎士団ということは、つまりは秘密警察のようなものだ。存在は公然の事実でも、その詳細はベールに包まれている。ベアトリスも王族直轄の騎士団があるという噂は聞いたことがあったが、その名称や場所は全く知らなかった。

（あのジャンって人がわたくしのことをアルフレッド殿下に話したのね！）

　やけに偉そうな態度の男が脳裏によみがえり、イラッとする。失礼なだけでなく、こんな厄介事まで持ち込むとは許しがたい。

「わたくしに務まるとは思えません」

　ベアトリスはひとまず、『荷が重すぎます作戦』で断ることを試みる。王太子の補佐官など、聞いただけでも面倒そうだ。

「大丈夫だ。これを読めるだけでも、かなりの即戦力だ」

「言葉がわかる、という意味でですか？」

「それもそうなのだが、この封筒を他の者に見せたときに反応がおかしいと感じたことはなかったか？」

「反応が？」

　ベアトリスはそう言われ、これを拾ったあとのことを思い返す。ベアトリスがこの封筒を見せた人は全部で三人――マーガレットと門を守っていた騎士と、ジャンだ。

（そういえば、マーガレットと騎士の方はこれを見て困惑した表情を浮かべていたような……）

「その表情から察するに、心当たりがあるようだな」

　アルフレッドはふっと笑う。

「この封筒には、特別な細工が施されている」

「特別な細工？」

「ああ。機密漏ろう洩えいを防止するために魔法がかけられているんだ。魔力を持つ人間しか文字を読むことができない。つまり、普通の人間には何も書かれていないように見える」

「ちょっと待ってくださいっ！」

　ベアトリスは思わず声を上げて話を遮る。

「特別に発言を許そう」

　アルフレッドは言葉と視線でベアトリスに発言を促す。

「お言葉ですが、わたくしは魔法を使えませんし、魔法を見たこともありません。つまり、魔力もございません。何かの間違いだと思います」

　――先日、ジャンが扉を魔法で開けるのを見たことを除いて、とベアトリスは心の中で付け加える。

「魔法の使い方をわかっていないだけで、わずかに魔力があるのだろう。これの文字を読めたことが、何よりもの証拠だ」

「そんな馬鹿な……」

　ベアトリスは頭を抱える。

（わたくしに魔力があるですって？）

　確かに、魔力持ちはごく稀に生まれてくることがあり、その割合は貴族に多い。しかし、その数は数えるほどしかおらず、自分がそれだなんて今の今まで想像すらしたことがなかった。

「さらに、お前は通常の人間であればまず読めない異国の古代文字も瞬時に理解した。そんな貴重な人材を発見しながら放置しておくのは、愚者のやることだ」

　アルフレッドはそこで言葉を止め、ベアトリスを見つめる。

「お前には、金鷹団の一員として補佐的な事務作業をしてもらう」

「金鷹団の一員として？」

　その提案が想定外すぎて、目眩めまいがしてくる。

「しかし、ただの伯爵家の娘が侍女でもないのに王宮に通っていては、それこそ違和感を持たれるのでは？」

　恐らく金鷹団の団員が誰なのかは機密事項に当たるはずだ。一介の貴族令嬢であるベアトリスが王宮周辺を頻繁にうろうろしていては、周囲に大切な機密が露見してしまうことになりかねない。

「それなら安心しろ。お前には、俺の妃になってもらうから大丈夫だ。側妃なら面倒な手続きもいらないし、住まいも俺の離宮の一室だからな」

「ああ、なるほど。お妃様なら殿下の離宮にいるのが当然ですものね」

　ベアトリスはふむふむと頷き、はたと動きを止める。

（え？　待って。お妃様……？）

「無理無理無理！　無理です！　絶対に無理！　お妃様ってどういうことですか！」

　数秒のちに言われていることを理解して、ベアトリスは絶叫する。

「大丈夫だ。王宮舞踏会の日にお前を見初めた王太子は、お前を捜してはるばるバトラー公爵家の舞踏会まで赴いた。そして無事に発見し、公衆の面前で愛を囁き連れ帰った。王太子はその想いの赴くまま、ベアトリス＝コーベットを側妃に据えた。完璧なシナリオだろう？」

「はあ!?」

　どこが完璧なのだ。ベアトリスにとって、寝耳に水どころの騒ぎではない。

　セルベス国の王太子は制度上三人の妃を持つことができる。正妃と側妃ふたりだ。そして確かに、正妃を迎えるには議会の承認や盛大なパレードを含む仰々しい手続き、式典があるのに対し、側妃はほとんど手間なく妃になれる。

　しかし、側妃といっても妃は妃。それに、これまでに側妃として嫁いだ女性がのちに正妃になった例も多々ある。

　つまり、ベアトリスに務まるとは思えない。

「ベアトリス。何が賢明な判断なのか、自分の立場を考えることだな。お前は王宮舞踏会で婚約者に悪行をあげつらわれて婚約破棄された。そしてあの場では男漁りをしていると嘲笑されていたところを、さっそうと現れた王太子に連れて帰られた。このまま屋敷に帰って『間違いだったようです』と言っても、困るのはお前だ」

「うっ」

　痛いところを突かれて、ベアトリスは言葉を詰まらせる。

「俺であれば、お前にとって有利なように口利きをすることもできる」

　にやりとするアルフレッドを見て、ベアトリスは顔をしかめる。

〝有利なように口利き〟というのは、将来的にベアトリスがお飾りの王太子妃を解任されたときにコーベット伯爵家の爵位を復活できるように根回しし、さらに後ろ盾をしてやるということだろう。

　きっと、アルフレッドはベアトリスの家庭環境含め色々な事情を調査の上で、この提案をしているのだ。

「そもそも、これだけ国家機密を聞いておいて、ただで帰れると思っているのか？」

「……ですよね」

　ベアトリスは乾いた笑いを漏らす。

（なんでわたくしがこんな目にー！）

　ここ最近、何度叫んだかわからない心の叫びをもう一度繰り返す。

　婚活を頑張るつもりではいたが、お飾りの王太子妃になるだなんて完全に想定外だった。

　かくしてベアトリス＝コーベットは王太子アルフレッドの愛する寵妃――実のところはお飾り側妃を装った補佐官を拝命されたのだった。










◆　第二章　お飾りの側妃は補佐官として奮闘する




　アルフレッドの行動は早く、あっという間にベアトリスの祖父母であるコーベット伯爵夫妻に話をつけて、必要な手配も済ませてしまった。

　あれよあれよという間にベアトリスはアルフレッドの側妃として、侍女のソフィアを伴い離宮に入ることになり、それと同時に金鷹団の事務作業の手伝いを始めた。




　山積みになった書類をまとめていたベアトリスは、ふうっと息を吐く。

（世の中にはわたくしの知らないことがたくさんあるのね）

　ここで働き始めて、そろそろ二カ月になる。ベアトリスの主な作業は、金鷹団の団員達が調査に当たった事件の資料の整理だ。

　今確認している書類は、王都に暗躍している人身売買の組織に関する報告書だった。

　本来であれば人身売買の組織の取り締まりは、王都騎士団の保安隊の役目だ。しかし、遅々として調査が進まないことを不審に思った金鷹団が調査に乗り出したところ、とある貴族が利益の一部を受け取ることを見返りに保安隊の取り締まりを妨害していたことがわかった。

（スリーコム子爵って昔、舞踏会で会ったことがある気がするわ。あんな虫も殺さぬ風情の人がこんなことをしていたなんて！）

　人を見かけで判断してはいけないとはまさにこのことだ。

　書類には、大なり小なりこの事件に関係していたと思われる貴族の家門や平民の有力者の記載もあった。どの人物も、もしこの調書を読まなければベアトリスは〝ただの善良な人〟としか思わなかったと思う。

（見かけによらないといえば、ローラもか）

　忘れかけていた苦い思い出がよみがえり、ベアトリスは唇をぎゅっと引き結ぶ。




　アルフレッドから突然連れ出された夜会の翌日、ベアトリスはローラから会いたいと言われて指定された場所に会いに行った。もしかしたらローラはベアトリスの知る優しいローラのままで、実は何かやむを得ない理由――例えば、ブルーノとベアトリスの結婚をどうしても妨害したい何者かがローラを利用したのではないかと、どこかで期待していたのだ。

　けれど、結果としてその期待は完全に裏切られることになった。

『どこで殿下に会ったの？』

『どうやって殿下を誑たぶらかしたの？』

『まだ婚約破棄してから日が経っていないのに、おかしいわ。あなた、浮気していたのね!?』

　ローラの口から出たのはベアトリスからすると到底受け入れがたい侮辱の言葉ばかりで、自分がしたことに対する謝罪の言葉は何ひとつなかったのだから。

『どうせすぐに飽きて捨てられるわ』

　帰り際に投げつけられた台詞せりふを聞き、ドアを開けようとしたベアトリスはぴたりと動きを止める。

　アルフレッドがベアトリスに近づいたのはお飾りの側妃にして、彼の補佐官として働かせるためだ。将来的にアルフレッドが愛する妃を娶めとったときに、ベアトリスはお飾りの側妃の役目を解任されるだろう。はた目には、飽きて捨てられたように映るかもしれない。

　ベアトリスは背後を振り返り、ローラを睨みつける。

『そうかもね。でも、あなたには関係のないことだわ』

『なんですって！』

　ローラの金切り声が聞こえたけれど、そのままドアを閉めて店を出る。決して振り返ることはなかった。




「ベアトリス」

　机に影が差し名前を呼ばれ、ベアトリスはハッとする。

　顔を上げると、そこには金鷹団の副団長を務めているサミュエル＝バトラーがいた。

　サミュエルはバトラー公爵家の嫡男で、髪と同じ薄茶色の瞳が印象的な、物腰の柔らかな好青年だ。そして、ベアトリスの親友であるマーガレットの婚約者でもある。

　金鷹団は秘密部隊なので、そこの団員であることを公にすることはできない。そのため、表向きは複数の王都騎士団をとりまとめる部署に所属しており、金鷹団の副団長を兼務している。

「アルフレッド殿下がこれの内容を端的にまとめておくようにって」

　ドサドサッと書類の束が机の上に置かれる。ざっと見ると、厚さ三センチほどの調書が十冊ほどある。恐らく、ひとつの事件を追っていて結果的にこれだけの量になったのだろう。

「わかりました。いつまででしょう？」

「明後日あさっての夜まで」

「は？」

「明後日の夜まで……」

　ベアトリスの訝しげな声に、サミュエルは申し訳なさげに肩をすくめる。

　ベアトリスはサミュエルの背後にある時計をチラリと見る。今、午後二時だ。明後日の夜というのが具体的に何時を指すのかは知らないが、普通に考えて納期が短すぎる。

　というのも、ベアトリスは表向きにはアルフレッドの寵妃ということになっているので、将来的に側妃から正妃になることも見越した妃教育も受けているのだ。

　その妃教育に思った以上の時間が取られてしまい、絶対的に時間が足りない。

「これ、読むだけでも丸一日以上かかります。せめて、五日は欲しいところです」

　ベアトリスは真顔で抗議する。

「俺もそう言ったんだけど、殿下が『あいつなら大丈夫だ』って」

「殿下が？」

　いったい何をもって、『あいつなら大丈夫』などと言ったのかと問いただしてやりたい。

　実を言うと、ベアトリスは契約妃になれと言われたあの舞踏会の日と、この離宮にやって来た日以外、アルフレッドと全く会っていない。大丈夫も何も、彼はベアトリスについてほとんど何も知らないはずだ。

「ジャン団長経由で言付けを頼まれたのですか？」

「まあ、そうだね」

「わかりました。ちょうど団長のところに伺おうと思っていたところなので、そのついでにわたくしから直接話します」

「うん、そうしてくれると助かるね」

　サミュエルはホッとしたような表情を見せる。

「そうそう、メグがきみに会いたがっているんだ。今度、お茶に誘ってやってくれ」

「メグ？　マーガレットのことですか？」

「あ、うん。ごめん、つい癖で」

　サミュエルは頭に手を当て、ばつが悪そうに笑う。つい婚約者を愛称で呼んでしまい、照れくさいのだろう。

「それはぜひ！」

　ベアトリスは笑顔で頷く。

　マーガレットとは一カ月以上会っていない。会いたいのはベアトリスも一緒なので、ぜひともお茶会を開きたい。

　少しだけ気持ちが上向いたベアトリスはぐっと拳を握って気合いを入れる。読み返していた人身売買に関する事件の書類と、今さっきサミュエルから渡された調書のうち一冊を手に持って立ち上がると、三階にある金鷹団の団長室へと向かった。

　階段からは左右に廊下が延びているが、ベアトリスは右に向かうと一番奥のドアの前に立った。木製の重厚感あるドアをトン、トン、トンとノックする。

「ベアトリス＝コーベットです」

「入れ」

　中から声がしたので、ベアトリスはドアを開けた。

　部屋の中に目を向けると、まずこちらを見つめるジャンの黒い瞳と視線が絡んだ。落ち着いた、けれどどんな些細な変化も見逃さないような鋭さのある視線だ。

「殿下よりご依頼されておりました、こちらの書類が完成しました」

「見せてみろ」

　ジャンに片手を差し出され、ベアトリスは今さっき完成したばかりの書類を渡す。ジャンはそれをめくりざっと目を通すと、再び顔を上げた。

「子細についてはこのあと確認するが、なかなかよくできているように見える」

「それはどうも。お褒めにあずかり光栄です。殿下から『四日以内に』というあり得ない要求でしたので、とても頑張りました」

「そうか、それはご苦労だった」

　ベアトリスの皮肉を込めた言い方に動じることもなく、ジャンは頬杖をついたまま口角を上げる。

「それで、ひとつお願いがあります」

「なんだ、言ってみろ」

「先ほどサミュエル様より、こちらを明後日の夜までに仕上げろと言付けがありました」

「ああ、そうだな」

　ジャンは頷く。サミュエルに指示したのは団長のジャンなので、当然知っているのだろう。

「少し期限は延ばせませんか？　さすがに厳しいです」

　ジャンはわずかに眉根を寄せる。

「これまでの仕事のスピードを考えると、お前ならできるだろう？」

「妃教育もあるので同時進行は厳しいです。どちらかの負担を減らしていただけないでしょうか？　もっとはっきり言わせていただくと、そもそもわたくしが仮初めの妃役というのはジャン団長もご存じのはずです。妃教育は受ける必要がないのではないかと」

「話はわかった」

　ジャンの返事を聞き、ベアトリスはパッと表情を明るくする。

　じゃあ、今後の妃教育はなしですよね？

　そう続けようとしたベアトリスの発言を遮るように、ジャンが口を開いた。

「なら、なおさらさっさと取りかかったほうがいいな。もう戻っていいぞ」

「は？」

　ベアトリスはジャンを見返す。

「なんだ？」

「なんだ、じゃないわよ！　普通、そこで『では、妃教育を取りやめるように殿下に進言しよう』もしくは『期限を延ばそう』ってなるわよね？」

　思わずジャンが上司であることも忘れて詰め寄ってしまった。ジャンはベアトリスを見返し、首を振る。

「ならないな」

「なんでですか！」

「仮初めでも寵妃は寵妃だ。妃教育を受けないと不審に思われる。それに、期限は延ばせない」

（こっのー!!）

　なまじ顔が綺麗なだけに、澄ました顔して答える様が余計にイラッとする。

「わかりましたよ！　明後日までにやればいいんでしょ！」

「ああ、任せた」

　なんて小憎たらしい男なのだろう。

　だがしかし、ここで嫌みを言って呑気に時間をつぶしている暇はない。

　ベアトリスはバシンとドアを閉めると、足早に自席へと戻ったのだった。




　自席に戻ったベアトリスはがっくりと肩を落とした。

　まさかあんなににべもなく却下されるなんて！

「どうだった？」

　心配したサミュエルが様子を見に来る。

「取りつく島もありませんでした」

「ははっ、団長らしいな」

　サミュエルは苦笑する。

「ああ、もう！　頑張らないと」

　ベアトリスは先ほどサミュエルが持ってきた調書をざっと開く。すると、その中に複数の見慣れない文字の書類が交じっていることに気づいた。以前見たヒフェル文字もある。

「前々から思っていたんですけど、ところどころで外国の文字、しかも今は使用されていない古語を使っているのはなぜですか？」

「ああ、それはね」

　サミュエルは答える。

「金鷹団の仕事は王命の機密事項を扱っていることも多いから、万が一にも手紙を敵に奪われた際に、簡単には読まれないようにするための対策なんだ。通常なら使わない文字を使った上で、魔法をかけている。普通の人は、これを見てもまず読めない」

「なるほど」

　ベアトリスは頷く。確かにヒフェルの古代文字は南方の島国でかつて使われていた文字であり、今はもう使われていない。ベアトリスが翻訳業という特殊な仕事をしていなかったら見たことすらなかっただろう。

「でも、魔力があってかついろんな国の言語を操れる人がこれを盗んだら、簡単に読めちゃうわよね？」

「そうだね。でも、特別な訓練を受けずにそんなことができる人間なんて、いるわけがないってことになっていたんだ。魔力持ち自体がセルベス国に数えるほどしかいないし」

「いるわけがない……」

「そっ。俺達も世界各国の言語を全て覚えることはできないから、それぞれ言語を決めてマスターする。大体五カ国語かな。手紙をやり取りするときは、相手と共通して覚えている言語を使用する。ちなみに、俺はヒフェルの古代文字は読めない」

　ベアトリスは自分がここに連れてこられた理由を察した。

　貴重な魔力持ちを探し出し、国からの特別な訓練を受けさせてようやく読むことができるはずの手紙を、ベアトリスはなんの特別な訓練なしで読んでしまったのだ。しかも、ヒフェルの古代文字以外にも世界各国の言葉を大体理解できる。

「ベアトリスみたいな有能な人が来てくれて本当に助かるよ。きみが来る前は、この書類を作る事務作業も僕らでやらないといけなかったからさ」

「そうですか」

　ベアトリスは一言だけ、返事する。

（おだてたって絆ほだされないんだから！）

　そうは思うものの、褒められると悪い気はしない。

　むしろ、自分の特技で人の役に立てているのが嬉しかった。




◇　◇　◇




　ベアトリスは金鷹団の団員だが、表向きは〝王太子アルフレッドが一目ぼれした令嬢〟ということになっている。もっと正確に言うと、アルフレッドがゴリ押しして急きゅう遽きょ迎え入れた側妃だ。

　そのため、ベアトリスにはどうしてもやらねばならないことがあった。

「ごきげんよう、ルーモア先生」

「ごきげんよう、ベアトリス様」

　ベアトリスが優雅に頭を下げると、相手の女性――王太子の妃教育の指南役であるルーモアも優雅にお辞儀する。

　そう。どうしてもやらねばならないこと。それは妃教育だ。

　ベアトリスは実のところお飾りの側妃なのでこの授業を受ける必要などない。しかし、表向きは寵妃であり、正妃として迎え入れる時間すら惜しいとアルフレッドが側妃として迎え入れたことになっている。

　周囲に真実を悟られないようにしているので、妃教育を受けていないと不審に思われるとジャンに説得――命令ともいう――され、しぶしぶ受けることになった。

（でも、結果として受けてみてよかったわ）

　元々本が大好きで世界中の言葉を覚えてしまうベアトリスは、勉強が嫌いではない。

　一般に出回っている書籍にはなかなか載っていないことまで教えてもらえる妃教育は、むしろ興味深くて面白いのだ。

　ルーモアが担当するのは、主にセルベス国の成り立ちや歴史についての講義だ。

「それでは、本日はセルベス国の王家であるガルフィオン王家について、その歴史を紐ひも解いていきたいと思います」

　ルーモアはおっとりとした語り口調で、手に持っている本『セルベス王家の歴史』を読んでゆく。これも、一般には出回っていない本だ。

「セルベス国の初代国王は、西方に位置する山岳民族であったと言われております。この山岳地帯は以前お話しした『失われた魔法～悠久の時を経て～』で出てきたローレンツ山脈のことです」

　ベアトリスはルーモアの話を聞きながら、これまで受けた授業の内容を思い返す。たしかローレンツ山脈には、まだ魔法が日常的に使われていた時代に特に強力な魔法使いを輩出することで有名だった地域がある。

（なるほどね。じゃあ、アルフレッド殿下が魔法を使えるのも、そこの出身の人の末まつ裔えいだからかしら？）

　ルーモアの話を聞きながら、教科書をめくる。そして、そのページに書かれていた家系図にベアトリスは目を留めた。

（ん？　アマール公爵家？）

　どこかで見た覚えのある家名で、すぐに思い出した。ジャン団長の家名だ。

　系統を辿ると、現王妃様の生家――隣国ルーゲルツ国の公爵家のようだ。

（ということは、ジャン団長は王妃様の血縁者？　年齢的に、甥おいとかかしら？）

　ずっと胸につかえていた疑問が解けるのを感じた。

　金鷹団の副団長を務めているサミュエルは、名門バトラー公爵家の嫡男だ。とんでもなく高貴な身分であり、このセルベス国では彼より高位なのは王族だけだ。そのサミュエルが、いつもジャン団長の気まぐれにおとなしく従っているのが不思議だったのだ。

　ジャンの家名である『アマール』はセルベス国の貴族名鑑を探しても見当たらない。けれど、王妃様の血縁でこの国に来た人なのであれば、王族と縁続きなので偉そうなのも納得だ。




　妃教育の授業後、ベアトリスは離宮へと戻る。その途中、見覚えのある人の後ろ姿を見つけて声をかけた。

「ランス様！」

　ベアトリスの声に気づき、前を歩いていた男性が振り返る。

　少し長めの茶髪を後ろに流した、優しげで落ち着いた雰囲気のこの男性は、ランス＝ブラットン。名門ブラットン侯爵家の当主であり、金鷹団の一員でもある。

「やあ、ベアトリスさん。外出ですか？」

「はい。妃教育に」

　ベアトリスは肩をすくめてみせる。

「ベアトリスさんは仮初めの妃役なのに、妃教育まで受けているのですか？」

　ランスは驚いたように目を瞬く。

「そうなんです。びっくりですよね。お飾りの側妃なのだから必要ないと伝えたのに、ジャン団長は殿下が望んでいるのだから受けろって言うんです」

　ベアトリスは口を尖らせた。

　妃教育は、通常であれば十代前半から始める。それを仕事の合間にダイジェストにして受けさせられているこちらの身にもなってほしい。それだけで日々の予定が全てつぶれるほど盛りだくさんだ。

（そういえば、アルフレッド殿下ってどうして今の今まで婚約者がいらっしゃらなかったのかしら？）

　王太子であれば、遅くとも十代半ばには婚約者が決まっていることが多い。アルフレッドの二十五歳という年齢を考えると、この年まで婚約者がいないのは異例なことに思えた。

（留学なさっていたみたいだから、そのせい？）

　それにしたっておかしい気がした。

　自分の娘をぜひ王太子妃に、という貴族は多く、縁談は山のようにあったはず。今の今まで決まっていなかったのはなんらかの理由がありそうに思えた。

「もし大変なら、私からもベアトリスさんが妃教育を受ける必要はないのではないかと、殿下に進言しましょうか？」

「え？」

「だから、妃教育です。大変で、負担になっているのでしょう？」

　ランスは心配そうに、ベアトリスを見つめる。

「あ、お気遣いありがとうございます。でも、大丈夫です」

　ベアトリスは慌てて両手を胸の前で振る。

　こんな個人的なことでランスの手を煩わせるのは気が引ける。それに、ジャンのあの様子では、ランスが進言したところで結果は同じだろう。

「本当に？」

　ランスは眉根を寄せる。ベアトリスが無理しているとでも思ったのかもしれない。

「はい。それに、わりと楽しんでいるんですよ」

「楽しんでいる？」

　ランスが聞き返す。

（あ、不謹慎だったかしら）

　妃教育を楽しんでいるだなんて、眉をひそめられてもおかしくない。

「ランス様はお優しいですね」

　ベアトリスは笑ってごまかす。

「そんなことは……。ただ、私にもベアトリスさんとそう年の変わらない妹がいたので、気になるだけです」

「妹君が？」

「すでに亡くなりましたが。昔、大きな水害があったでしょう？」

　ランスの表情が寂しげに翳かげった。

「そうだったのですね。余計なことを聞きました」

　ベアトリスはハッとして、謝罪する。

　十年前、セルベス国を未曾有の大雨が襲い、王都の一部が洪水になった。ベアトリスの両親が亡くなったのもその災害に巻き込まれてのものだ。

「いえ、謝らないでください。そういうつもりで言ったのではありませんから」

　ランスは困ったように眉尻を下げる。

（ランス様、優しいなぁ）

　きっと、亡くなった妹君からすると、さぞかし素敵なお兄さんだったに違いない。

「ところで、ランス様はいつ王都に？」

「今日です。今回は少し長めに滞在します。二カ月くらいかな。今は陛下に登城のご挨拶に向かうところです」

「そうなのですね。二カ月間、ランス様にいていただけるのは頼もしいです」

　ベアトリスは笑顔を見せる。

　金鷹団は、公式には記載のない秘密組織だ。そのため、団員達は全員、他にも仕事がある。ランスの場合は侯爵家当主として領地経営を行っているため、王都と領地を頻繁に行き来しているのだ。

　やがて通路は離宮への分かれ道に差しかかり、ベアトリスはお辞儀をしてランスと別れる。




　離宮に戻ると、ベアトリスは真っすぐに自分の席に向かった。すぐにアルフレッドから追加で頼まれた仕事をやらないと、期限に間に合わなくなってしまう。

　机の上に置いてあった資料を開くとそれは、とある交通事故が、実は被害者に恨みのある貴族令息が裏で糸を引いたものだったという事件だった。

（これなら、明日の夜にはまとまりそうだわ）

　複雑な事件だと相関図を作るためにかなり読み込まなければならないのだが、思った以上に単純な事件でほっとする。

　弁論会で論破されたとある伯爵令息が衆人環視の中で恥をかかされたと逆恨みし、論破した側の子爵令息の馬車に細工をしたようだ。何枚かめくると、馬車に細工をするために金で雇われたごろつきの証言も載っていた。

（こんなことをしているようでは、論破されたのも当然な気がするわ）

　事件は『逆切れ伯爵令息が被害者側の子爵令息に多額の慰謝料を支払う代わりに、告訴はしない』ということで決着を見たようだ。

　被害者側の子爵令息は非常に優秀な文官のようで、たまたまこれから議会にかける予定の大きな政策に関わっていた。そのため、それに反対する政治絡みの襲撃ではないかと懸念が持ち上がり、金鷹団が捜査に関わったようだが、結果としてはただ単に逆切れした伯爵令息のおいたがすぎただけだった。

　子供の喧けん嘩かですか？と突っ込みたくなるような、なんともお粗末な事件だ。

（えーっと、事件の首しゅ謀ぼう者しゃはライラック地方の伯爵子息ね）

　舞踏会で会ったことがある気がするが、あまり記憶にない。浅はかな人物なようなのであまり近づかないようにしようと、記憶の片隅に留め置く。

　そのとき、「ベアトリス、戻っていたのか」と声がしてベアトリスは顔を上げた。見るとちょうど通りかかったジャンがこちらを見ている。

「つい先ほど戻りました。あ、団長。追加で依頼された案件ですが、明日の夜には提出できそうです」

「それはよかった。だから、お前なら大丈夫だと言っただろう？　今回も終わらないと青ざめていたが」

「結果論でしかありません。今回はたまたま、事件が単純だったから……」

　ベアトリスは口を尖らせる。

　アルフレッドは気安くベアトリスにこの件を依頼してきたが、これがもし難しい事件だったら明日の夜に提出することはできないだろう。

「力量を見極めて依頼しているから大丈夫だ」

「そうですか」

　命令してきたのは王太子であるアルフレッドなのに、どうしてこの人がこんなに偉そうなのだろう。仕える主の有能さは自身の有能さと相関するとでも言いたいのだろうか。

「そういえばジャン団長。ジャン団長って王妃様の血縁者ですか？」

「俺か？　そうだな」

　ジャンは何を当然のことを、とでも言いたげな顔で頷く。

（やっぱり！）

　人を顎でこき使ったり、無理難題を押しつけたり、どうりでいつも偉そうなはずだ。

「どうしてそんなことを聞く？」

「さっき妃教育で王室の系統図を見ていたら、アマール公爵家が王妃様の生家だと記載されていたので、もしかしたらと思ったんです」

「なるほど」

　ジャンの口元が弧を描く。

（そういえば……）

「それにしても、殿下って金鷹団を指揮する責任者なのに、全然ここにいらっしゃいませんよね」

　ベアトリスはジャンに愚痴を漏らす。

「ベ、ベアトリス！」

　少し離れた場所にいたサミュエルが顔を引きつらせてこちらを振り返った。ジャンは面白いものでも見つけたかのように、ベアトリスを見ている。

「ジャン団長とサミュエル様もそう思いません？　殿下ってジャン団長にほぼ全部を押しつけて、ご自分は全然こちらにいらっしゃいませんよね」

　ベアトリスが金鷹団で働きだしてからもう二カ月経つというのに、アルフレッドが現れたことはただの一度もない。指示事項は団長のジャンを通して定期的に届くが、それにしたってあまりにも放置しすぎな気がする。

「……えーっと、それはどうかな。殿下はお忙しいから」

　上司かつ王族であるアルフレッドを悪く言うのは気が引けるのか、サミュエルは言葉を濁す。

「ちょっと人使いが荒すぎなのではないかと思うんです」

　ベアトリスは唇を尖らせる。

「うーん、どうだろう？　そんなことはないと思うけど……」

　サミュエルの目が泳ぐ。一方のジャンはくくっと肩を揺らした。

「なるほど。アルフレッド殿下は他人任せで人使いが荒すぎると？」

「ええ。今度会ったら、わたくしからビシッと言っておきたいと思うのですが、残念ながら会う機会がありません」

　ベアトリスは眉根を寄せる。

「ほう、ビシッとね。なるほど。お前の気持ちはよーくわかった」

　ジャンはベアトリスの頭にポンと手をのせると、にっと口角を上げる。

「殿下には、可愛い婚約者にもっと顔を見せるようにと伝えておこう」

　サミュエルはふたりのやり取りを見つつ、「あはは……」となんとも言えないような苦笑いを浮かべたのだった。




　その日の夜のこと。

　夜更けに、部屋のドアをノックする音がした。

（ソフィアかしら？　こんな時間にどうしたのかしら？）

　忘れ物でもしたのかもしれないと思ったベアトリスは、特に警戒もせずに部屋のドアを開ける。そして、訪ねてきた人物を見て目をまるくした。

「えっ？　アルフレッド殿下？」

　艶やかな金髪に、こちらを見つめる瞳は薄紫色。身長はベアトリスより一回り大きい。ラフな貴族服を着ても隠しきれない高貴なオーラを放ったその人は、紛れもなく王太子であるアルフレッドだった。

「中に入れてくれないのか？」

　びっくりして固まるベアトリスを見下ろし、アルフレッドは小首をかしげた。

「あ、はい。どうぞ」

　王太子が訪ねてきて、ドアの前で追い返すことなどできない。

　ベアトリスは反射的に一歩身を引き、アルフレッドを部屋に入れる。

　アルフレッドは部屋に入ると、片隅に置かれている応接セットのソファーに座った。ベアトリスはその向かいに座る。

「こんなお時間にどうされたのですか？」

　驚きつつも、ベアトリスは用件を尋ねた。

「妃を訪ねるのに何か理由がいるのか？」

「いえ、そういうことでは……」

　ベアトリスは頬をひくつかせる。

「実は、俺の可愛い婚約者が、俺が訪ねてこないと職場で拗すねていると聞いてな」

　アルフレッドはにやりと口の端を上げてベアトリスを見る。

（ジャン団長の仕業ね！）

　なんて余計なことを言うのか。明日、しっかりと文句を言ってやらないと。

「拗ねてはおりません。全然いらっしゃらないなと思っただけです」

「それを、世の中では拗ねているという」

「全然違うと思います」

　ベアトリスはぴしゃりと否定する。

「そうかそうか」

　アルフレッドは楽しそうに肩を揺らした。

（この人、わたくしの話を聞いているのかしら？）

　軽くあしらわれ、ベアトリスは遠い目をする。はあっとため息をつき、気を取り直してアルフレッドを見た。

「殿下があまりにも金鷹団にいらっしゃらないので、心配していたのです。ジャン団長は確かに優秀な方ですが、指揮系統のトップが全く姿を現さないというのはいかがなものかと思いまして」

「なるほど。俺の心配をしていたのだな？」

　アルフレッドは頷く。

（あなたの心配というより、金鷹団の団結に関する心配をしたのよ？）

　びっくりするほどポジティブな考え方の人だと、ベアトリスは苦笑する。

　アルフレッドはそんなベアトリスが考えていることにすぐに気づいたようだ。

「心配するな。金鷹団の奴らには、定期的に会っている」

「ジャン団長以外にも？」

「もちろん」

「定期的に？」

「ああ。ほぼ毎日」

　ベアトリスは眉根を寄せる。

（ほぼ毎日ですって？）

　ベアトリスが金鷹団に所属して約二カ月が経つ。その間、アルフレッドが訪ねてきたのを見かけたことは一度もないし、ベアトリス自身に会いに来たことももちろん一度もない。

「嘘」

「本当だ。嘘だと思うなら明日聞いてみろ」

　自信満々にアルフレッドは言う。

（わたくしだけ殿下に会っていないの？　だから、今日の昼に愚痴を漏らした際、みんなの反応が悪かったのね）

　ひとりだけのけ者にされていたような気がして、少し傷ついた。

「それは知りませんでした。申し訳ございません」

　なんとなく面白くなくて、ベアトリスはプイッと横を向く。

　すぐにアルフレッドが立ち上がる気配がした。帰るのかと思ったベアトリスは、見送りをしようと慌てて顔を上げる。しかし、アルフレッドは帰らずになぜか彼女の隣に座り直していた。

「ベアトリス、そう拗ねるな」

「拗ねていないとお伝えしたはずですが」

　ベアトリスは口を尖らせる。

　本当に、拗ねてなどいない。ただ単に、のけ者にされて寂しかっただけだ。

　アルフレッドがベアトリスの髪の毛をひと房手に持つ。少し引かれるような感覚がして、驚いたベアトリスはアルフレッドのほうを見る。

　薄紫色の瞳と、視線が絡んでドキッとした。

「これからは、お前にも定期的に会いに来よう」

「お飾りの側妃ですから、お気になさらずに」

「素直じゃないな」

「これ以上になく素直です」

　ベアトリスは真顔で答える。その返事を聞きアルフレッドは楽しげに笑う。

「お前と話していると、飽きないな」

　そして、壁際に置かれた時計に目を向けた。

「そろそろ戻らないと。打ち合わせがある」

「こんな時間からですか？」

　ベアトリスは驚いて聞き返した。すでに夜十時を回っている。

「まあ、色々あるんだ」

　そう言って立ち上がったアルフレッドは、着ていた上着のポケットに手を入れる。

「これをベアトリスに」

　リボンがかけられた薄い紙包みを差し出されてベアトリスは目を瞬いた。大きさは手のひらほどだ。

「なんですか、これは？」

「開けてみろ」

　言われるがままに紙包みを開けると、中からは一冊の本が出てきた。

（えっ！　これってもしかして……！）

　羊皮紙の表紙には隣国シュタルツ国の文字が書かれていた。その表紙をめくると、最初に目に入ったのはリトグラフによる色鮮やかな口絵だ。馬の傍らに立つ騎士と町娘が描かれている。

「これは、シュタルツ国で大人気の森の妖精シリーズの最新刊ですね!?」

　森の妖精シリーズは様々な森の妖精と人間の騎士との恋模様を描いた小説で、大変な人気を誇る作品だ。これまでにシリーズで四冊が発行されており、その全てをベアトリスが翻訳している。

「わあ、嬉しい。ありがとうございます！」

　ベアトリスは本を胸にぎゅっと抱きしめる。

（わたくしのために、取り寄せてくださったのかしら？）

　この本を予約せずに買うことはできない。

　活版印刷により以前に比べれば簡単に大量生産ができるようになったとはいえ、一つひとつを手作業で作っている本はまだまだ貴重だ。特に、この森の妖精シリーズのような精緻なリトグラフの口絵や挿絵が挿入されている本は値段が張るし、発売当初は入手するのも難しいのだ。

　ベアトリスも、この新刊を手に入れられるのはきっと数カ月後だろうと思っていた。

「日頃頑張っているから、褒美だ」

　満面の笑みを浮かべるベアトリスを見下ろし、アルフレッドは表情を柔らかくする。そして、もう一度壁際の時計を見る。

「そろそろ行かなくては。では、またな」

　アルフレッドはポンとベアトリスの頭に手を置き、今度こそドアのほうへ向かう。

「あ、あの……！」

「なんだ？」

「これ、本当にありがとうございます。それと……夜遅くまでお仕事お疲れさまです」

「ああ」

　アルフレッドの口の端が少しだけ上がる。

　ベアトリスは本を胸に抱いたまま、アルフレッドの後ろ姿を見送った。

　ひとりぼっちになった部屋で、今さっきもらったばかりの本を見る。

（意外と優しいところもあるじゃない）

　部屋の中には、彼のつけていた香水のかおりがほのかに漂っていた。










◆　第三章　お飾りの側妃は手柄を立てる




　路地沿いの家から突き出たランタンにぽつん、ぽつんと火が灯る。日が暮れた時間帯の路地裏は薄暗く、人の通りもまばらだった。

　質素なワンピースに身を纏ったベアトリスはひとり、路地を足早に歩く。そのとき、目の前にふたり組の男が現れた。

「こんにちは、お嬢さん」

「ごきげんよう。先を急いでいるので、通していただいても？」

「そう言わずに、少し遊んでいこうぜ」

　まだ夕方と言ってもいい時間帯にもかかわらず、中年の男からは強い酒のにおいがした。

　ベアトリスは一歩あとずさる。

「助けてっ！」

「おいおい。優しくしてやるから逃げるなよ」

　ベアトリスが走り出すと、「いひひ」と嫌な笑い声と共に男達が追ってきた。左手首を掴まれる。ベアトリスは必死にその手を振り払おうともがいた。

「嫌っ、離して！」

「諦あきらめな。こんなところに助けに来る酔狂な奴はいねえよ」

「助けて、誰かっ！」

　暴れるベアトリスの肩に男が触れようとした瞬間、カチャッと音がした。男の頭に黒いものが突きつけられる。拳銃だ。

「おい。その手を離せ。それとも、ここでその空っぽの頭をぶち抜かれたいか？」

　氷のように冷たい声がした。それとほぼ同時に、ベアトリスを襲おうとしていた男は蹴り上げられて、宙に体が飛ぶ。

「捕獲しろ」

　辺りから黒い制服を着た騎士達が現れ、一瞬で男は縛り上げられてご用となる。その間、ベアトリスが最初に声をかけられてからトータルで一分もなかった。

「大丈夫か？」

「ええ」

　団長のジャンから片手を差し出され、ベアトリスは自分も手を差し出す。手をきゅっと握られ、力強く引かれた。

「震えているじゃないか」

「だって、あんなチンピラに絡まれたのは初めてなのだもの」

　ベアトリスは口を尖らせる。

　ジャンは眉根を少し寄せる。ベアトリスの手を握っていないほうの手がこちらに伸びてきて、ぽんぽんと頭を撫でられた。

「今日はよくやった。あとは取り調べ専門の騎士が対応するから、戻ってゆっくりしろ」

「はい」

　気丈に答えたものの、体の震えは止まらない。馬車に乗り込んだベアトリスは、その震えを止めるように腕を胸の前で組んだ。

　扉を閉めかけたジャンが、ちらりとベアトリスを見る。

「少し待っていろ」

　ジャンはそう言い残して扉を閉めると、背後にいる団員達のほうを振り返った。

「俺も馬車で戻る。馬を頼む」

「かしこまりました」

　ジャンが部下と話している声が聞こえた。その直後、馬車の扉が開き、ジャンが乗り込む。

　ジャンはベアトリスの斜め前に座ると、足を組んだ。

（あれ？　なんで馬に乗って戻らないのかしら？）

　ベアトリスは不思議に思った。ジャンは特に何かを話すわけでもなく、馬車は王宮へと向かって走り始める。

　ベアトリスは斜め前に座るジャンをうかがい見た。

　相変わらず、彫刻みたいに綺麗な顔だ。

「どうした？」

「団長も帰りは馬車なのだなと思って」

「……そういう気分だっただけだ。震えは止まったか？」

「ええ」

　ベアトリスは頷く。

「そうか」

　ジャンはそれだけ言うと、ふいっと外を向く。

　また馬車の中に沈黙が訪れた。

（もしかして、わたくしが怖い思いをしたから気遣ってくれているのかしら？）

　ジャンが馬車に乗り込んできた理由がそれ以外に思いつかない。会話がなくとも、今は知っている人が近くにいてくれることがありがたかった。

（いつも偉そうで厳しい上司のイメージしかなかったけど――）

　こう見えて、彼は思ったよりも優しいのかもしれない。

　ベアトリスの胸の内に、温かなものが広がる。

　気持ちが落ち着いてきたベアトリスは、馬車の窓から後ろに流れる景色に目を向けた。大通り沿いの大衆酒屋のテラス席では、人々が陽気に杯を交わし合っている。

（なんだか、疲れたな）

　自分から言い出したとはいえ、慣れないことをしたせいで、どっと疲れが押し寄せる。

　ふわっとあくびが出そうになり、慌てて口元に手を当てて噛みつぶした。

　でも、怖い思いをした甲か斐いあって、怪しいふたり組を拘束することができた。あの人達から犯人の糸口が掴めればいいなと思う。

　ちょっとだけ、と思ってベアトリスは目を閉じる

　頭を撫でられるような、優しい感覚がした気がした。
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　翌晩のこと。

　ベアトリスの声が離宮内の私室に響いた。

「ただの酔っ払いってどういうことなのでしょう！　わざわざ町娘の格好をして、怪しい人をおびき出そうと頑張ったのに！」

　ベアトリスはいきり立ち、訪問してきたアルフレッドに訴える。

「捜査とは往々にしてそういうものだ」

「それはそうなんですけど……」

　ベアトリスはぷくっと頬を膨らませる。

　アルフレッドに愚痴ったところでどうこうなる問題でもないのは、ベアトリスもわかっている。

　むしゃくしゃする気持ちを落ち着かせようと紅茶を飲む。芳醇な味わいが口の中に広がると、幾分か気持ちが落ち着いた。

　昨日、金鷹団は王都にはびこる違法薬物密売組織の摘発に向けての囮おとり捜査を行った。

　この違法薬物密売組織は一年くらい前から活動が目立ち始め、これまでは王都騎士団が中心となって捜査に当たっていた。しかし、首謀者に『自分には王族の庇ひ護ごがある』と言っている者がいるとの情報を得て、金鷹団でも捜査に着手したのだ。

　王族の名を騙かたる犯罪組織の横行は許されることではない。さらには、その密売組織が違法薬物を密売するだけでなく、違法薬物を投与した女に身を売らせてその利益を吸い取っていることまで判明して、一刻も早い解決が求められていた。

　しかし、検挙されるのはどれも末端の売人ばかりで、組織の中枢部に関する情報が全く得られない。

　そのため、さらなる関係者を洗い出そうと今回の囮捜査が計画されたのだ。

　組織売春の話を聞いたとき、ベアトリスは大いに怒った。

　本人が希望して商業娼婦になったのならばいざ知らず、何も知らない若い女性を騙して違法薬物を投与して身を売らせ、さらにその違法薬物をダシにその行為を継続させてお金を吸い取るなんて。人生を台なしにする、許しがたき暴挙である。

（絶対に許すまじ！）

　いきり立つベアトリスは、難航する捜査の突破口になればと思い、自ら囮捜査の囮となることを志願した。

　その結果が、昨晩の出来事だ。

　ベアトリスという囮に引っかかったふたりの男が逮捕された。しかし、彼女の活躍むなしく、残念ながら男達の所持品からも自宅からも、違法薬物は出てこなかったという。

「うー、悔しい。絶対に捕まえてやろうと思ったのに！」

　返す返すも悔しくてならない。これでは、怖い思いし損である。

「そう怒るな。お前が囮になったのも無駄にはならなそうだ」

　アルフレッドはベアトリスとは対照的に、満足げな様子だ。

「え？　どういうことですか？」

　ベアトリスは首をかしげる。

　違法薬物が一切出てこなかったという話は今日の日中に聞いていた。ということは、囮捜査は失敗ではないのだろうか。

「連中の自宅から出てきたノートに、不審な情報があった。恐らく、人身売買だ」

「人身売買？」

　ベアトリスは眉根を寄せる。

　奴隷目的の人身売買であれば、ベアトリスがここで働き始めた直後に大規模な摘発をして解決したはずだ。

「以前起きた、スリーコム子爵が関わっていた事件とは別組織ですか？」

「ああ、前回とは違う組織だな。スリーコム子爵の事件は国内の孤児が主なターゲットだったが、今回は外国人を連れてきている。問題が大きくなる前に解決したほうがいい」

「外国人……。もしかして、外国から女性を連れてきてその女性に違法薬物を与えて？」

　ベアトリスは即座にことの重大性に気づき、手をぎゅっと握った。

　国内の子供などを奴隷として売買するのはもちろん違法だが、外国人となると余計にたちが悪い。きちんと対処しないと、セルベス国がその国の国民を不当に扱っているとして国際問題に発展しかねないからだ。

「すでにカイルに事件解決に向けて動くように指示済だ。ベアトリスも手伝ってやってくれ」

「わかりました」

　ベアトリスはしっかりと頷く。

　アルフレッドの言うカイルとは、金鷹団の団員のひとりだ。ベイツ侯爵家の嫡男で、ベアトリスが金鷹団を手伝うきっかけになったあの手紙の差出人でもある。

（外国って、どこの国かしら？　それに、いったい誰が？）

　次々と疑問が湧き起こる。

　一方のアルフレッドは、ベアトリスの髪をもてあそび、指先で髪を梳く。

　指先が優しく触れるのを感じ、胸がドキッとする。

（髪をもてあそぶのがお好きなのかしら？）

　アルフレッドは時折こうやってベアトリスの髪に触れてくるが、慈しむような触れ方にいつもどぎまぎしてしまう。

「カイルは普段は寡黙だが、とても有能だ。ベアトリスの力になってくれるだろう。……魔導具のことになると少し人が変わるが」

「魔導具？」

「ああ。今現在俺が知る限り、セルベス国で最も魔導具について詳しいのはカイルだろう」

「へえ……」

　魔導具とは、魔法の力を与えた特別な道具のことだ。古い文献にはいくつか載っているが、一般市民が日常生活を送っていても実際に目にすることはまずない。魔力を吸収して不思議な作用を起こす道具全般を指し、ベアトリスも初めて見たのがこの離宮の入り口に設置された扉だった。

　会話が途切れたタイミングでアルフレッドは指に絡めていた髪を外し、ベアトリスの左手首を取った。

「男に掴まれたのはここだったか？」

「え？　はい、そうです」

（報告書に書いてあったのかしら。それとも、誰かに聞いた？）

　ならず者に掴まれたのは確かに左手首だったのだが、なぜあの場にいなかったアルフレッドがそれを知っているのだろうと疑問を覚える。

「怪我もないですし大丈夫です」

　ベアトリスは慌てて自分の手を引こうとする。けれど、アルフレッドは、その手が逃げることを許さなかった。アルフレッドの手が、優しくベアトリスの左手首を撫でる。

「あの……殿下？」

　ベアトリスは戸惑った。

「あまり、無理をするな」

「でも、わたくしは新入りとはいえ、金鷹団の一員です。皆さんと同じように役に立ちたい」

「お前は騎士ではないだろう。俺がお前をあそこに入れたのは、俺の補佐官としてだ」

　ベアトリスはそれを聞き、眉根を寄せた。

「そのわりに、全く金鷹団にいらっしゃらないですよね？　むしろ、ジャン団長の補佐官と言ったほうがしっくりきます」

　確かにベアトリスはアルフレッドから、寵妃の皮を被って補佐官として働けと命じられた。しかし、肝心のアルフレッドが全く金鷹団に来ないので、彼の補佐官としてやることが何もない。指示事項はいつも、ジャンを通してだ。

　アルフレッドはほぼ毎日金鷹団のメンバーと顔を合わせていると言っていたが、あのあともベアトリスは一度も彼に遭遇していない。

　嘘をつかれたのかと思ってサミュエルやランスに確認してみたが、ふたりとも〝会っている〟と答えた。本当に不思議でならない。

（妃教育の時間と殿下がいらっしゃる時間が被っているのかしら？）

　どうしてだろうと疑問を覚えて考えていると、急にアルフレッドに腕を強く引かれた。ベアトリスはその拍子にバランスを崩し、彼の胸に倒れ込む。

（わわっ！）

　抱きつくような格好になり慌てて起き上がろうとすると、顎をくいっと上げられる。思った以上に近い距離にアルフレッドの秀麗な美貌があり、胸がドキンと跳ねた。

「なんだ？　俺と会えなくて、寂しいのか？」

　アルフレッドは意味ありげに口の端を上げる。

「な……っ！」

　顎に添えられた指がつつっと頬を撫でた。いつになく近い距離感に、自分の顔が赤くなるのを感じた。

「安心しろ。お前以外の女の元には、一切通っていない」

「そ、そんな心配はしておりませんっ！」

　ベアトリスは即座に否定する。

「そうか、そうか」

　アルフレッドはくくっと笑う。

（くー、悔しいっ！）

　完全に遊ばれている。

「今回の事件、売春組織の件が出てきた途端にやけに腹を立てていたから、あらぬ心配をしているのかと思った」

　アルフレッドがベアトリスを見つめ、ふっと笑う。

「それは、別に殿下の浮気の心配をしていたわけではありませんのでご心配なく。被害に遭った女性達の心配をしていたのです。自ら進んでその道に進んだのなら止めませんが、望んでいないのなら助けなくては。そういう行為は愛した人としかするべきではありません」

「なるほど。お前の貞操観念はよく理解した」

「それはよかったです。では、この手を離してください」

　ベアトリスはアルフレッドに握られたままの左手を引く。しかし、しっかりと握られていてびくともしない。

「その要望は聞けないな」

「なぜ！」

　アルフレッドはジトッと見るベアトリスの視線を物ともしない涼しい表情のまま、ポケットから何かを取り出した。それを、ベアトリスの指に素早く嵌める。

「え？」

　驚いたベアトリスは、アルフレッドがようやく握る力を緩めたので、急いで左手を引く。

「指輪？」

　薬指には見慣れない指輪が嵌まっていた。白金の台座の中央に大粒の宝石がのった指輪は、見ただけで高級品だとわかる。宝石はピンク色で、部屋の明かりを反射して輝いていた。

「なんですか、これ？」

「愛しい妃への贈り物だ」

「わたくしはお飾りの側妃でしょう？　こんな高価なもの、いただけません」

「そう言うな。お前に贈ると言って用意させた」

　ベアトリスはぐっと言葉に詰まる。

　アルフレッドが『ベアトリスに贈る』と言って用意させたものをベアトリスが受け取らなければ、彼に恥をかかせることになる。

「それなら……、わかりました。いただいておきます」

　自分のために用意したと言われると、正直嬉しく感じてしまう。けれど、アルフレッドにそれを悟られるのがなんとなく悔しくて、素っ気ない言い方になってしまった。

「いつもつけておけよ」

　アルフレッドはにっと笑ってそう言うと、立ち上がる。

「では、元気そうな顔が見られたところで俺は戻る。今日もゆっくり休め」

　ぽんっと頭に手が置かれ、くしゃりと撫でられる。

「あ……」

　立ち去ろうとしたアルフレッドを見つめ、ベアトリスは片手を伸ばしかける。アルフレッドはすぐにベアトリスの様子に気づき、こちらを振り返った。

「どうした？」

「あの……、ありがとうございます」

　アルフレッドがふっと表情を緩める。

「ああ、どういたしまして。熱い視線で見つめるから、今夜はここで過ごしてほしいと可愛くおねだりしてくれるのかと思えば」

「しません。先ほどのわたくしの話、聞いていました？」

　ベアトリスは目を据わらせる。

「俺以外の男には抱かれたくないという話だろう？」

「バ、バカじゃないの!?」

　両頬に熱が集まり、顔が赤くなる。

　思わず横にあったクッションをアルフレッドに投げつけると、いとも簡単にキャッチされてしまった。彼は肩を揺らして大笑いしつつ、そのクッションをベアトリスの手元に戻す。

「では、またな」

　アルフレッドは軽く片手を上げ、部屋を出ていく。

　パタンと閉まったドアを、ベアトリスは恨めしげに見つめた。

「何よ。意地悪したり、優しくしたり……」

　ベアトリスは手を広げて天井にかざし、今もらったばかりの指輪を見つめる。思い返せば、元婚約者のブルーノから宝石を贈られたことなど、ただの一度もなかった気がする。

「綺麗」

　ピンク色の可愛らしい石は、ローズ・クォーツだろうか。昔読んだ外国語の本に、ローズ・クォーツは美の女神に捧げられた宝石だという記載があったことを思い出す。

「あ、そういえば……」

　ふと、机の上に先日アルフレッドから贈られた外国語の本が置きっぱなしになっていることを思い出した。その日のうちに全部読んでしまったが、期待通りの素晴らしい作品だった。

「久しぶりに翻訳でもしようかな」

　大好きな本をたくさんの人に読んでもらえるのは、とっても嬉しい。

　共通の話題が広がるし、何よりも自分が翻訳した本を読んで目を輝かせる人々の顔を見るのが喜びだ。

「よし、頑張ろう！」

　ベアトリスは机に向かって座り本を開くと、早速ペンを手に取ったのだった。
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「あれからもう一週間か」

　ベアトリスはカレンダーを眺め、ひとりつぶやく。

　金鷹団では小柄な男性団員の女装による追加の囮捜査を行い、何人かの売春女性に接触して保護することに成功した。

　そこから明らかになったのは、モヒート商会という中堅商会がこの事件に関わっている疑いが強いということだ。

「カイル様。こちらの調書はここに置いておいて大丈夫でしょうか？」

「あ、うん」

「それと、モヒート商会についての調査書です。建物内部の地図も入手しました」

「あ、うん」

　カイルはベアトリスの声掛けに対して全てを「あ、うん」で済ませている。

（カイル様って、本当に寡黙だな）

　ベアトリスはそんなことを思いながら、作業に集中するカイルの横顔を眺める。

　金鷹団には団員が十数名いるが、主要なメンバーはサミュエルとランスともうひとり、このカイルの三人だ。そして、この三人は団長であるジャンの右腕的な役割も果たしている。

　ただ、カイルはあまりベアトリスとは仕事で絡むことがなかったので、これまでほとんど言葉を交わしたことがなかった。今回、違法薬物密売組織の件で初めて会話をしたが、全ての会話が「あ、うん」の一言で終了してしまい、人となりが全く掴めない。

（うーん。ベイツ侯爵家のカイル様っていったら、セルベス国有数の名門貴族なのに滅多に社交の場に姿を表さないと、マーガレットからも聞いたことはあったけれど……。話してみたら、想像とはだいぶ違ったわ）

　アルフレッドからカイルは寡黙であると聞いてはいたものの、ここまで寡黙だとは思わなかった。友人やアルフレッドから事前に聞いた話から、ベアトリスはカイルのことを勝手に、もっとミステリアスな感じの人だと思っていたのだ。

　実際のカイルはというと、濡れ羽色の髪の毛はいつもぼさぼさで、下ろした前髪が目元までかかっているため、ぼさっとした印象を受ける。その髪のせいで顔がよく見えないのだが、鼻から下を見る分には整っているように見える。長身で、実験服のようなロングガウンを着ていることが多い。

「明日の件の打ち合わせは、あとで呼んでいただけるということでよろしいですか？」

「あ、うん」

　安定の返事だ。ベアトリスは片手で持っていた書類を両手で持ち直す。

「それでは、わたくしは失礼い――」

　そのとき、「え、それっ！」と大きな声がした。カイルがしゃべったのだ。

（え？　「あ、うん」以外にしゃべった！）

　驚くベアトリスの左手を、カイルはむんずと掴む。

「やっぱり！　これって、宝ほう凜りんの指輪じゃない!?」

「ほ、ほうりんの指輪？」

　カイルがまじまじと見つめているのは、一週間ほど前にアルフレッドから贈られた指輪だ。ベアトリスは初めて聞く名称に、首をかしげて聞き返す。

「うん、そう。宝凜の指輪はね、ものすごく貴重な魔導具なんだよ。魔力を込めることにより、嵌めている人に危機が迫りそうになるとはねのける護身の力がある」

「え？　これって魔導具なんですか？」

　ベアトリスは驚いた。だって、アルフレッドはそんなこと一言も言っていなかったから。

「魔導具だよ。それも、超貴重な国宝級の。王宮の宝物殿に置かれているのを一度だけ見たことがあるけど、それに間違いないと思う」

「宝物殿!?」

　それはつまり、これはとんでもないお宝であるということではないだろうか。

（あの人、なんでそんなもの贈ってきてるのー！）

　高級品だろうとは思っていたけれど、国宝級の物を贈ってくるだなんて想定外だ。




　その日の晩、アルフレッドが私室にやって来たのでベアトリスはすぐに指輪を突き返した。

「殿下、どうしてこんなもの贈ってきているんですか！」

「どうしてとは？」

　アルフレッドは不思議そうな顔をして、ベアトリスを見返す。

「これ、普段は宝物殿に置かれている超貴重な魔道具だってカイル様から聞きましたよ？　なんでそんなものを！」

「そんなの、愛しい妃に危険が迫らないか心配だからに決まっているだろう」

　アルフレッドは当然のことのように言い放つ。

「でもこれ、国宝級の品物らしいじゃないですか！」

「ああ、そうだな」

　アルフレッドは頷く。

「そうだな、じゃないでしょ！」

　ベアトリスは頭痛がしてくるのを感じた。

「王宮の宝物殿にあるものは王族のものだ。俺が好きなように使ってもなんら問題はない」

「それはそうですが……」

　アルフレッドの正論に、ベアトリスは言葉を詰まらせる。だがしかし、国宝級のお宝をまるで日常使いの指輪のように渡すのはいかがなものかと思う。

「つけていてほしい。俺が安心できるから。金鷹団の仕事をしていると、いつまた危険にさらされるかわからない」

　いつもの命令口調ではなく諭すような言い方に、ベアトリスは何も言えなくなる。

　現に、初めての囮捜査でベアトリスは怖い思いをした。アルフレッドの言う通り、また同じようなことがないとも限らないのだ。

「物はしょせん、物でしかない。お前の身の安全のほうが大切だ」

「そこまで言うなら……」

　なんとなく、ここは折れたほうがいいような気がした。

　アルフレッドの真剣な様子から、彼が本気でベアトリスの身を心配しているのだと感じたから。

　ベアトリスの返事に、アルフレッドがほっとしたような顔をする。アルフレッドはベアトリスから指輪を取り上げてつまむように持つと、彼女の左手の薬指に嵌め直す。

　ベアトリスはアルフレッドの横顔をじっと見つめた。

（昔、何かあったのかしら？）

　金鷹団は秘密組織ゆえに、扱っている事件は危険を伴うものも多い。

　何があったのかはわからないけれど、こんな大それたものを持ち出してくるなんて、何か大きな理由があるのではないかと感じた。

「明日はモヒート商会に潜入か？」

「はい」

「他の団員に任せることもできるのに。まあでも、お前の性格なら止めても行くのだろうな」

「よくご存じで」

　ベアトリスの返事に、アルフレッドは苦笑する。

「この指輪があるから大丈夫だとは思うが……気をつけろよ」

「わかっています」

　頷くベアトリスを見つめ、アルフレッドは手を伸ばす。まるで存在を確認するかのように軽く頭を撫でられ、その手はすぐに離れていった。




◇　◇　◇




　今日はいよいよ、モヒート商会に潜入の予定だ。

　金鷹団の事務所で待機中のベアトリスは、緊張の面持ちで調書と事前に入手していたモヒート商会の内部図面を見比べる。

『窓のない、とても狭くて暗い部屋でした。階段を上るまでにドアを二回開けたのを覚えています』

　カイルによると、保護された女性はそう証言したという。それに当てはまる部屋は、地下にある貯蔵庫しかない。

（地下に入って右側と。屋敷の出口は正面玄関と裏口の二カ所）

　内部に潜入したら、地図を見ながら動いている余裕はないかもしれない。忘れないようにしっかりと頭に叩き込んだ。

　そのときだ。「すみません」とすぐ近くで声がした。

「はい」

　書類に集中していたベアトリスはパッと顔を上げる。

「あれ？　気のせい？」

　ベアトリスの前には誰もいなかった。不思議に思ったものの、気を取り直して再び資料を確認し始める。そのときだ。

「すみません」

　もう一度声がした。

「へ？」

　驚いて辺りを見回したベアトリスは、次の瞬間もっとびっくりすることになった。自分の真横に黒くて大きな物体がぬっと現れたのだ。

「きゃー！」

　思わず、絶叫に近い悲鳴を上げる。

「ベアトリス!?」

「どうしましたか？」

　別室にいたサミュエルとランスが、ベアトリスの声に驚いて部屋に飛び込んでくる。

「サミュエル様、ランス様。お化け！　お化けが出たー！」

　ベアトリスは必死に訴え、ふたりの元へ駆け寄る。

「何事だ？」

　ベアトリスの悲鳴は団長室にも聞こえたようで、ジャンまでやって来た。

「団長！　お化けです！」

　ベアトリスはジャンにも必死に訴える。

（離宮にお化けが出るなんて聞いてない。お化けは苦手なのに！）

　お化けから逃げようと、ベアトリスはさっとジャンの背後に隠れた。

「やだなあ。お化けじゃありません、人間です」

　お化けが冷静に返事をしてきた。

「お化けがしゃべった!?」

　震え上がったベアトリスは、必死にジャンにしがみついて身を隠す。

「おい。よく見ろ。人間だ」

　ジャンのあきれたような声が頭上から響く。

「に、人間？」

　ジャンの背後に隠れていたベアトリスは、おずおずと顔を出してその黒い物体を見る。その瞬間、黒い物体からぬっと白い顔が現れた。

「いやぁぁぁ、出たぁぁぁー!!」

　ベアトリスのこの日一番の悲鳴が、離宮に響きわたった。




　その五分後、ベアトリスは平謝りしていた。

「お化けだと勘違いしてすみません」

「いやいや、いいよ。だって、それだけ僕が作ったこの魔導具の効果が素晴らしいってことでしょ？　これはね、僕の研究の賜たまものなんだよ。蜘く蛛もの糸で織り込んだ特製の布地をリーヌ川の畔に咲く沈じん丁ちょう花げの朝露で洗うことにより魔力を込めた――」

　夢中になって説明するのは、本日の指揮を執るカイルだ。顔を引きつらせるベアトリスに気づくことなく、カイルは饒じょう舌ぜつに語り続ける。

「沈丁花ならなんでもいいわけじゃないんだ。リーヌ川の畔に咲く沈丁花じゃないとダメなんだよ。だから、朝早くリーヌ川の畔まで取りに行ったんだ。一回に数滴しか取れないから、集めるのが本当に大変で――」

「そうでしょうね」

　ベアトリスは頷く。

「あ、わかってくれる？　さすがは未来の王妃様だね」

　色々と突っ込みどころが多すぎる。

　ベアトリスはお飾り側妃なので、未来の王妃様ではない。

（っていうか、人が変わりすぎじゃ……？）

　ベアトリスはなおも饒舌にしゃべり続けるカイルを唖然と見つめる。

　アルフレッドから魔導具のことになると人が変わるとは聞いていたけれど、変わりすぎだ。はっきり言って、完全に別人だと思う。

　普段の「あ、うん」しか言わない彼は幻だったのだろうか。

「蜘蛛の糸は屋敷の下で蜘蛛二百匹を飼育して集めたんだ。いやー、大変だったな。メイド達が全員嫌がって世話してくれないから、僕が全部やる羽目になってさ。団長にここで蜘蛛を飼ってもいいかって確認したんだけど、ダメって言うから――」

「当たり前だろう」

　背後からあきれたような声がした。ジャンだ。

「それで、それが例の品か？」

「はい。うまくできていると思いますよ。少なくとも、ベアトリスさんが僕をお化けだと間違えるくらいにはうまくできています」

　カイルは得意げに胸を張る。

「なるほど。ベアトリス、ほらっ」

　ジャンがカイルから受け取った黒い布を、ベアトリスに手渡す。

「え？　わたくし？」

　ベアトリスはなぜこれを自分が渡されたのかがわからず、困惑した。広げると、フード付きロングケープのようだ。

「今日の潜入捜査の際に、被っておけ。周囲から認識されにくくなるから、身の安全につながる」

「あ、なるほど。ありがとうございます」

　カイルによると、これは周囲の景色に体を紛れ込ませる魔導具らしい。そこにいるとわかりにくくなるため、潜入捜査に役立つという。

「モヒート商会だけど、予定通り裏の入り口からこっそり潜入するよ。ランスは正面から入って気を引いておいてね」

「わかりました」

　カイルの説明に、ランスが頷く。

　本日の作戦は、こうだ。

　まず、ランスとその従者を装った部下数人がブラットン侯爵として正面玄関から入り、超大型案件の相談を持ち込む。それに気を取られてモヒート商会の人々がその場に集まってきた隙に、今度は裏口からカイルとベアトリスを含む団員数人が潜入して拘束されている女性達の安全を確保、最後に全員で包囲して容疑者達を確保するのだ。

「準備はいいな？　何かあれば魔道具で知らせろ」

　カイルによる説明が終わり、団長のジャンが耳につけているピアスのひとつを指さしながら皆を見回す。

「「「はいっ！」」」

　その場にいた団員達の声が重なった。




　モヒート商会は、地上二階、地下一階建てのごく一般的なつくりの建物だ。東西に長い長方形をしており、長辺に沿うように長い廊下が一本走っている。廊下には、異なる種の木材を組み合わせて模様を施す、象ぞう嵌がんと呼ばれる技法が使われた花台が等間隔に置かれていた。

「よし、こっちだ」

　カイルは迷うことなく廊下を進む。途中で応接室の前を通る必要があるので音を立てないように慎重に進み、下り階段を見つけて駆け下りる。

「鍵がかかっています」

　ベアトリスは事前に把握していた貯蔵庫のドアを開けようとするが、びくともしない。すると、カイルが「任せて」と言った。手には、手のひらサイズの見慣れない金色の円盤を持っている。

「それは？」

「ん？　魔法の鍵だよ」

　カイルはその円盤をドアの鍵穴部分にぴったりと重ねる。すると、数秒もしないうちにカチャッと音がしてドアが開いた。

（わあ、魔法ってすごい！）

　これまでの人生、魔法なんて無縁の暮らしをしてきたので、金鷹団の面々が普通に魔道具を使っているのをいまだに物珍しく感じる。

「王都騎士団だ。助けに来たよ」

　カイルが光の魔道具で中を照らしながら、話しかける。

　そこには、ベアトリスと同じか、やや幼いくらいの年頃の少女が数名閉じ込められていた。カイルが近づこうとすると、怯えたように部屋の端に寄って震えている。

（男の人が怖いんだ）

　即座にそう悟ったベアトリスは、カイルの肩を軽く叩いて場所を変わるように促す。同性であれば警戒心を緩めてもらえるかもしれないと思ったのだ。

「わたくし達は味方です。あなた達を助けに来ました」

　ベアトリスは怖がらせないように、なるべく穏やかな口調で語りかける。しかし、彼女達は怯えたように身を寄せ合ってこちらを見つめるだけだ。

（困ったわね）

　無理やり連れ出しては恐怖心を煽るだけだろう。どうすれば……と思ったとき、ふと事前に保護した女性達は南方の隣国――シュタルツ国の出身だったことを思い出す。

（そうだわ！）

『わたくし達は王都騎士団の者です。あなた達を助けに来ました。もう大丈夫よ』

　きっと同じ国の出身ではないかと睨んで、ベアトリスはシュタルツ語で話しかけた。すると、少女達はハッとしたような顔をした。

（やっぱり！　言葉がわからなかったのね）

　ベアトリスの予想は見事に的中したようだ。

　少女達は互いに顔を見合わせてから、ベアトリスに縋りつく。

『私、おうちに帰れるの？』

　少女がベアトリスに話しかける。

『ええ。帰れるように、わたくし達がお家を探してあげるわ』

　ベアトリスはにこりと微笑みかけた。

　少女は全部で六人いた。彼女達を屋外に連れ出すには一階の応接室の前を通る必要がある。

　先頭をカイル、最後尾をベアトリスにして廊下を忍び足で歩いていると、応接室の中からはわずかに話し声が聞こえてきた。

「では、トコス産のクリスタルガラスのシャンデリアはいかがでしょうか？　ブラットン侯爵家の大広間を照らすのにふさわしい、繊細な光を与えてくれます」

　モヒート商会の商人と思おぼしき人物が熱心にシャンデリアを売り込んでいるセールストークが聞こえてきた。侯爵家ともなれば大広間のシャンデリアも立派になるので、値段も計り知れない。

（ん？　このしゃべり方……）

　なんとなく違和感を覚えてベアトリスは立ち止まる。すると、ベアトリスが遅れていることに気づいたカイルがすぐに振り返って手招きをした。

　ベアトリスは慌ててカイル達のあとを追いかける。

　外に出ると、ジャンが今か今かとベアトリス達を待ち構えていた。

「保護対象はこれで全員か？」

「はい」

「よし。では、これより制圧する」

　ジャンの指示で団員達が建物に潜入した。ベアトリスも少女達の保護を外の警備担当の団員に託すと、もう一度建物内に戻った。

　関係者が捕らえられ「離せ！」という怒声がそこかしこから聞こえてくる。

（証拠品を差し押さえないと――）

　喧けん噪そうを聞き流しながら、ベアトリスは走る。建物の間取りは事前にしっかりと頭に入れた。違法薬物に関する証拠があるとすれば、一番大きな執務室の可能性が高い。

　ベアトリスは目的の部屋に真っすぐに向かうと、部屋の中を見回した。

　真っ先に目に入った書棚を確認し、次に執務机の引き出しを開けるが中に入っていたのは関係のない品ばかりだ。

「ここじゃないわ。どこかしら？　……ん？」

　ふと、引き出しの底が浅いことに気づく。ベアトリスは引き出しを引き抜くと、それを床に叩きつけた。木枠が外れ、部品がバラバラになる。

　底板の下に空洞があり、中に茶色い封筒が入れられているのが見えた。

「見つけた！　きっとこれね」

　ベアトリスは興奮気味に封筒を拾い上げると、中の書類を出す。

「これは、契約書？」

　厚紙に挟まれた書類を慎重に広げる。ベアトリスは文面を読み、目を瞠みはった。

「これって……」

　それは、王太子アルフレッド＝ガルフィオンがこの違法薬物取引を全面的に許可しているという捺なつ印いん入りの手紙だった。




◇　◇　◇




　モヒート商会潜入の翌日。ベアトリスは報告書をまとめながらも悩んでいた。

「やっぱり、おかしいわよね」

　捕らえられたのは全部で三人。全員が平民で、自分達は言われたことをやっていただけだと無罪を主張している。

　そして、全員が口を揃えているのは『この事業は王太子殿下のお墨付きだと聞いている』ということだ。医療用の用途で使用するために違法薬物を輸入していたというのだ。

　さらに困ったことに、彼らが知っている雇い主の名前は全くの出で鱈たら目めだった。

　もちろん団長のジャンにはすぐにこのことを報告したが、険しい表情で手紙を睨んだまま黙り込んでしまった。

（昨晩はアルフレッド様がいらっしゃらなかったから話せなかったし）

　もちろん、アルフレッドがこんな許可を出すわけがないので偽造だとは思う。できることなら本人に心当たりがないかを直接聞いてみたかったが、アルフレッドとは、彼が会いに来てくれない限り会えないのだ。

（ん、ちょっと待って）

　ベアトリスはそこで、ふと考える。

「わたくしって、アルフレッド様の愛してやまない寵妃よね？」

　真実は別として、表向きはそういうことになっているはずである。

「なら、わたくしから殿下に会いに行ってもいいのではなくって？」

　これまで、ベアトリスからアルフレッドに会いに行ったことは一度もなかった。だって、その必要がなかったから。しかし、別にベアトリスから会いに行ったっていいはずだ。

「たしか殿下は日中、宮殿にあるご自身の執務室にいらっしゃるはずよね」

　ベアトリスはすっくと立ち上がる。

　今夜アルフレッドが会いに来てくれるとは限らない。ならば、行くのは早いほうがいい。

　その十分後、離宮を出て宮殿に向かったベアトリスは、がっくりと項うな垂だれた。

「まさか、いらっしゃらないなんて」

　アルフレッドは残念ながら不在だった。

「会議中かしら？　戻る時間はわかる？」

「いえ、会議ではないはずです。戻り時間はわかりません」

「行き先もわからないってこと？」

「はい」

　執務室を守る近衛騎士によると、今日だけでなくほぼ毎日、日中はほとんど不在にしているという。

（もう！　仕事もせずに何しているのよ！）

　宮殿にも離宮にもいないとなると、どこかで油を売っているとしか思えない。人使いは荒いくせに、自分は仕事をサボっているとは許しがたい。

　執務室の前にいた近衛騎士には『ベアトリスが会いに来た』と伝えるように言付けたが、それを聞いた彼が会いに来てくれるかどうかはわからない。

（無駄足だったわ）

　しょんぼりしながら廊下をとぼとぼと歩いていると、どこからか「ベアティ！」と声がした。ベアトリスはハッとして顔を上げる。遠目に見えたのは、笑顔で大きく片手を振る若い女性だ。

「まあ、マーガレット！」

　そこには、久しぶりに会う親友、マーガレットの姿があった。

「やっぱりベアティだわ。久しぶり！　すごい偶然ね」

　マーガレットは満面の笑みを浮かべ、こちらに早足で近寄ってきた。

「本当ね。会いたかったわ！　お茶会、なかなか開催できずにごめんなさい。ところで、今日はどうしてここに？」

「領地から従妹いとこが来たから、王宮を案内しているの」

　マーガレットのスカートの陰から、ひょこんと小さな影が顔を出す。おずおずとこちらを見上げているのは、まだ小さな女の子だった。

「ほら、ルイーズ。ご挨拶して」

　マーガレットが小さな女の子に挨拶を促す。

「はじめまして。わたしはルイーズ＝ドルーです。ななさいです」

「こんにちは。わたくしはベアトリス＝コーベットよ」

　ベアトリスはにこりと微笑んでお辞儀を返す。ルイーズはじーっとベアトリスを見上げる。

「わたし、あなたのこと知っているわ。おうたいしでんかの大好きな人ね？」

「へ？」

「おかあさまが言っていたもの。おうたいしでんかはコーベットはくしゃくれいじょうに夢中なんだって」

「まあ、ほほほ……」

　乾いた笑いが漏れる。王都から遠く離れた地域でもそんな噂が流れているなんて。

（仮初め！　仮初めよ？）

　ベアトリスは内心で弁解しながら、体と屈めてルイーズと目線を合わせる。

「王宮の散策は楽しんでいる？」

「うん。さっき、お庭を見たの」

　ルイーズはにこっとはにかんで笑う。

（可愛い！）

　ベアトリスに妹はいないが、もしいたらこんな感じだったのだろうか？

　とにかく可愛くて、頬が緩む。

「じゃあ、このあともゆっくり楽しんでね」

「うん！」

　ルイーズが大きく頷く。

「また連絡するわね、ベアティ」

「ええ。楽しみにしているわ」

　ベアトリスはマーガレットに手を振る。

「ベアトリスさま、またね」

　マーガレットに手を引かれたルイーズは少し離れたところからこちらを振り返り、大きく片手を振った。ベアトリスも右手を振り返す。

（うーん、可愛い！　あの、ちょっぴり訛なまったしゃべり方がまた可愛いのよね）

　ルイーズの愛嬌のある仕草に、自然とにこにこしてしまう。

　セルベス国は国土が広大なので、地域によってその土地特有の訛りがある。ルイーズのしゃべり方は、西部の地域特有のものだ。

（……ん。訛り？　そういえば……）

　ふと、人身売買の組織に乗り込んだときのことを思い出す。廊下を忍び足で歩いているときに聞こえた声に違和感を覚えたのだが、今その理由がはっきりとわかった。

　あれは訛りを無理やり矯正しようとしたしゃべり方だった。だから、不自然に聞こえたのだ。

（あのしゃべり方は……南部のマルカン地方？）

　マルカン地方はセルベス国の南方に位置しており、先日保護された女性達の出身国――シュタルツ国とも国境を接している。

（もしかして、マルカン地方の人が事件に関与している？）

　妃教育の一環で覚えた情報では、マルカン地方を治めているのはバロー伯爵家だ。領地にはこれといった特産物がなく、シュタルツ国との物流の拠点が領地にあることが収入の大部分を占めていたと記憶している。

　現当主であるバロー伯爵に舞踏会で挨拶をしたことがあるが、どこか傲慢さが滲にじみ出る、小太りの男だった。

（……直接会って、確認してみようかしら？）

　バロー伯爵は領地経営を息子に任せ、自身は運輸局長をしていたはず。

（そうと決めたら、善は急げ！　たしか、運輸局の局長室はあっち――）

　ベアトリスは記憶を頼りに、バロー伯爵の執務室へと向かった。廊下を歩き、いくつか並んだドアのひとつの前で立ち止まる。

「ごきげんよう」

　トントントンと勢いよくドアをノックする。「誰だ？」と部屋の中から声がした。在室のようだ。

「ベアトリス＝コーベットでございます。少しよろしいでしょうか？」

「ベ、ベアトリス妃!?」

　慌てて立ち上がったのか、部屋の中でガタンと音がした。ドタドタという足音がして、ドアが勢いよく開く。

「これはいかがなされました、ベアトリス妃？」

　目の前の男――バロー伯爵は驚いた顔をしており、以前舞踏会の際に垣間見られた傲慢さは、今はない。ベアトリスの〝アルフレッドの寵妃〟という肩書きが効いているようだ。

　ベアトリスはバロー伯爵の肩越しに、部屋の中をざっと見回す。他に人はいなそうだ。

「ちょっと気になることがあって、バロー伯爵に聞きたいことがあったの」

「私にですか？」

　バロー伯爵は明らかに困惑した表情を浮かべた。突然王太子の寵妃が訪れて聞かれることなど、心当たりがなかったのだろう。

「ええ、あなたに」

　ベアトリスは、わざと鷹おう揚ような態度で頷く。

「マルカン地方はたしか、シュタルツ国と接していたわよね？」

「はい。さようでございます」

　バロー伯爵は頷く。

「実は先日、救貧院に慰問に訪れたら、そこにシュタルツ国の少女がいたの」

「シュタルツ国の少女？」

「ええ。主あるじにひどい目に遭わされて、逃げ出してきたと言っていて。こんな異国の地で、本当にかわいそうに」

　ベアトリスは持っていた扇で口元を隠し、そのときのことを思い出したかのような沈痛な面持ちを見せる。

「その子が気になることを言っていたのよ。自分はセルベス国の商人に売り物としてここに連れてこられたと。他にも同じような子が何人かいたらしいの。それで、わたくし心配になってしまって。もしかして、人身売買じゃないかしらと思って」

「人身売買……でございますか」

　バロー伯爵は目に見えて困惑の表情を浮かべた。

「ええ、そう。もしそうだとしたら、大変だわ。それでわたくし、いても立ってもいられずバロー伯爵に会いに来たのです」

「なぜ私に？」

「だって、シュタルツ国から入国する際はマルカン地方を必ず通るでしょう？　殿下にご相談しようかとも思ったのだけれど、マルカン地方のことならバロー伯爵が一番詳しいし、領主としてのお立場もあるでしょうから……。何かご存じないかしら？」

　ベアトリスは彼をじっと見つめる。

「なるほど、そういうことですか。しかし、残念ながら私は何も存じ上げません」

　バロー伯爵は首を横に振る。

「そう……。では、もしかしたら情報を隠蔽できるような、マルカン地方の有力者が絡んでいるのかも」

　ベアトリスはいかにも大変だと言いたげに、大げさな態度で口元を押さえる。

「マルカン地方の有力者が？　それはあり得ません。私の領地にそのような不届き者がいるわけが――」

「でも、現にその子がそう言っていたのよ。心配だから、やっぱり殿下にもお伝えすべきかしら……」

「その必要はないと思います。そもそも、その少女が言うことは信用できるのですか？」

「嘘を言っているようには見えなかったわ」

「しかし――」

　バロー伯爵はなおもベアトリスの考えを否定しようとする。

「わたくし、やっぱり心配だから殿下にも相談してみるわ。しかるべき部署でしっかりと調べて――」

「ベアトリス妃。落ち着いてください」

　ベアトリスはバロー伯爵を見つめ、目を眇める。

「では、この件を放置しておけと？」

「いえ、そういうわけでは――」

　バロー伯爵は視線を泳がせる。その眼球は忙しなく動いており、ベアトリスにどう反応すればいいのか思案しているようだった。

「では、この件についてはバロー伯爵が早急に調査してくださるのかしら？」

「かしこまりました」

　バロー伯爵はホッとしたような表情を見せ、ポケットから白いハンカチを取り出すと額に浮かんだ汗を拭う。その態度に、ピンときた。

（彼、たぶん何か知っているわね）

　もしバロー伯爵家が無関係だったとしても、領主であるバロー伯爵がこの件について調べ始めれば犯人は王都騎士団が何かしらの情報を持っているのかと焦り、きっと動きを見せるはず。

　そう思ってここに突撃したのだけれど、バロー伯爵のこの態度は思わぬ収穫だ。

（人身売買の首謀者に心当たりがある？）

　あるいは彼自身に後ろめたいことがあるのだろうか。

　いずれにせよ、バロー伯爵はすぐに何かしらの動きを見せるだろう。

「わたくしがバロー伯爵とお話ししたかったのは、その件についてよ。では、よろしく頼みます。ごきげんよう」

「はい。お気をつけて」

　ベアトリスはひらひらと手を振ると、くるりと体の向きを変えて歩きだす。背中に、バロー伯爵からの視線を痛いほどに感じた。

　ベアトリスは足早に、金鷹団の事務所がある離宮に戻った。

　事務所内では、カイルとサミュエルがちょうど何かを話し込んでいるところだった。

「あ、ちょうどよかった。カイル様、サミュエル様」

「ベアトリス。どうかした？」

　サミュエルが顔を上げ、不思議そうにこちらを見る。

「バロー伯爵について、至急調べてください。何か怪しい動きはないか、見張ってほしいんです」

「バロー伯爵について？」

　ふたりは顔を見合わせる。

「どういうことか説明してもらえるかな？　話が見えてこない」

「先日の事件なのだけど、あの屋敷にいた人達はマルカン地方特有の訛りがあったわ。だから、マルカン地方出身の人が関わっていると睨んで、バロー伯爵に何か知っていることはないかと聞いて協力を仰いだのだけれど、どうも反応がおかしかったの。何かをごまかそうとしているような……。だから、彼が関わっているとすれば何か怪しい動きをするのではないかと思ったのよ」

「ちょっと待った！」

　サミュエルは片手を上げてベアトリスの話を遮る。

「聞いたって、ベアトリス自ら？」

「もちろん、そうよ。あ、金鷹団のことは悟られないように振る舞ったから安心して。救貧院でたまたまシュタルツ国の少女に出会ったってことにしたから」

　ベアトリスが得意げに言うと、サミュエルは目をまん丸にする。

「妃殿下が突然訪問なんて、それはバロー伯爵も驚いただろうね」

　サミュエルはさもびっくりした様子で両手のひらを上に向け、カイルを見る。カイルはその視線を受け、肩をすくめた。

　そんな、ふたりしてベアトリスが無鉄砲だとでも言いたげな態度を取るなんて不本意だ。

「とにかく、バロー伯爵が何かの動きを見せるかもしれないとわたくしは睨んでいるの。警戒を頼める？」

「話はわかったよ。団長が戻ってきたら、団長にも報告しておく」

「ええ、ありがとう」

　ベアトリスは伝えるべきことを伝えると、いったん自分の私室へと向かった。

　真っすぐにクローゼットに向かい両開きの扉を開け放つと、掛かっている洋服を順番に見る。

「あったわ。これよ！」

　目的のフード付きロングケープは、一番端っこに掛かっていた。

　先日カイルからもらった、目くらましの魔道具だ。

　ベアトリスはそれをハンガーから下ろすと、頭から足まですっぽり隠れるように被って姿見の前に立った。

「うん。これなら、気づかれないはずよね」

　姿見には、ベアトリスの背後にある壁が映っていた。魔道具の効果がうまく発揮されて、姿が見えなくなっているのだ。

　ベアトリスはそれを着たまま、もう一度先ほど訪れたバロー伯爵の部屋へと向かった。

（誰もいないかしら？）

　ドアに片耳を押し当てて、じっと耳を澄ます。中からは、何も物音がしなかった。金鷹団の事務所から持ち出した解錠の魔道具をそっとドアノブにかざすと、カチャッと小さな音を立てて鍵が開く。

（よし、成功！）

　ベアトリスの推測では、バロー伯爵はかの人身売買事件について、なんらかのことを知っている。だから、ベアトリスに先ほどのようなことを尋ねられ、誰かしらに急いで状況の確認を行うはずだ。

　ロングケープのフードを深く被り直し、そっと部屋のドアを開ける。部屋の中は蝋燭の明かりがひとつあるだけで、薄暗い。

　壁の片側にはぎっしりと本や書類の収納された本棚が、反対側には風景画が飾られている。中央には大きな執務机があり、いくつかの書類が積み重なっていた。

（人身売買に関する書類を隠すとしたら、どこかしら？）

　自身がバロー伯爵になった気分で考えてみる。当然、目立つところには置かないはずだ。

「木を隠すなら森の中ってことで、本棚？　それとも、鍵のかかる机の中……」

　どちらもあり得る。だが、いつバロー伯爵が戻ってくるかわからないこの状況ではゆっくり探している時間はない。

　ベアトリスはまず、さっさと確認が終わりそうな机の中を見ることにした。引き出しを引くと、意外なことに鍵はかかっていない。中には雑多に筆記用具や白紙の便びん箋せんが入っていた。素早く目を通すが、関係しそうなものは何もない。

「となると、やっぱり本棚かしら」

　ベアトリスは壁の一面を覆う本棚を見る。たくさんの書類があり、これを全部確認するのは至難の業だ。

　とりあえずひと束、書類を引き抜いてみた。中身はマルカン地方の伝統料理について書かれたものだった。つまり、全く関係がない。

　ベアトリスは根気よく書類を引き抜いてはパラパラとめくる。ようやく四段目の書類の一部を引き抜いたとき、はたと手を止めた。

「これ……」

　それは、法律で勝手な取引が禁止されている希少な動物の輸入を、特別に全面許可するという許可証だった。許可者の欄にはアルフレッドの名が入り、印も押されている。

（アルフレッド殿下が希少動物の輸入を全面的に許可？）

　見てすぐに、強い違和感を抱いた。

　法律で取引を禁止されている希少動物を輸入すれば、通常であれば犯罪とされる。

　アルフレッドがこんな許可証を出すはずがない。

　それに、違和感を抱いた理由はもうひとつ――。

「これって、今回と全く同じケースね……」

　先日の違法薬物取引の際の許可証と、この希少動物の輸入許可証。対象は違っているけれど、本来であれば犯罪とされる行為を王太子であるアルフレッドが許可したという点は共通している。

（どういうこと？　もしかして、偽造？）

　王族の公文書を偽造するなど、重犯罪だ。もし本当に偽造だとしたら、バロー伯爵は重刑を免れないだろう。

　そのとき、カチャッと部屋のドアノブが回る音がした。

（いけないっ！）

　集中していたせいで、足音に気がつかないなんて。迂闊だったと、己を呪う。

（逃げないと）

　ベアトリスは書類の束はそのままに、フードをさらに深く被る。気づかれないように、そろりそろりと出口に向かって移動し始めた。

「全く、あの女！　アルフレッド殿下に相談など、とんでもない……ん？」

　部屋に入るなり憎々しげにそう吐き捨てたバロー伯爵の動きが止まる。その視線は、ベアトリスが先ほど本棚から出して床に置いたままにしてある、書類の束に向いていた。

「なぜこんなところに書類が？」

　バロー伯爵はつかつかと本棚のほうに歩み寄り、書類の束を拾い上げる。そして、それを取り出したであろうとすぐにわかる本棚の空洞と自分の手元の書類の束を見比べて眉根を寄せた。

「まさかっ、誰か勝手にこの部屋に!?」

　途端にうろたえた様子のバロー伯爵が部屋の出口に向かって足早に近づく。そのとき、同じく出口の方向にそろりそろりと移動していたベアトリスにぶつかり、バロー伯爵は勢いよく転んだ。

「痛っ！」

　ベアトリスはぶつかられた足をさする。

　一方、「ぐっ」と声を上げて倒れたバロー伯爵は何につまずいたのかと自分の足元を振り返る。そして、大きく目を見開いた。

「なっ。いったいどこから！　突然どういうことだっ！」

　バロー伯爵の驚愕の視線が明らかに自分に向いていることに気づき、ベアトリスは目を瞬かせる。

（え？　なんで気づかれたのかしら？）

　そして、自分の姿を見てその理由にすぐに気づいた。

（目くらましのロングケープが！）

　バロー伯爵がぶつかった際に、足を引っかけたのだろう。ロングケーブが半分ぐらい、体からずり落ちていた。これでは、すぐに見つかってしまうのも当たり前だ。

（ええい。こうなったら、開き直るしかないわ！）

　騒がれても、こちらは腐っても王太子の寵妃。

　なんとかなる！　……はず。

　ベアトリスは悪びれる様子を一切見せずにすっくと立ち上がると、コホンと咳払いをする。

　明らかにベアトリスが不法侵入した側なのだが、堂々たる態度でビシッと先ほど盗んだ書類をバロー伯爵に突きつけた。

「バロー伯爵。今さっきあなたの部屋から、アルフレッド殿下が希少動物の輸入を許可したという許可証を発見しました。これ、偽造よね？」

「なっ！　人の部屋に勝手に入り、書類を漁るとはどういうおつもりですか！　いくら妃殿下とはいえ、こんなことが許されると思っておられるのですか！」

「今は、わたくしが質問したのよ。これは偽造よね？」

　だいぶぶっ飛んだ行動をしている自覚はある。

　しかし、ここで「変なこと言って、ごめんなさい……」などとしおらしい態度を取ろうものなら、部屋を追い出されて証拠品を全て捨てられてしまう。

　全く悪びれる様子のないベアトリスの態度に、バロー伯爵は不愉快げに眉をひそめる。

「妃殿下は勘違いしていらっしゃる。それは偽造ではありません。私は、アルフレッド殿下から全面的な支援をいただいているのです」

「嘘だわ。そんな話、聞いたことないもの」

「嘘ではありません。そもそも妃殿下がアルフレッド殿下と知り合ってからどれくらい経ちます？　殿下が留学から戻ってこられたあと、せいぜい半年でしょう？　私はそれよりもずっと長く殿下と知り合いなのです」

　バロー伯爵はそう言うと、ゆっくりと部屋を移動する。執務机の後ろにあるキャビネットの前に立つと、中から青色のボトルを取り出した。

（飲み物でも飲むのかしら？）

　ベアトリスもベアトリスだが、バロー伯爵もだいぶ肝が据わった男だ。

　この状況で呑気に飲み物を飲もうと用意し始めるなんて！

　ベアトリスはその様子をじっと見守る。

　バロー伯爵はボトルを傾けて、グラスに中の液体を注いだ。少しだけ黄色いその液体は、水ではなく酒かもしれない。

「いかがです？」

「結構よ」

　ベアトリスは首を横に振る。たとえ喉が渇いていても、この状況で勧められて飲むわけがない。

「それは残念だ」

　バロー伯爵は眉尻を下げると、ポケットからハンカチを取り出す。そして、グラスを傾けるとハンカチにそれを垂らした。

「何を――」

　何をやっているの？という台詞は最後まで言えなかった。バロー伯爵が突然、勢いよくベアトリスに飛びかかってきたから。

「きゃあ！」

　ベアトリスは驚いて叫ぶ。ぐいっと腕を伸ばされ、先ほどの液体を染み込ませたハンカチで口と鼻を覆われた。

　すんと香るのは、刺激のあるにおいだった。咄嗟に後ろに下がろうとしたベアトリスの足元がふらつく。

（これ、何かの薬？）

　これまで嗅いだことのないにおいだ。

（逃げないと）

　本能的にそう感じた。今嗅がされたのは恐らく、意識を朦もう朧ろうとさせる薬の一種だ。早くここを立ち去らないと、危険だ。

　部屋の出口に向かおうと身をよじるが、体が言うことを聞かない。

「これはベアトリス妃殿下。体調でも崩されましたか？　安心してください。私が介抱して差し上げます」

　バロー伯爵はいやらしい笑みを浮かべ、性懲りもなくそう言い放った

「あなたが全部やったのね。希少動物の違法な輸入も、人身売買も。殿下の許可証を偽造して……」

「何をおっしゃいますか。ベアトリス妃殿下は体調不良で混乱されていらっしゃるのですね。私はアルフレッド殿下から、これらに関することの全権を任されておりました」

「嘘」

「嘘ではありません。ベアトリス妃殿下。あまり興奮されてはお体に障ります。少しお休みください」

　バロー伯爵の手がベアトリスのほうに伸びる。

「残念ですよ、ベアトリス妃殿下。アルフレッド殿下の婚約者候補はいつもあんなことになってしまうから、ようやく娶れた妃だったのに――」

（……あんなこと？）

　あんなこととはどんなことだろうか。聞き返そうとしたが、意識が朦朧として思考がまとまらない。ベアトリスの膝がガクンと床につく。

「助けて……」

　かすれた声は、外には届かないだろう。

（サミュエル様、カイル様、ランス様……。ジャン団長！）

　いつも不敵な笑みを浮かべて偉そうな態度を取るジャンの顔が脳裏に浮かぶ。

（金鷹団の補佐官なんて面倒事を押しつけるきっかけを作った張本人なんだから、さっさと助けに来てよね！）

　ベアトリスは心の中で助けを呼ぶ。

　そのとき、バシンとドアを開け放つ大きな音がした。

「俺はお前に何かの権利を与えた記憶はないぞ？　バロー伯爵」

　凜とした声が、部屋の中にはっきりと響く。

　バロー伯爵は突然の訪問者に驚いたように背後を振り返った。ベアトリスも、視線だけを移動してドアのほうを見る。

（ジャン団長？）

　黒い髪に鋭さのある目元。腰に剣を佩いたその人は、金鷹団の団長であるジャン＝アマールその人だった。背後には、団員であるサミュエルやカイルの姿もある。

「なんだ、お前は。誰の許可を得てこの部屋に入ってきた。どこの騎士団か、名乗れ！」

　バロー伯爵は憤慨し、ジャンに抗議をする。

「許可？　許可などとっていない。なぜなら、俺には許可など必要ないからだ」

　平常運転の不遜な態度でそう言いきると、ジャンは鼻で笑う。

「それで、これはどういうことだ。バロー伯爵？　王族の公文書偽造は最低でも無期懲役だぞ」

「私は偽造などしていない。アルフレッド殿下から全面的な支援をいただいたのだ！」

「だから、先ほど言ったことが聞こえなかったのか？　俺はお前に何かの権利を与えた記憶はない」

　怒りに顔を赤くするバロー伯爵に対し、ジャンは目を眇める。

「この姿だったら、わかるか？」

　耳につけていたピアスのひとつを、ジャンが外す。ジャンの周囲に白いもやがかかり、数秒後にしっかりと輪郭を表したその姿を見てベアトリスは驚いた。

「これは……アルフレッド殿下」

　バロー伯爵のかすれた声が部屋に響いた。

「幻術の魔道具だ。アルフレッド本人である俺が言っているのだから、間違いはない。俺はお前になんの権利も与えていない」

「それは……」

　バロー伯爵はうろたえて言葉に詰まり、自分の周囲を見回す。そして、すぐ傍らに座り込むベアトリスの存在に気づくと、しめたと言いたげな表情をした。

「来いっ！」

「い、嫌っ！」

　バロー伯爵はベアトリスの腕を掴もうと手を伸ばす。その瞬間、バチンと大きな音がしてバロー伯爵の「うぎゃっ」という悲鳴が聞こえた。

（指輪が光っている？）

　ベアトリスの嵌めているアルフレッドからもらった指輪が、鈍く光りを放つ。

（これは、魔法？）

　驚くベアトリスをアルフレッドは力強く抱き寄せ、素早く剣をバロー伯爵の鼻先に突きつける。

「俺の寵妃に許可なく触れようとするとは、いい度胸だな。今すぐ死にたいのか？」

　怒りに満ちた声が部屋に響く。

　アルフレッドに背中を踏みつけられ、バロー伯爵は床に這いつくばったまま倒れている。そのバロー伯爵を、アルフレッドが凍てつく眼差しで睨みつけた。

「この男を捕らえろ」

「「はいっ」」

　周囲から金鷹団の団員達が飛び出してきて、あっという間にバロー伯爵は拘束される。

「到着が遅れて悪かった。怪我はないか？」

　アルフレッドが抱き寄せたままのベアトリスを気遣うように見つめる。

「あ、はい。大丈夫……」

　――大丈夫です。

　そう言おうと思ったのに、その言葉は最後まで出てこなかった。

　ふわーっと視界が暗くなり、意識が遠ざかる。

「おいっ！　ベアトリス！　ベアティ！」

　最後に見えたのは、いつも偉そうな態度のアルフレッドが珍しく焦ったような顔をした姿だった。




　ふと目を覚ますと、見慣れた木製の天てん蓋がいが見えた。全体に彫刻がされた豪華な天蓋は、ベアトリスが離宮で使っているベッドにつけられたものだ。

「あれ？　わたくし……」

　ベアトリスはいったいどうしてここにいるのだろうと、自分の記憶をたぐり寄せる。両手を上にかざすと、アルフレッドにもらった指輪が指に嵌まっているのが見えた。

　指越しに天蓋を眺めていると、「お嬢様！」と声がした。

「よかった。気づかれたのですね！」

　ソフィアがベアトリスの枕元に駆け寄る。

　心配してくれたのか、その瞳は薄うっすらと濡れていた。

「ソフィア？　わたくし、どうしてここに？」

　ベアトリスは枕元に立つソフィアを見上げる。

「王宮内をひとりで散歩中に体調を崩されて倒れられたと聞きました。ここへは、たまたま現場に居合わせたアルフレッド殿下が運んできてくださったのですよ」

「王宮内をひとりで散歩中に――」

　散歩なんてした覚えはないから、アルフレッドがそう言い訳をしてくれたのだろう。

（夢じゃなかった）

　ベアトリスは両手で顔を覆う。

　バロー伯爵の部屋にひとりで忍び込んで返り討ちに遭いそうになり、駆けつけたジャン団長に助けられた。

（あれはいったいどういうことなのかしら？）

　ベアトリスの記憶では、ジャンがアルフレッドに姿を変えていた。その直前にピアスを外していたので、あれがきっと魔道具なのだろう。

　ということは――。

（ジャン団長はアルフレッド殿下だったのね）

　今まで、全く気がつかなかった。

　けれど、そうとわかればベアトリスがサミュエルに『アルフレッド殿下が全然来ない』と文句を言っていたときに、彼が苦笑いしていた理由もわかる。それに、ジャンの家名であるアマール家が貴族名鑑に載っていないことにも合点がいく。

「こちらをお飲みください」

「うん、ありがとう」

　ベアトリスはソフィアが差し出した飲み物を一気に飲み干す。喉の奥を冷たいものが抜ける感覚がして、生き返るような気分だ。

（バロー伯爵に嗅がされた薬品のせいかしら？　頭がまだ重いわ）

　ベッドサイドのデスクには、ベアトリスが使っていた姿を消すための目くらましのロングケープが綺麗に畳んで置いてあるのが見えた。

（少しだけ、横になろう）

　ベアトリスはもう一度、枕に頭を置く。

　いつの間にか、意識はまた闇にのまれていた。




　ふと、額に優しく手を重ねられるのを感じ、ベアトリスは薄らと目を開ける。

　どれくらい眠っていたのだろう。さっきまで明るかった室内は、すでに薄暗くなっていた。

「目覚めたか？」

　聞き覚えのある低い声に、ベアトリスは横になったまま額の手の主を見上げようとした。しかし、それより先に体に強い衝撃を感じる。アルフレッドが彼女をぎゅっと抱きしめたのだ。

　ベアトリスは驚いた。彼からそんなふうにされたことなど、今まで一度もなかったから。

「アルフレッド殿下？」

　ベアトリスはアルフレッドの背中に手を回し、トントンと叩く。

「……お前に何もなくてよかった。体調に問題はないか？」

「大丈夫です。心配していただき、ありがとうございます」

　まさかこんなに心配してくれるとは思っていなかった。

　ベアトリスはゆっくりと上半身を起こすと、アルフレッドを見つめる。きっと、とても心配してくれていたのだろうと感じた。

「妃の心配をするのは当然だ」

「でも――」

　お飾りの側妃ですけれどねと言いかけて、さすがに可愛げがないので言うのをやめた。

「お陰さまでどこも悪くありません」

　先ほどまで残っていた頭痛も、今はすっかりなくなっていた。アルフレッドはそれを聞き、ほっとしたような表情を浮かべる。

「……ひとりで怪しい人物のもとに乗り込むなど、無茶をする」

「申し訳ありません。事件を解決するには早いほうがいいと思ったので……」

「今回はたまたま大事にならなかったからよかったようなものの、以後、このようなことはするな」

「はい」

　自分でも迂闊だったと思う。

（あのとき、殿下が来てくれなかったら……）

　自分はどうなってしまっていたのだろうと思うと、恐怖でぶるりと体が震えた。

　護身の指輪を嵌めていたので直接的に傷つけられることはなかったとしても、どこかに連れ去られていたかもしれない。怒られてしゅんと俯うつむくベアトリスの頭を、優しく撫でる感覚がした。

「このたびの件、よく頑張ってくれた」

　ようやくかけられたねぎらいの言葉に、ベアトリスはパッと顔を上げて微笑む。

「どういたしまして。お役に立てて嬉しいです」

　目が合ったアルフレッドは、少しだけ口の端を上げた。

「今度褒美を贈ろう」

「国宝を贈ってはダメですよ？」

「それは約束できないな。俺は俺の贈りたいものを贈るまでだ」

「褒美なのに、わたくしの言葉は無視ですか」

　ベアトリスが口を尖らせると、アルフレッドは笑みを深める。

「元気そうで安心した。さっき、侍女に回復薬を飲ませるように伝えておいたのだが、効いているようだな」

「回復薬？」

　さっき、眠る前にソフィアから勧められた飲み物のことだろうか。

　アルフレッドの片手が伸びてきて、ベアトリスの頬に触れる。じっと見つめられ、何をされたわけでもないのに、触れられた頬に熱が集まるのを感じた。

　先ほど抱きしめられた際の彼の逞しさまで思い出してしまい、胸がそわそわする。

　赤くなるベアトリスを見て、アルフレッドはフッと笑う。

「心配だから、しばらくは毎日来る」

「お忙しいでしょうから大丈夫です」

　ベアトリスは首を横に振る。

「俺の妃は素直じゃないな」

「ただでさえ王太子殿下として朝から晩まで執務がぎっしりなのに、ひとり二役をこなすなんて。わたくしのことまで気にしていたら、体を壊しますよ」

「心配してくれているのか？」

「休めるときは休むべきです。殿下だってひとりの人間でしょう？　あまり無理すると体に障ります」

　ベアトリスの言葉にアルフレッドは驚いたように目を見開く。

　そして、口元にわずかな笑みを浮かべた。

「それはベアトリスも同じだろう？　王太子妃と金鷹団の補佐官のひとり二役をこなしている」

「わたくしは大丈夫です。上司が昼も夜もわたくしの様子をうかがって、無理がないぎりぎりのラインで仕事の量を調整しているようなので」

　つんと澄ましてそう言うと、アルフレッドは口元の笑みを深める。

「それはとても有能な上司だな。ぜひ、明日からたいそう労いたわるといい」

「考えておきます。それよりも、今は殿下のことです。目の下、薄らくまがありますよ。だから、殿下も休むべきです」

　ぴしゃりと言うと、アルフレッドはふむと頷く。

「ではベアトリスが俺を休ませろ」

　アルフレッドはそう言うと、ベアトリスのベッドにのる。素早く彼女を片手で抱き寄せると、頭同士をつけるように自分も横になった。

「ちょっ、殿下！　こんなところで寝ないで、お部屋に戻って眠ってください」

「妃の部屋で寝るのは普通だろう？」

「殿下、困ります！　……って、もしかしてもう寝てる!?」

　ベアトリスは驚いて、アルフレッドをうかがい見る。アルフレッドは今の一瞬の間で、規則正しい寝息を立てていた。

（よっぽど疲れていらしたのね……）

　こんなに早く寝られるなんて、ある意味羨ましい才能だ。

（起こすのもかわいそうよね……）

　ベアトリスはそっとベッドから抜け出そうと試みる。しかし、体に回されたアルフレッドの腕はしっかりと彼女をつかまえていた。

（これは、無理そうだわ）

　ここから逃げ出すことを諦めると、ベアトリスはおとなしく横になったまま至近距離にあるアルフレッドの顔を見つめる。

「綺麗な顔……」

　初めて見る寝顔は、憎らしいくらい整っている。高い鼻梁、長いまつ毛、真っすぐな眉、ベアトリスを見つめるときは弧を描く唇。

　王宮内には随所に美しい男女の石像が飾られているが、アルフレッドの容姿はそれらにも劣らないほど端麗だ。艶やかな金髪に手を伸ばすと、サラサラの髪は指先からするりと滑すべり落ちた。

「お疲れさまです。殿下」

　じっと寝顔を見つめていると、トントンと部屋のドアをノックする音がした。開いた隙間から顔をのぞかせたのはお茶を用意して持ってきた、侍女のソフィアだ。

「あらっ」

　ベアトリスと目が合ったソフィアはハッとしたような顔をしたが、すぐに嬉しそうに表情を和らげるとそっとドアを閉めた。

（絶対、なんか勘違いしているわ）

　きっとあとで、『お嬢様は本当に愛されていますね』などときゃっきゃ言われる気がする。

　ベアトリスは、はあっと息を吐く。

（愛されているんじゃなくて、契約による寵妃なんだけどね）

　彼がいつか正妃を迎えたら、ベアトリスはこの役目を解任されるだろう。

（……ん？）

　わずかに胸にチクンと痛みを感じ、ベアトリスは自分の胸に手を当てて首をかしげる。自分の気持ちに戸惑いつつも、アルフレッドをうかがい見た。

（あと十分経ったら、起こして差し上げよう）

　時計を確認してから、ベアトリスも目を閉じる。

　人の体温を感じながら寝るのは心地いい。

　うとうととしていると、すぐ近くでくすっと笑う気配がして、額に温かいものが触れた気がした。




◇　◇　◇




　しばらく横になっていたアルフレッドは、規則正しい寝息に気づいて目を開けた。

　自分にぴったりと寄り添うようにくっついて、ベアトリスが無む垢くな寝顔をさらしている。

（休ませろとは言ったが、自分も一緒に眠るとは……）

　体を起こそうとすると、ベアトリスはアルフレッドを追うように身じろぎしてまたぴったりとくっついてきた。

（ん？）

　まるで『行かないで』とでも言いたげなベアトリスの仕草に驚いたアルフレッドは、彼女をうかがい見る。目は閉じており、眠っているようだ。

　白い肌は薄らと紅潮し、ピンク色の口元はわずかに笑みを湛たたえている。何か幸せな夢でも見ているのだろうか。

（これでは、どちらが休ませているのかわからないな）

　その肝の据わり具合に、思わず笑いが漏れる。

　ベアトリスはその可愛らしい見た目に反して意外と気が強く、事あるごとにアルフレッドに物もの怖おじせずに言い返してくる。正義感が強いようで、自分が囮捜査の囮になると言いだしたときは、さすがのアルフレッドも驚いた。

　こんな貴族令嬢はアルフレッドにとって初めてで、見ていて飽きない。裏表のない真っすぐな性格は、一歩下がってついてくるだけの貴族令嬢よりむしろ好ましく感じた。

　王宮舞踏会の日に手紙を落としてしまったことがきっかけで知り合ったベアトリスだが、アルフレッドの想像以上に優秀な補佐官として活躍してくれている。妃教育もとても頑張っており、順調に進んでいると教師達から聞いた。

（思わぬ収穫だったな）

　ふわふわしたベアトリスの髪の毛を撫でる。

　柔らかな触り心地は、本当に子猫のようだ。見ていると、ついつい触れたくなる。

　アルフレッドは彼女の前髪を上げると、彼女の額にキスをする。

　ベアトリスはいまだに自分がお飾りの側妃だと信じているようだが、今さら手放すつもりはなかった。










◆　第四章　お飾りの側妃は寵妃を演じる




　セルベス国では年に二回、国王夫妻が主宰する大規模な王宮舞踏会が開催される。

　この舞踏会は国中の貴族達が招待される大規模なもので、セルベス国の貴族達にとっては最も大事な社交の場であると言っても過言ではない。

　前回、その王宮舞踏会でベアトリスは婚約者であるブルーノに公衆の面前で婚約破棄されるという憂き目に遭った。

　あれから半年近くが経ち、次の王宮舞踏会の日が近づいてきたこの日、ベアトリスはアルフレッドに『王宮舞踏会の準備の相談をしたいから、来るように』と言われ、王宮内の応接間に呼び出された。

　そしてその応接間で、ベアトリスは目の前の光景にただただ圧倒されていた。

（これ、すごい……！）

　相談したいなどと言うから、てっきりただの打ち合わせかと思いきや、通された部屋にはキラキラと目映い宝石があしらわれたアクセサリーがこれでもかと並べられていた。

　そして、今、ベアトリスの前に置かれているティアラは、その中でも特に高級感溢あふれる至高の逸品だった。

　親指の爪より大きなダイヤモンドの周囲には、一回り小さいダイヤモンドがぎっしりと並んでいる。

　少し交互に位置がずらしてあるためか、余計に輝きが増して見える。そして、同じくダイヤモンドを使ったドロップ型のネックレスとイヤリングは、歩くと揺れるスイングタイプのデザインだ。

（この三点セットで、いったいいかほどの値段が!?）

　見たこともないような煌びやかな宝飾品を前に、ベアトリスは硬直する。

「ベアティ、どうした？　気に入らなかったか？」

　ベアトリスの様子がおかしいことに気づいたアルフレッドが、怪け訝げんな顔をして顔をのぞき込んでくる。

「これはいったい、おいくら……？」

「ベアティのためなら、安い物だ」

　アルフレッドは甘く微笑むと、ベアトリスの髪の毛を一房つまみ、そこにキスをする。周囲からきゃあっという小さな黄色い声がした。

（わたくしのためなら、安い物？）

　そんなわけない。安いわけがない。

　なぜなら、目の前にいるのはベアトリスでも知っているセルベス国一と名高い高級宝石商――プラシコ商会の店主であり、目の前に置かれているのは伯爵令嬢であるベアトリスですら見たことがないような豪華な宝飾品だからだ。

　宝石商の店主のほくほくの笑顔を見ただけで、これがどんなに高級品であるかなんて一目瞭然だ。

「俺の愛らしい妃は、喜びのあまりに声も出ないらしい。それでは、これをもらおう」

　アルフレッドがふむと頷き、周囲に目配せする。すると、宝石商は気が変わらないうちに急げとばかりにいそいそと準備を整え、あっという間に商品を包んだ。

「あ、あの……」

　ベアトリスは声をかけようとするが、それを無視するかのように店主は満面の笑みを浮かべる。

「このたびはありがとうございました。また、よい品が入りましたら参ります」

　そう言い残して去っていった店主の行動の早さたるや、目にも留まらぬほどだった。この商品、本当にいったいいくらなのだろうか。

「思ったより早く済んだな。では、次の部屋に行くぞ」

「……次の部屋？」

　ベアトリスはいまだ呆然としたまま、椅子から立ち上がってこちらに手を差し出すアルフレッドを見上げる。

「舞踏会といえば、ドレスに決まっているだろう」

　アルフレッドは満面に笑みを浮かべる。

「いえ。ドレスは持っていますので――」

　ベアトリスはふるふると首を横に振る。大した品ではないが、事実、舞踏会用のドレスは何着か持っている。

「べアティ。今度開催されるのは王宮舞踏会だ。それも、俺達が結婚してから初めての。どうか、今選んだアクセサリーにふさわしい極上の品を、愛する妃に贈らせてくれ」

「まあ、ほほほ……」

　ベアトリスは乾いた笑いを漏らす。

（愛する妃って誰ですか？　お飾りの側妃ですけど？）

　周囲に侍女達もいるので口には出せないけれど、ベアトリスは心の中でツッコミを入れてじとっとアルフレッドを睨む。アルフレッドはその眼差しの意図に気づいているはずなのに、完全に無視して涼しい顔をしている。

　先ほど選んだアクセサリーにふさわしいドレス。いったいどれだけ豪華なドレスなのだろうかと、想像するだけで目眩がする。

「ここまでする必要、あります？」

　ベアトリスはこそっとアルフレッドに尋ねる。

「必要あるからやっているんだ。異論は認めない」

「そうでございますか」

　相変わらずの俺様だ。

　ムッとしたようなベアトリスに気づいたのか、アルフレッドはベアトリスを見つめて甘く微笑んだ。

「俺が贈った物で着飾ったベアティを見せてくれ」

「まあ、そんな……。殿下、嬉しいです」

　ベアトリスはおほほっと笑い、口元を手で押さえる。

「このドレス代、契約妃が終わったときに請求されたりしないわよね？」

「安心しろ。必要経費だ」

　心の中でつぶやいたつもりが、どうやら口から漏れていたようだ。アルフレッドが耳元で囁く。

　こそこそと話す様子が仲睦まじく見えるのか、周囲にいる侍女達の顔がほんのりと赤らむ。今、金勘定の話をしていて全く色恋の話はしていないのだが。

　とにもかくにも、請求されないのなら安心した。




　三時間ほどかけてドレスを選び、金鷹団の事務所に戻った頃には、ベアトリスはすっかり疲れきっていた。

「ううー、疲れた」

「お疲れさん。ジャン団長の様子から判断するに、いいドレスが選べたみたいだね」

　ちょうどベアトリスの前にいたサミュエルがにこにこしながら話しかけてきた。

「ジャン団長の様子から？」

「うん。すごく機嫌よさそうに見えたよ。きっと、ベアトリスを自分の贈ったドレスとアクセサリーで着飾らせることができるからだよ」

「そうでしょうか？　むしろ、わたくしの反応を見て面白がっていたような気が……」

　ベアトリスは遠い目をする。

　からかうようなあの笑いは、絶対に面白がっていた。

「殿下はどんなドレスと宝石を選んだのですか？」

　ふたりの話を横で聞いていたランスが、会話に交じる。

「こんなに大きなダイヤモンドがついていて、周囲にもびっしりダイヤモンドが嵌まったネックレスを選んでいたわ」

　ベアトリスは右手で輪っかを作り、そのダイヤモンドの大きさを再現してみせる。

　本当に、あんなに大きなダイヤモンドは初めて見た。

「そんなにですか？　ドレスは？」

　ランスは驚いたように聞き返す。

「ラベンダーを思わせる色の、豪奢なドレスだったわ」

「ラベンダー？　薄紫色ってこと？　ははっ、しっかり殿下の色だね」

　サミュエルが笑う。

「あんな豪華なドレス、着こなせる自信がないわ」

　ベアトリスはがっくりと肩を落としたのだった。




◇　◇　◇




　王宮舞踏会の日、ベアトリスは朝からソフィアをはじめとする侍女達に徹底的に磨き上げられた。

「始まる前なのに、もう疲れたわ」

「何をおっしゃいますか。本番はこれからですわ」

　ベアトリスがぽつりと弱音を漏らすと、ソフィアが叱咤する。

　始まってもいないのにすでに疲れてしまうほど準備に時間がかかるとは。恐るべし、王族の支度。

「妃殿下。目を閉じてください」

　王宮お抱えの化粧師にそう言われ、ベアトリスはおとなしく目を閉じる。まぶたの上に、やさしく筆がのせられる感覚がした。続いて、頬や唇にも筆がのせられてゆく。

「できましたよ。目を開けてください」

　化粧師の声に合わせてベアトリスがゆっくりと目を開けると、彼女の顔をじっとのぞき込んでいた化粧師は、にっこりと微笑んだ。

「とてもお綺麗でございます。さすがはアルフレッド殿下の寵愛する美び姫きにございます」

　寵愛する美姫ではなくてお飾り側妃です、とは言えず、ベアトリスは曖昧に微笑む。しかし、大きな鏡の中の自分を見て動きを止めた。

「……これ、誰？」

　鏡の前には、目を引くような美女がいた。

　ぱっちりとした目元、ほんのりと色づいた頬、艶々とした口元。

　頭にのせられたのはダイヤのちりばめられた白金のティアラ、首元にはドロップ型にカットされた大粒のダイヤが飾られ、耳にも同じくドロップ型にカットされたダイヤが輝いている。

　最上級のシルクを使った薄紫色のドレスは幾重にもドレープが重なる豪奢なもので、裾や袖には美しいレースがふんだんに使われていた。

　トントントンと部屋をノックする音がした。

　カチャリとドアが開き、顔をのぞかせたのはアルフレッドだ。アルフレッドはベアトリスを見て驚いたように目を見開き、ふっと笑う。

（今、絶対にいつもと全然違うって思ったわよね？）

　最初の驚いた顔に、そう書いてあった。間違いない。

　アルフレッドはベアトリスのもとに歩み寄ると、彼女の手を取った。

「ベアティ、よく似合っている。綺麗だ」

「あの、殿下……。これはいくらなんでもやりすぎでは？」

（今この瞬間、世界で一番豪華な衣裳を纏っているのはわたくしなのでは!?）

　自意識過剰でもなんでもなく、ベアトリスはそう思った。

「何を言う。愛する妃をお披露目だ。ベアティは愛らしいから、いくらでも着飾らせていたいんだ」

　アルフレッドはベアトリスの着ているドレスと同じ薄紫色の瞳でこちらを見つめ、甘く蕩けるような笑みを浮かべる。そして、周囲の目も憚らずにベアトリスに顔を寄せた。

「とても綺麗だ」

　耳元に吹き込むように囁かれ、ベアトリスの顔は耳まで紅潮する。

「……っ、ありがとうございます」

　そんなふうに甘い態度を取られると、どぎまぎしてしまう。ベアトリスは言葉に詰まりながらも、お礼を言う。

（悔しいけど、かっこいいわ。ドキドキしちゃったじゃない！）

　アルフレッドはとても凜々しく整った容姿をしている。

　今日着ているグレーのフロックコートは襟や袖の部分に銀色の装飾が入った豪奢な一着で、首元には青色のブローチがついている。そのせいなのか、いつもに増して煌びやかで輝いて見えた。

「照れているのか？　俺のベアティは本当に可愛いな」

　アルフレッドは赤く色づくベアトリスの頬に手を添えると、その肌を愛しげに親指でなぞる。唇のすぐ横の辺り、ぎりぎり頬といえる部分に柔らかいものが触れた。

「ちょっ！」

　抗議しようとしたベアトリスの声は、周囲にいる侍女達の「まぁ」と色めき立つ声にかき消える。皆、こちらを見て一様に頬を赤らめていた。

（そんなふうに照れられると、余計恥ずかしいじゃない！）

　一刻も早く、この部屋を出たい。

「さあ、行こうか。ベアティ」

「はい、殿下」

　優しく手を取られ、ベアトリスは立ち上がる。

「殿下ではなく、アルと呼んでくれと言っただろう？」

「えっと……アルフレッド様」

「俺の妃は照れ屋だな。まあ、そんなところも可愛いのだが」

　甘く微笑み、アルフレッドはベアトリスを引き寄せると額にキスをする。

　部屋の中に一層甘ったるい空気が広がり、いたたまれない。

（演技。これは演技よ！）

　ベアトリスは必死に自分に言い聞かせる。

「行ってらっしゃいませ」

　侍女達が一斉に頭を下げ、ふたりを見送った。

　背後の扉が静かに閉められると、ベアトリスは横をキッと睨んだ。

「殿下！　やりすぎです！」

「何が？」

　ベアトリスの抗議に、アルフレッドは小首をかしげる。

「周囲に人がたくさんいる中、あんな……」

　侍女達の衆人環視の中で唇ぎりぎりの場所にキスをされたことを思い出し、ベアトリスの頬がまた紅潮する。

「周囲には、〝仲睦まじい新婚夫婦〟と思わせておいたほうが何かと都合がいい。なにせ、夜だけでなく昼もずっと横に侍らせているのだからな」

「確かにそうですが――」

　ベアトリスは口ごもる。

「安心しろ。お前が綺麗だというのは、本当だ」

「はあ、そうでございますか」

「あぁ。あと、殿下ではなくアルだ」

「はい。アルフレッド様」

　ささやかな抵抗で、〝アル〟ではなく〝アルフレッド様〟と呼ぶ。

　死んだような目をするベアトリスを見て、アルフレッドはくくっと肩を揺らした。

「さあ、行くぞ」

「はい」

　アルフレッドにエスコートされ、ベアトリスはゆっくりと歩き始めた。




　会場に入ると、歓談していた貴族達が一斉にふたりに注目した。

「ごきげんよう、アルフレッド殿下」

「ごきげんよう、ベアトリス妃殿下」

　一歩踏み出すたびに、次から次へと皆が頭を垂れて挨拶をする。

　偽りの側妃だと見抜かれるのではないかとひやひやしながら愛想笑いを浮かべるベアトリスに対し、アルフレッドは皆から注目されるのに慣れたもので、堂々とした態度だった。

「ベアティ」

「はい？」

　愛称で呼ばれ、ベアトリスは横に立つアルフレッドを見上げる。

「踊るぞ」

　会場には、ゆったりとしたオーケストラの調べが流れていた。

「あ、はい」

　王宮舞踏会は王族から踊るのがマナーだ。

（うまく踊れるかしら？）

　最後に踊ったのはいつだっただろう。たしか、一年前の王宮舞踏会だった気がする。

　そのときは元婚約者であるブルーノと参加して、一曲だけ一緒に踊った。

（そういえば、あのあとブルーノはローラと踊っていたような）

　今思い返せば、一年前からすでにその後に続くふたりの関係性を示唆するような変化は見えていた。けれど、ベアトリスは自分の婚約者と友人が仲良くなることに対して好意的に捉えており、全く疑問を覚えていなかったのだ。

（とんだ間抜けだと思われていたでしょうね）

　苦い記憶を思い出して気持ちが沈んだそのとき、ぐいっと体を引き寄せられる。

「――ベアティ」

　アルフレッドの手が腰に添えられ、ふたりの距離がこれまでになく密着した。目線を上げると、薄紫色の瞳と視線が絡む。

　真っすぐに自分を見つめるその眼差しに、ドキンと胸が跳ねる。

「俺が目の前にいるのに上の空とは、いい度胸だな」

「上の空だなんて。ちょっと考え事をしていただけです」

「それを上の空という」

「ダンスは久しぶりなので、うまく踊れるかと――」

「俺が目の前にいるときは、俺のことだけを考えろ」

「え？」

　呆気にとられてベアトリスが唖然とした顔をしかけたそのとき、曲が始まった。

　ぐいっと力強くリードされる。体が自然に動き、足を踏み出す。それに合わせ、ふわりとドレスの裾が揺れた。

「なかなかうまいじゃないか」

　器用に右眉を上げるアルフレッドをベアトリスは見上げる。

「それは、どうも」

　ベアトリスは口ごもる。

　自分がうまいのではなく、アルフレッドのリードがうまいのだ。踊った瞬間に、ブルーノのときとは全く違うと感じた。

（踊る相手によって、こんなに違うのね）

　これまで、さほどダンスが得意でないベアトリスはブルーノという婚約者がすでにいることをこれ幸いと、彼以外とダンスを踊ることがあまりなかった。相手が違うだけでこんなにも踊りやすくなるものなのかと知り、驚いた。

　曲が終わり、周囲から一斉に拍手が湧き起こった。タイミングを見計らったように、アルフレッドの周囲にまた人が集まり始める。

「アルフレッド殿下」

「おお、辺境伯ではないか！　久しいな」

　アルフレッドはひとりの男性から話しかけられ、表情を明るくする。

（仕事の話かしら？）

　辺境伯は国境を守る役割を担うため、普段は王都から遠く離れた領地にいる。

　滅多に王都に来ることはないので、王宮舞踏会は王族と直接話せる貴重な機会のはずだ。

「アルフレッド様。わたくしは喉が渇いたので、飲み物を取ってまいります」

「ああ、わかった」

　ベアトリスが気を利かせてその場を離れようとすると、アルフレッドはすぐにその意図に気づいたようだった。ベアトリスは辺境伯に一礼すると、ドリンクコーナーへと向かう。

「えっと、果実酒は……」

　南部地方特産のブドウを使った果実酒を受け取り、一口飲む。アルフレッドがいる方向を振り返ると、辺境伯と並んで話し込む彼の周囲には多くの貴族達が集まっていた。

　皆、未来の国王に一言だけでも話すチャンスを得たいと、頃合いをうかがっているのだ。

「もうちょっと、時間をつぶしたほうがいいかしら？」

　グラスを片手に周囲を見回していると「ベアティ！」とベアトリスを呼ぶ声がした。声のほうを見ると、そこには頬を上気させた友人のマーガレットが立っていた。

「まあ、マーガレット！　久しぶりね。なかなか連絡できなくてごめんなさい」

　ベアトリスは久しぶりに会うマーガレットの姿に、表情を綻ばせる。

「ううん、平気よ。サミュエル様から、アルフレッド殿下がベアティを寵愛して全然離さないって聞いているから」

「へ!?」

　はっきり言うと、それはだいぶ間違った情報だ。寵愛して全然離さないのではなくて、こき使って全く自由な時間を与えてくれないのだ。

「ねえ、ベアティ。今着ているこのドレス、もしかしてアルフレッド殿下からの贈り物？」

「え？　ええ」

「やっぱり！　色合いがアルフレッド殿下の瞳の色そのものだもの。本当に寵愛されているわね。正妃になるのも時間の問題だわ」

　マーガレットは嬉々としてベアトリスの薄紫色のドレスを褒める。

「それはどうかしら……」

　ベアトリスは言葉を濁し、笑ってごまかす。

　ふと、自分の着ている豪奢な薄紫色のドレスの裾が目に入る。

（本当に、見れば見るほど素敵なドレスよね）

　ベアトリスが何も知らずに今の自分の立場の女性を見たら、マーガレットと同じように〝とても寵愛されている〟と思っただろう。

　けれど、ベアトリスは契約によるお飾り側妃なので、正妃になることはない。これはそれを周囲に悟らせないようにするための作戦だ。

（アルフレッド様、正妃を迎えられたらあんなふうに甘く接するのかしら？）

　なぜかもやもやしたものを感じて、ベアトリスは自分の気持ちに戸惑った。

「それにしても、本当によかったってうちの父も喜んでいるのよ。ほら、アルフレッド殿下はこれまで、婚約者候補の方が次々とあれだったでしょう？」

　マーガレットが声のトーンを落とし、ベアトリスに耳打ちする。

「……あれ？」

　あれとはなんのことだろうか。

　聞き返そうとしたそのとき、マーガレットが大広間の中央のほうを見て表情を明るくした。

「あ、サミュエル様が戻っていらしたわ」

　マーガレットは大広間の一角を見つめていた。

　ベアトリスもそちらに目を向けると、金鷹団の団員であるサミュエルとランスがふたりでこちらに歩いてくるのが見えた。

　サミュエルはマーガレットの姿を見つけると、柔らかな甘い笑みを浮かべる。

「メグ。ベアトリス妃と一緒にいたんだね」

「ええ。ちょうどさっき、ばったりと会ったの。ドレスの色合いがアルフレッド殿下の瞳の色そのもので、とても寵愛されているようで安心したって話していたのよ」

　マーガレットはにこにこしながらサミュエルに説明する。

（うっ。こんな嬉々として説明されると、なんだか居心地が悪いわ）

　サミュエルはベアトリスがアルフレッドのお飾り側妃だと知っている。寵愛などされていないし正妃になることもないので、純粋に友人の良縁を喜んでくれているマーガレットに後ろめたさを感じた。

「きっと、すぐに正妃になるわ。ね、サミュエル様」

「うん、そうだね」

　サミュエルはにこりと微笑み、マーガレットに相づちを打つ。

「ランス様もそう思うでしょう？」

　マーガレットはにこにこしながら、ランスにも同意を求める。

「え？　……そうですね」

　ベアトリスが契約妃であることを知っているだけに、ランスは一瞬言葉を詰まらせたがすぐに口元に微笑みを浮かべて頷く。

（い、いたたまれない）

　ふたりから全く否定されず、むしろ居心地の悪さを感じる。四人で話していたそのとき、周囲がざわりとした。

　ハッとして喧噪の方向を見ると、アルフレッドがこちらに向かって移動しようとしている。その周囲には、彼と話したいと望む人々が群がっていた。

「すごい人だわ……」

「そりゃあ、殿下は次期国王だからね」

　思わず漏らした言葉に、サミュエルが答える。

「そっか、次期国王」

　さぞかし偉そうな国王になることだろう。今から想像がつく。まあ、実際偉いんだけど。

　若い女性を伴った男性が、アルフレッドに話しかける。アルフレッドの視線がその女性へと向いた。

（あれは、セリーク公爵令嬢のレティシア様ね？　相変わらず、お綺麗だわ）

　レティシアはたしか、今年デビュタントを迎えたばかりの十七歳だ。美女と誉れ高く、誰が彼女の心を射止めるのかと多くの貴族令息が固唾をのんで見守っているとかなんとか。ちなみに、これらは全て友人達から聞いた情報だ。

　アルフレッドが何かを話しかけると、レティシアが頬を紅潮させてはにかむ。

（何を話しているのかしら？）

　周囲の喧噪にかき消され、アルフレッド達の会話は聞き取れなかった。

　なぜだろう。

　ただ会話しているだけなのに、胸の内にもやっとしたものが広がる。

　目を離せずその様子を見つめていると、こちらに顔を向けたアルフレッドとバチッと目が合った。

（ん？　こっち来る？）

　アルフレッドは迷うことなく真っすぐにベアトリスに歩み寄る。至近距離で立ち止まると、ぐいっとベアトリスの肩を抱き、背後を振り返った。

「悪いが、愛する妃が待っているから、今宵は相手できそうにない」

　レティシアの目が大きく見開き、がっかりとしたような顔になる。

　それで、セリーク公爵がアルフレッドに娘を紹介し、レティシアもあわよくば彼とダンスを踊りたいと思っていたのに、アルフレッドがそれを断ったのだと悟った。

「よかったのですか？　セリーク公爵令嬢といえば、最近話題になっている社交界の花ですよ？」

　ベアトリスは驚き、アルフレッドを見上げて小声で聞く。あの若さと美貌で、身分は公爵令嬢。間違いなく、アルフレッドの妃候補のひとりのはずだ。

「そうなのか？　あいにく俺のところに、その噂は届いていないな」

　アルフレッドは全く興味なさげに首を振ると、ベアトリスの耳元に口を寄せる。

「じっとこちらを見ていたな」

「たまたま目に入ったのです」

「そうか」

　くくっと笑いを漏らすような声が聞こえ、耳に柔らかく温かいものが触れる。アルフレッドがベアトリスの耳にキスをしたのだ。

「なっ！」

　びっくりしたベアトリスは耳に手を当て、アルフレッドを見上げる。

「すぐに拗ねる子猫がいるから、他の令嬢の相手は難しいな」

「拗ねていません！」

「お、ついに自分が子猫だと認めたのか」

　口の端を上げたアルフレッドを見て、しまったと思った。

「……もうっ！」

「ははっ」

　本当に、こう言えばああ言う。

　楽しげに笑うアルフレッドは絶対にベアトリスをからかっている。

　ぽすんと叩こうと手を伸ばすと、その手は簡単に彼に絡め取られてしまった。

　バランスを崩した体はアルフレッドに難なく支えられ、大きな胸に抱きしめられる。

「俺の妃はわかりやすくて可愛いな」

　周囲から、「きゃあ」と黄色い声が聞こえた。
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　ローラは、ぎゅっと拳を握りしめた。

「何よ、あれ……」

　少し離れたところで、王太子であるアルフレッドとベアトリスが人目も憚らずいちゃいちゃしている。それは、『アルフレッドがベアトリスを寵愛している』という噂に真実味を持たせるには十分な光景だった。

（許せない）

　昔から、地味でおとなしいベアトリスはローラの引き立て役のような存在だった。

　ローラがベアトリスに出会ったのは、王立学園に入学した十一歳のときだった。ベアトリスはおとなしく、いつも自分の席で本を読んでおり、いわゆる〝目立たない存在〟だった。

　学園生活でも話の中心にはいつもローラがいてベアトリスはおとなしい聞き役だったし、クラスメートの貴族令息達に声をかけられるのもローラのほうだった。

　身分こそベアトリスのほうが上だったけれど、垢あか抜ぬけていて人気者なのはいつもローラのほう。

　だから、ベアトリスの存在はローラにとって、自分は一ひと角かどの人間であると信じるための安心材料のようなものだった。

　それなのに――。

「なんであの子が、アルフレッド殿下に寵愛されて、周囲からもちやほやされているのよ」

　面白くない。こんなこと、許せない。

　数年前、ベアトリスの元婚約者であるブルーノと初めて出会ったとき、ローラはベアトリスに嫉妬心を覚えた。

　ブルーノの整った見目に、次期侯爵という身分。

　誰もが憧れるその人の婚約者がベアトリスだという事実に、自分が負けたような気がしたのだ。

　ベアトリスはいつだって、ローラの引き立て役だったのに。

　彼女が自分より上の立場に立つなんて、我慢ならない。

　だから、奪ってやろうと決意した。

　いかにも自然を装って声をかけ、悩みがあると言ってブルーノの懐に入り込んだ。そして、ベアトリスに対してはこれまでと変わらず友人としての仮面を被り続けた。

　その甲斐あって、ようやくブルーノをベアトリスから奪略することに成功したというのに――。

（絶対に許さない）

　引き立て役のベアトリスが自分より目立って、周りからちやほやされるなんて絶対に容認できない。

「ローラ。どうした？」

　立ち尽くしたまま黙り込んでいると、隣に立つブルーノが心配そうに顔をのぞき込んできた。

　普段だったら可愛い笑顔を浮かべて微笑み返すところだけれど、今はそれすら煩わしく感じた。

「なんでもないわ」

　ローラは首を横に振る。

「そう？　それにしても、ベアトリスの奴、本当に寵妃になったんだな」

　驚いたように言うブルーノの呑気な態度に、苛いら立だちが募る。

（こんなことなら、最初っからアルフレッド殿下狙いでいくべきだったわ）

　そうすれば、あの見目麗しい王太子の隣に立ち、皆から傅かしずかれて羨望の的になっていたのは自分だったかもしれないのに。

　ベアトリスなんかに、自分が負けるはずがない。

「……体調が優れないので帰るわ」

「え？　大丈夫か？　送るよ」

「ひとりで帰れるから結構よ」

　今はとにかくひとりになりたかった。脳天気な顔であれこれ話しかけられると、怒りを爆発させてしまいそうだったから。

　ローラはくるりと体の向きを変えると、「おいっ、ローラ！」と呼び止めようとするブルーノを無視して王宮の出口に向かって歩き始めた。




　王宮の出口にほど近い人ひと気けのない開放廊下を、ローラは足早に歩く。

「ひどい顔だな。嫉妬にまみれている」

　ふいに、すぐ近くから自分を侮辱するような言葉が聞こえ、ローラはカッとした。

「なんですって！」

　そこには、見知らぬ男がいた。

　王宮で働く文官だろうか。長く茶色い髪に、黒い瞳。年齢は三十過ぎぐらいに見えるが、目元にくまがあり陰鬱な印象の男だった。

　王宮舞踏会では見かけたことがない顔だったので、少なくとも高位貴族ではない。

「お前の願いを叶える手助けをしてやろうか？」

「え？」

　ローラは訝しげに、男を見返す。

「ベアトリス＝コーベットが王太子の寵愛を得ているのが面白くないのだろう？　王宮舞踏会で婚約者を奪ってやったのに、なぜあの女が自分よりいい男をつかまえたのかと。負けたような気がしている」

「そ、そんなことはっ」

　考えていることをあっさりと言い当てられ、ローラは狼ろう狽ばいする。

「お前に、これをやろう」

　男はローラに、腕輪を差し出した。銀製で、青色の石が数個嵌まっている。

　回廊の照明に照らされ、腕輪は鈍く光っていた。

「これは何？」

　ローラは聞き返す。

「特別な魔道具だ。お前の願いを叶える手助けをする、な」

「魔道具？」

　ローラはそれをまじまじと見る。

　魔道具の存在は知られども、見たことがある人はほぼいない。

　そんな貴重な品を突然渡してくるなど、通常であればあり得ない。

　そんな考えは、男に筒抜けだったようだ。

「信じるか信じないかはお前次第だ。だが、このままだとお前は負け犬だな」

「誰が負け犬よっ！」

　ローラはカッとして叫ぶ。

「なら、手段は選ばないことだ」

　男が小さく笑う気配がした。

「わたくしの願いを叶える手助け……」

　ローラは目を眇めて、目の前の男をまじまじと見つめる。

（この男、何者なの？）

　ベアトリスをよく思わないどこかの貴族の手下だろうか。

（でも、そんなことはどうでもいいわ）

　彼が何者であろうと、ローラの望みが叶うならそれでいい。

「話を聞くだけなら、よくってよ」

　ローラは腕輪を受け取り、それを自分の右腕に嵌める。

　男の口の端が、にんまりと上がった。
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　それは、王宮舞踏会から一週間ほどしたある日のことだった。

　サミュエルから手渡された手紙を見て、ベアトリスは目を瞬かせる。

「なぜこんなものが、わたくしに？」

「そりゃあ、殿下の寵妃だからじゃないかな？」

「お飾りですけど!?」

　ベアトリスが焦ったのには理由がある。なんと、アルフレッドの母であるシセル王妃から【今日の午後、ゆっくりふたりでお茶でもしましょう】と招待状が届いたのだ。

（わたくしが王妃様とふたりでお茶？　あり得ないでしょ！）

　ベアトリスは時期が来ればここを去る身。王妃様とお茶だなんて、恐れ多くて無理だ。

「わたくし、お腹の調子が――」

「行くってもう返事しておいたよ。団長が、その時間は仕事しなくていいって」

「なんで！」

　ベアトリスは思わず手に力を込める。その拍子に、招待状がぐしゃりとつぶれた。

　ジャンはベアトリスがお飾り側妃であることを誰よりもよく知っているはずなのに。

「はっ。もしかして、嫌がらせ？」

　ベアトリスはハッとして独り言ちる。

　あの男――アルフレッドならやりかねない。時々、すごく意地悪になるから。

　でも、何が原因だろうか。

「この前渡した資料の出来がイマイチだったからかしら？」

　ぶつぶつとつぶやいていると、サミュエルが「そんなに難しく考えなくていいんじゃないかな」と肩をすくめる。

「王妃様は息子であるアルフレッド殿下の側妃と仲良くしたいだけだと思うよ。楽しんできなよ」

「楽しんで？」

　緊張しすぎて、楽しめるとは到底思えない。

「うん。だって、もう行くって返事をしてあるし」

　そこが大問題である。なぜ参加する本人であるベアトリスの了承なしに、勝手に参加表明の返事をしてしまうのか。

　じろっと睨むと、サミュエルに苦笑される。

　この人の主がアルフレッドであるということを、完全に失念していた。




　お茶会は、宮殿内にある王妃のサロンで行われた。

「ごきげんよう。シセル妃殿下」

　ベアトリスは丁寧に腰を折り、お辞儀をする。

「あら、いらっしゃい。ベアトリス様。さあさあ、座ってね」

　シセルはベアトリスがやって来たのを見るやいなや立ち上がり、にこにこしながら席を勧める。テーブルの上には、色とりどりのスイーツがたくさん並べられていた。

「今日が楽しみで、色々と取り寄せたの。取り寄せすぎちゃったから、好きな物をたくさん食べてね」

　ベアトリスの視線に気づいたシセルははにかむように笑う。

「アルフレッドから、ベアトリス様は翻訳がご趣味だと聞いたわ。いったいどんな本を？」

「色々と翻訳するのですが、ロマンスファンタジーの物語が多いです。わたくしが好きなので」

「ロマンスファンタジー！　いいわね。久しぶりに読んでみようかしら。今度、お勧めを教えていただいても？」

「もちろんです」

　シセルが次々に質問してくるので、ベアトリスは圧倒されながらも答える。

　けれど、その様子からはベアトリスを歓迎していることがうかがえた。

（あの息子の母とは思えない気さくさ！）

　王妃であるシセルとは何度が対面したことがある。ただ、いつも王宮舞踏会の会場や謁見室など公式な場所だったので儀礼的な会話しか交わしたことがなく、こんなに気さくな人だとは思っていなかった。

「こうしてベアトリス様とお話ができて本当に嬉しいわ。ほら、アルフレッドはこれまで、婚約者候補の皆さんが全員あんなことになっているでしょう？」

（あんなこと？）

　シセルがふと漏らした言葉に引っかかりを覚えた。

　以前にも、これと似た言葉を聞いた記憶がある。

　バロー伯爵、それに、マーガレットからだ。

「シセル様。〝あんなこと〟ってなんですか？」

　ベアトリスはおずおずと、シセルに聞き返す。すると、シセルは瞠どう目もくした。

「え？　あら、ベアトリス様はもしかしてご存じない？　余計なことを言ってしまったわ」

　シセルはしまったとばかりに口元を押さえる。

「いえ。ただ、他の方からも同じような話を聞いて、気になっているのです」

「そう。確かにこの件は、一部の側近を除いて公にはされていないものね。わたくしはてっきり、ベアトリス様はアルフレッドから話を聞いていて、ふたりで相談して口裏を合わせてあんなことをしたのかと思っていたわ」

「あんなこと？」

「アルフレッドがバトラー公爵家の舞踏会に趣き、公衆の面前でベアトリス様に求愛したとか」

　思わずブーッと紅茶を噴きそうになった。耐えた自分は相当偉いと思う。

「あの子はこれまで、婚約目前まで進んだご令嬢が全員不幸に見舞われているのよ。全部で三人」

「え？」

　シセルが続けた話に、ベアトリスは絶句する。

「毎回、婚約を発表するための手続きに入り始める頃に何かしらの事故が起きてしまって……。四人目も同じことが起きるんじゃないかってみんなが心配していたのだけれど、ベアトリス様に関しては婚約目前も何も、なんの前触れもなく突然あの子が求愛したから――」

　思ってもみなかった事実に、ベアトリスは衝撃を受けた。

（これまでに婚約目前だった方が、三人も？）

　王太子であるアルフレッドがこの年まで独身でいたことを、ベアトリスも不思議には思っていた。けれど、そんなことが起きていたなんて想像すらしていなかった。

（もしかして、だからわざわざ多くの貴族がいる舞踏会で初対面のわたくしに対してあんなパフォーマンスをして見せたのかしら？）

　アルフレッドがベアトリスに最初に接触を図ったのは、バトラー公爵家主宰の舞踏会だった。バトラー公爵家は王室の覚えもめでたい名門公爵家。セルベス国の主要貴族はほぼ全員参加している。

　そこでああいう行為をすれば、婚約発表をしなくともベアトリスがアルフレッドから妃に望まれていることは一気に知れわたり、公然の事実になる。事実、ベアトリスはそのままあれよあれよという間に彼の側妃になった。

　ベアトリスの薬指には、アルフレッドから贈られた護身の指輪が嵌まっている。

（わたくしにも何かあるんじゃないかって、彼なりに心配していたのね）

　ベアトリスは膝の上に置いていた手をぎゅっと握る。

「だから、今日こうしてベアトリス様とお茶を楽しみながらお話ができていること、本当に嬉しいのよ」

　シセルはベアトリスを見つめ、朗らかに笑った。

「そうだったんですね……」

　シセルの言葉に嘘はないと感じ、ベアトリスは戸惑いながらも微笑み返す。

　ベアトリスはあくまでもお飾りの側妃だ。純粋に喜んでいるこの人を騙している気がして、胸に痛みを感じた。




　お茶会が終わったあと、ベアトリスはなんとなく気持ちが晴れないまま離宮へと歩く。

　お茶会自体は楽しかった。シセルはとても優しくて気さくで、ベアトリスを歓迎してくれていることがよく伝わってきた。ただ、シセルから聞いた、アルフレッドのこれまでの婚約者についての話が引っかかるのだ。

（どんな方達だったのかしら？）

　王太子であるアルフレッドの妃候補となるくらいだから、それなりの家門の令嬢だったはずだ。

　悶もん々もんと考え事をしながら王宮内の廊下を歩いていると、「ベアティ」と自分を呼ぶ声がした。

「え？　ローラ？」

　ベアトリスはそこにいた人物を見て驚いた。廊下沿いの一室のドアの前に、ローラがいたのだ。

「なんでここに？」

　ベアトリスが今いる場所は、王宮の中でも限られた人――王族やその関係者しか立ち入れない場所のはずだ。

「どうしてもベアティに会いたくて、頼んで入れてもらったの」

「頼んで？」

　誰に頼んだの？と聞き返す前に、ローラは「本当に会いたかったわ！」と笑顔を見せる。

「わたくし、一言あなたに謝りたくって。わたくしが間違っていたわ」

「え？」

「いくら愛し合ってしまったとはいえ、婚約者同士だったあなた達を引き裂くなんて――。本当にごめんなさい」

　ローラはしおらしく顔を俯かせる。

「その話はもういいわ。ブルーノ様とご結婚なさるのでしょう？」

　先日の王宮舞踏会でマーガレットと話をして、ブルーノとローラが婚約したようだという話を聞いた。おめでとうと言う気にはならないけれど、ベアトリスの中ではすでにどうでもいいことだ。

「よくないわ！　あなたは今からでも、ブルーノ様とよりを戻すべきよ！」

「……は？」

　突然力説してきたローラに、ベアトリスは唖然とした。

　偽装とはいえ、ベアトリスはすでにアルフレッドの側妃だ。王太子の妃なのに、他の男とよりを戻せるわけがない。

「何を言っているの？」

「迷惑をかけたお詫びに、アルフレッド様の側妃にはわたくしが代わりになるわ。だから、心配しないで」

「……え？」

　もう、ローラの言っていることが色々と意味不明すぎて理解が追いつかない。

（自分が言っていることが支離滅裂だって、わからないのかしら？）

　ベアトリスは唖然とした。少なくとも、ベアトリスが親しくしていたときはこんな支離滅裂な言動を繰り返す人ではなかったはずなのに。

「ローラ。わたくしが側妃になることはアルフレッド殿下自身が望まれたことよ。あなたが代わりになるなんてあり得ない。それに、わたくしはブルーノ様とよりを戻すつもりはないわ」

　ぴしゃりと言いきると、ローラは傷ついたような顔をして俯く。小刻みに肩が震えているのが見えた。

（泣いているの？）

　少し心配になって「ローラ」と声をかけて手を伸ばそうとしたそのとき、パシンと乾いた音がした。ベアトリスの手をローラが叩いたのだ。

「ふははっ。すっかり王太子妃気取りで笑わせるわ。学園で地味女だったくせに、偉そうに！」

　ローラは憎悪を込めた目で、ベアトリスを睨みつける。

「アルフレッド殿下が望んだ、ね。でも、不貞の証拠が見つかったらどうかしら？」

「不貞の証拠？」

　そんな物、あるわけがない。

　なぜなら、ベアトリスは今も清い体のままだ。どんなに叩こうともその証拠は出てこないと自信を持って言いきれる。

「バカバカしい話だわ」

「あら、そうかしら？」

　朗らかに微笑むローラは意味ありげに近くのドアを開ける。ドンッと体を強く押され、その弾みでベアトリスの体がその部屋の中に倒れた。

「あんたがわたくしより上なんて、あり得ない。傷心の殿下はわたくしが慰めて差し上げるから、安心してね」

　バタンとドアが閉まる。

「えっ？」

　ベアトリスは慌てて立ち上がり、ドアノブを回す。

「嘘。開かない……」

　真っ青になるベアトリスの背後で、カサッと衣擦れの音がした。

「誰だ」

　部屋の奥から低い声が響く。

（誰かいる？）

　王宮内で男と密室にふたりきり。

（これは非常にまずい状況なのでは？）

　顔面蒼白のベアトリスの背後で、椅子に座っていた男が立ち上がる気配がした。




　その日の晩、ベアトリスのもとにアルフレッドが尋ねてきた。

　ベアトリスはハッとして立ち上がる。

「アルフレッド様！」

　アルフレッドは自分のもとに駆け寄ってきたベアトリスの顔を見て、小首をかしげる。

「そんなに俺を待ちわびていたのか？　昼間も押しかけてくるくらいだし」

「だからそれ、違いますって！」

　ベアトリスは叫ぶ。

「わかっている。冗談で言っただけだ」

　アルフレッドは耳に手を当て、うるさいと言いたげな顔をする。

　ベアトリスが話したかったのは、今日の昼間に起きたあの事件についてだ――。




『誰だ』

　そう言って部屋の奥から男が現れたとき、さすがのベアトリスも焦った。

　密室で男とふたりきり。こんな現場を押さえられたら、何もなくても何かがあったと誤認されてしまう。

『ちょっと、開けて！　助けて！』

　必死にドアを開けようと叫ぶと、『うるさいぞ』と不機嫌な声が至近距離から聞こえた。

『俺の子猫は、少し黙れないのか？』

『え？』

　ベアトリスは恐る恐る後ろを振り返る。

『ジャン団長!?　なんで！』

『なんでも何も、ここは普段から俺が使っている部屋のひとつだ』

　不機嫌そうに言うジャンは、真っすぐにベアトリスを見下ろす。そして、ドアノブに手をかけた。

『……開かないな』

『そうなんです。閉じ込められました！』

『表にいた衛兵はどうした？』

　ジャンは不機嫌そうな顔をしたまま、ベアトリスに問いかける。

『そんな人いませんでしたよ！　ローラが現れて、わたくしをここに閉じ込めたんです』

『ローラ？　ビショップ子爵令嬢か？　なぜビショップ子爵令嬢がここにいる？』

『そんなの知りませんよ！』

　押し問答をしていると、『ここです。来てください！』と叫ぶローラの大きな声がドア越しに聞こえてきた。

　ジャンはその声を聞くと、何を思ったのか耳につけていた魔道具のピアスを外す。

『ベアトリス』

　突如体を抱き寄せられ、そのまま壁に押しつけられる。

　髪の毛をぐしゃりと撫で回され、秀麗な顔が近づき首元にチクンと痛みを感じた。

『開いたわ！　ベアトリス妃殿下が――』

　ローラの声がして、部屋の中に複数の人がなだれ込んでくる。

『騒がしいぞ』

　ベアトリスの首元に顔を寄せていたアルフレッドがドアのほうを振り返る。

『俺の許可なく部屋を開けるとはどういうつもりだ？』

『え、なんで？』

　ローラの顔が、明らかに青くなる。

『さっきは違う男がいたずなのに……』

『なんの話だが知らんが、ここには俺しかいない。鍵がかかった部屋で妃とお楽しみの最中を邪魔するとは、どういう了見だ？』

　アルフレッドの怒りを孕はらんだ声を聞き、ローラをはじめとするその場にいた全員が顔面蒼白になった。




「――あのあと、どうなったのですか？」

　ベアトリスは恐る恐る、アルフレッドに尋ねる。

「ビショップ子爵令嬢を尋問したのだが、衛兵に『ベアトリス妃殿下に会いたい』と伝えたら通してくれたと供述しているらしい。衛兵は『記憶が曖昧だ』と言っている。どちらも収監した」

「不思議ですね」

　ベアトリスは眉根を寄せる。

　ベアトリスに会いたいと言って衛兵が通すなど、おかしな話だ。警備が役目なのに、それでは全く役に立っていない。

「普段は真面目な男らしいのだが……。どちらにせよ、王宮の警備はクビだな」

　アルフレッドはため息をつく。

「ですよね」

　ベアトリスは頷く。

「ビショップ子爵令嬢については、これから処分を決める」

「そうですか」

　ベアトリスは神妙な表情で頷く。

　かつては友人だと思っていた人の暴挙に、心中は複雑だった。

「ところで、今日は随分と首元の詰まった服を着ているのだな」

　アルフレッドに意味ありげに聞かれ、ベアトリスは自分の首元を両手で押さえる。

「これは……アルフレッド様のせいです！」

「俺のせい？」

「咄嗟のこととはいえ、こんなにはっきりと――」

　ベアトリスは顔を赤らめる。

　先ほど風呂に入るときにソフィアに「あらあら、まあまあ」と意味ありげに微笑まれて気づいたのだが、ベアトリスの首元にはしっかりとキスマークがついていた。

　心当たりはひとつ。今日のあのときにつけられたとしか考えられない。

「なんてことをしてくれるのですか！　もう、恥ずかしくって……」

「助けてやったのに、よく言う。俺がジャンの姿のときに踏み込まれたら、困ったことになるのはお前だ」

「でも、これはつける必要がなかったと思います」

　ベアトリスはちょうどキスマークをつけられた辺りを右手の人さし指で指す。

「これとは？」

　意地悪い顔で聞き返され、ベアトリスは言葉に詰まる。

「この意地悪王子！」

　顔を真っ赤にするベアトリスを見て、アルフレッドは、ははっと楽しげに笑った。










◆　第五章　お飾りの側妃、危機迫る




　離宮の一角、金鷹団の事務所にベアトリスの声が響く。

「納得いきません」

「ダメだ」

「わたくしは行きたいです」

「ダメだと言ったら、ダメだ」

　ベアトリスはぷくーっと頬を膨らませる。キッと目の前の男――ジャンを睨みつけたが、ジャンは全くその視線を意に介すことなく両腕を胸の前で組み、涼しい表情をしている。

「どうしてですか！　全部仕事はこなしているし、妃教育もしっかりと受けています。咎められるいわれはありません！」

「ダメだと言っただろう。お前はもう、ただの伯爵令嬢ではなく、王太子の寵妃なんだ。自覚を持て。これは命令だ」

　ジャンの視線が剣呑さを帯びる。その鋭い視線に、ベアトリスはびくっと怖じ気づく。

　ジャンはそんなベアトリスを一瞥すると、ふいっと視線を執務机の上に移動させた。

「ほら」

「……え？」

　ジャンから差し出された書類を見つめ、ベアトリスは目を瞬かせる。

（何かしら？）

　ベアトリスはそれを受け取り、表紙をめくる。中身は、金鷹団が最近捜査に当たった事件の記録のように見えた。

「この事件、明後日の午前中までに要約をまとめておくように」

「はあ!?」

　ベアトリスは唖然としてジャンを見る。

　城下に行きたいと申し出たベアトリスに対して、さらなる仕事を渡すとはどういう了見なのだ。要求を拒否する代わりに何か代替案を提示してくれるのかと思った自分がバカだった。

「もう下がっていいぞ」

　ジャンはいつものような横柄な態度で、用件は済んだとばかりに視線で執務室の入り口を指す。

　ベアトリスは両手の拳を握りしめ、ふるふると肩を震わせた。

「ジャン団長のわからず屋！」

　一言ジャンに文句を言うと、ベアトリスは部屋を出た。




　自分の席に戻ると、心配そうにこちらを見ていたサミュエルと目が合った。

「なんか言い争っているような声が聞こえたけど……大丈夫だった？」

「サミュエル様、聞いてください！　あの団長、鬼です。血も涙もありません！」

　ベアトリスはよくぞ聞いてくれたとばかりに、サミュエルに不満を訴える。

　実は今日、ベアトリスが楽しみにしていた本を含めた複数の新刊が発売される。王宮にある国立図書館にはいつ入荷されるかわからないし、ベアトリスは本選びの醍醐味は表紙と背表紙を眺めながら手に取り、一期一会を楽しむことにあると思っている。

　よって、離宮を抜け出してひとりでゆっくりと本屋に行きたいとジャンにお願いしに行ったのだが、結果は先ほどの通りだ。にべもなく却下された。

「団長は、ベアトリスのことを心配しているんだよ」

　サミュエルは慰めるように、ベアトリスに声をかける。

「心配？　絶対に違います。意地悪しているんです」

　ベアトリスは眉根を寄せ、首を左右に振る。心配している人間が、要望を却下されて落ち込んでいる相手にさらに仕事を押しつけたりするだろうか。

　いや、しない！

「はあ、新刊が……」

　ベアトリスは先ほどジャンに手渡された書類を読みながら、独り言ちる。

（少ない娯楽のひとつなのに。あの男のせいで！）

　そもそも、ベアトリスが王太子の寵妃だと皆に思われる原因をつくったのは、アルフレッドだ。

　偉そうな態度が脳裏によみがえり、またイラッとした。

（自分は姿をジャン団長に変えて好き勝手に動き回っているくせに、本当に頭にくるわね）

　そこまで考えて、ベアトリスはふと書類をめくる手を止める。

（姿を変える？　……そうだわ！）

　名案を思いついて、すっくと立ち上がる。辺りを見回すと、捜し人はすぐに見つかった。

「カイル様！」

「……うん」

　机に向かって黙々と何かの作業をしていたカイルは、相変わらず言葉が少ない。ベアトリスはそれを全く気にせず、カイルの席に歩み寄った。

「魔道具について教えてほしいんです」

「うん？」

「アルフレッド殿下がジャン団長に姿を変えているのって、魔道具の効果ですよね？　あの魔道具って、もうひとつないんですか？」

　アルフレッドが魔道具でジャンに姿を変えて好き勝手しているなら、ベアトリスが姿を変えて好き勝手しても何も言えないはずだ。

　ベアトリスは期待に満ちた目で、カイルを見つめる。カイルはベアトリスを見返し、小首をかしげる。

「あるよ」

「あるんですか!?」

　ダメ元で聞いたので、思わぬ答えにベアトリスは身を乗り出す。

「うん。ちょうど今朝、同じものが完成したところで――」

「それ、少しだけ貸してください！」

　なんというグッドタイミング！

　このチャンスを逃すまじと、ベアトリスは勢いよくカイルに迫る。

「うん」

「お願いです！　この通り」

「うん」

「絶対に返しますから――……って、え？」

　必死に頭を下げていたベアトリスは、驚いてカイルを見つめる。てっきり断られるとばかり思っていたのに、今『うん』と言った気が……。

「え？　貸してくださるんですか？」

「うん、いいけど？」

　カイルはなんでもないことのように頷く。

「……っ、ありがとうございます！」

　ベアトリスはパッと表情を明るくする。

（こんなに簡単に目論見が成功するなんて！）

　なんて幸先いいのだろう。これは、素敵な本を入手できること間違いない。

　カイルはごそごそと足元に置かれた箱を探り、何かを取り出した。

「はい。どうぞ」

「え？　もう用意しているんですか？」

「うん」

　カイルが差し出したのは、指輪だった。薄紫色の石が白金の土台に飾られている。

（指輪なんだ）

　ジャンがつけている魔道具は耳飾りなので、ベアトリスは意外に思う。

「これをつければ、姿を変えられるんですか？」

「うん」

　ベアトリスは、おずおずとそれを手に取ると、指に嵌めてみる。ベアトリスの体がふわっと鈍い光を発する。

　その光景を眺めていたカイルは、満足げに笑った。

「よし。成功」

「え？　成功？」

　ベアトリスは聞き返す。

（もしかして、もう姿が変わっている？）

　部屋を見回したベアトリスは、片隅に鏡が掛かっているのを見つける。鏡のほうへ行くと、おずおずと中身をのぞき込んだ。

「わあ……」

　思わず感嘆の声を上げる。

　鏡の中には、ベアトリスと同じくらいの年頃のひとりの可憐な女性が映っていた。顔の造作はベアトリスに似ているのだが、少し下がった目尻が優しげな印象だ。髪の毛は艶やかな黒色で、目は焦げ茶色をしている。

（すごい。これでは、誰もわたくしだってわからないわ）

　鏡の前で右を向き、次に左を向く。どの方向から見ても、ベアトリスには見えない。

「カイル様。これ、少しだけ借りていても？　夕方前には返しますので」

「うん」

「ありがとうございます！」

　ベアトリスは満面の笑みを浮かべ、カイルにお礼を言ったのだった。




　早速離宮を抜け出そうとベアトリスが離宮の出入り口の扉を開けると、目の前にはひとりの衛兵が立っていた。以前、手紙を届けに来たベアトリスを追い返そうとしたあの衛兵だ。

　衛兵はすぐにベアトリスに気づき、小さく会釈する。

「お出かけですか？　妃殿下」

「ええ。少し気分転換に、庭園の散歩でもしてくるわ」

「かしこまりました」

　衛兵はベアトリスのでまかせに疑問を持つこともなく、笑顔で見送る。数百メートル離れた場所で、周囲を見回して木陰に身を寄せた。

（えっと、この指輪を……）

　ポケットから指輪を取り出し、アルフレッドからもらった指輪の隣、左手の中指に嵌める。

　先ほどと同じように、体からふわっと鈍い光が放たれた。

（ちゃんと変わっているのかしら？）

　鏡がないだけに、自分の顔が変わっているのかどうかの判断がつかない。もたもたしていると、少し離れたところから話し声が聞こえてきた。

（誰か来る？）

　声のほうを振り返ると、見覚えのある女性――ベアトリスの妃教育を担当するルーモアが歩いてくるところだった。

　彼女はいつも髪の毛をひとつにまとめてお団子にしているのだが、今日は髪の毛を下ろしており、いつもと違う印象を受けた。普段の家庭教師然とした雰囲気より、だいぶ華やかに見える。

　隣にいるのは恋人だろうか。中年の渋みのある男性がエスコートしていた。

　ついつい見入っていると、彼女が視線をベアトリスに向けてばちっと目が合った。

「ごきげんよう、ルーモア先生」

　ベアトリスは咄嗟にお辞儀をする。

「ごきげんよう。……どこかで私の講義を聞いたことが？」

　ルーモアは不思議そうに小首をかしげた。その様子を見て、ハッとした。

（そっか。姿が――）

　ルーモアのこの反応を見る限り、どうやら無事に姿を変えることができているようだ。

「いえ。ただ、友人がルーモア先生の講義を聴いたことがあるので一方的に存じ上げておりました」

「まあ、そうなのね」

　ルーモアは納得したようで、口元に微笑みを浮かべた。

　一言二言の言葉を交わし立ち去ったルーモアの後ろ姿を見つめ、ベアトリスは興奮した。

「すごいわ。本当に、わたくしだって気づかれないのね！」

　ここ最近、誰かしらの貴族に遭遇するたびに『ベアトリス妃殿下！』とすり寄られて媚こびを売られ、うんざりしていた。世の中の皆が自分を知らないというのは、こんなにも解放感があることだったなんて。

　ベアトリスは両手を空に向かって大きく伸ばし、深呼吸する。今なら、どこにだって行けるような気がした。

「このまま本屋さんに行っちゃおうかしら」

　毎日くたくたになるまで頑張っているのだから、少しぐらい羽を伸ばしても許されるはず。

　ベアトリスはそう決めると、軽やかに歩きだした。

　王宮の入り口からは城下へ行くための乗り合い馬車が出ている。列に並びながらも王太子妃だとバレるのではないかと内心ひやひやしていたが、拍子抜けするほど周囲は気がつかない。

（ふふっ）

　自分だけ知っている秘密ができたような気がして、なんだが楽しくなってくる。

　馬車に揺られること十分ほどで、城下の中心街に到着した。ベアトリスは馬車を降りると、通い慣れたメインストリートを通って本屋へと向かった。

　本屋の入り口を開けると、店主をしている初老の男性が椅子に座って本を眺めているのが見えた。

「ごきげんよう」

「いらっしゃい。……おや、初めてのお客さんだね」

　ベアトリスの声に顔を上げた店主は、人のよい笑みを浮かべる。

　初めてどころか、以前は毎週のように通っていた常連だけれど、ベアトリスは「ええ。表から見えたので」と無難な答えを返す。

「どうぞごゆっくり」

　店主はそう言うと、目尻の皺を深くした。




◇　◇　◇




　物陰からそっと、本屋の様子を見る。周囲をうかがうように一度だけ周りを見回した黒髪の女性――ベアトリスは本屋の中へと消えた。

　メインストリートに面した大きなガラス窓越しに、店主と思しき初老の男性と何かを話している彼女の姿が見えた。

　会話を終えたベアトリスは本棚を眺める。すぐに一冊を本棚から抜いて手に取り、中身をぱらぱらと眺める。そしてその本をまた本棚に戻すと、別の本を手に取った。

　店主がベアトリスに声をかける。片手には一冊の本を持っていた。ベアトリスはそれを受け取ってしげしげと眺める。その表情に喜色が浮かぶのが目に見えた。

「こっちの気も知らないで――」

　ジャンはチッと舌打ちする。

　金鷹団の団長室で仕事をしていたら、サミュエルからベアトリスが見当たらないと報告を受けた。どこに行ったのかと捜し回った結果、カイルから『魔道具を貸してくれと言われたので渡した』と聞き出し、慌てて城下に捜しに来た。

　今日の午前中、ベアトリスから『城下に本を買いに行きたい』と聞いていたのですぐにここではないかとピンときたのだが、その予想は見事に的中した。

　ベアトリスにはある日突然〝お飾りの側妃〟を命じた。彼女には悪いことをしたと思っている。忙しい任務の合間に、城下くらい自由に行かせてやりたいとも。

　だが、これまでの婚約者候補の事件や先日のビショップ子爵令嬢の不可解な事件などを考えると、もう少し対策を練ってから、と思っていた。

「嬉しそうですね」

　横にいたサミュエルがぽつりとこぼす。

「ああ、そうだな」

　物陰からベアトリスを見守っていたジャンは頷いた。

　以前に本をプレゼントしたときにも思ったが、ベアトリスは新しい本に出会うと、まるで宝物を見つけた子供のような表情を見せる。

「よっぽど本が好きなんでしょうね。マーガレットからも、ベアトリスが読んでいない本を見つけるほうが難しいと聞きました」

「そのようだな。言葉も、色々な国の本を書かれたそのままの言葉で読んでみたくて、勉強したと言っていた」

　話しながらも、ジャンは視線を本屋に向ける。両手にいっぱいの本を紙袋に入れて持っているベアトリスが、満足げな表情で店から出てくるのが見えた。

「あんなに買うのか？」

　ジャンはあきれたような声を漏らす。

　遠目なので正確な数はわからないが、十冊くらいはありそうに見えた。あれを持ち歩くのは、かなり重いはずだ。

　店を出たベアトリスはメインストリートで左右を見て、しばらく考えるような仕草を見せてから馬車乗り場があるほうへと歩き始める。時々通り沿いに店を出す売り子の声に引き寄せられるように立ち止まっては、店の商品を眺めていた。

「もう帰城するつもりのようですね」

　そう言ったのは、本日ジャンに同行しているもうひとりの側近――ランスだ。

「それにしても、わざわざ団長がいらっしゃることもなかったのに。我々にお任せいただいて大丈夫でしたよ」

　ランスは肩をすくめ、ジャンを見てくる。姿を変えているとはいえ、王太子がほとんど供もつけずに市中をふらふらすることはあまりよくないと思ったのだろう。

「念のためだ」

「ベアトリスが姿を変えて市中に出る初めての日なので、念のためという意味ですか？　カイルが作った魔道具なら、何も問題なく効果を発揮すると思いますが」

「それはそうなのだが」

　ランスの諫かん言げんを聞き流しながら、ジャンはベアトリスを見つめる。

（考えすぎであればいいが……）

　過去に自分の婚約者候補達を襲った不幸――婚約目前に何かしらの事故が起きた事実が脳裏をよぎり、同じことがベアトリスにも起きるのではないかと、どうしても思ってしまう。

　ベアトリスはすでに側妃の座にいるので、これまでの婚約者候補達とは立場が違う。そうはわかっているが、嫌な想像が拭えなかった。

　視線の先にいるベアトリスはオレンジが高く積まれた露店の前に立ち、店主と何かを話していた。

　店主が包丁を取り出した。

　それを見たジャンはハッとして、腰に佩いた剣の柄を握って身構える。

　店主は手に持った包丁で、オレンジを切り始めた。カットしたオレンジを手で絞り、コップに入れていた。

「オレンジジュースか……」

　ジャンはホッと息を吐き、剣の柄を握っていた手の力を抜く。

　あの男に刺されるのではと警戒したのだが、ベアトリスがオレンジジュースを注文してそれをその場で作っているだけのようだ。

「団長、心配しすぎです。本屋に行って本を買ってくることなど、子供でもできます」

　ランスがあきれたように、肩をすくめる。

（確かに、心配しすぎだな）

　自分でもどうにかしていると思ったそのとき、ベアトリスの前に影がかかったのが視界の端に映り、ジャンはハッとする。

　見ると、ベンチに座ってジュースを飲んでいるベアトリスの前に、ひとりの男が立っていた。

　ベアトリスは男を見上げ、何やら会話をしている。

（知り合いか？　それにしては、様子がおかしいような……）

　男の身なりから判断するに、ごろつきなどではなさそうに見える。ただし、ジャンは見覚えのない顔なので、高位貴族ではなさそうだ。

　そうこうするうちにベアトリスが立ち上がる。男がベアトリスの肩に手を回そうとして、彼女にその手をはたかれた。

「あれ？　様子がおかしいですね」

　サミュエルが訝しげにそうつぶやいたときにはすでに、ジャンはその場を飛び出していた。
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（寄り道したのは失敗だったわ）

　後悔したときにはもう遅かった。

　もう何カ月も王宮から出ていなかったので、久しぶりに自由に町歩きをしたのが嬉しくてついつい寄り道してしまった。

　少し喉の渇きを覚えて、たまたま目についたドリンクスタンドでオレンジジュースを頼んだ。絞りたての新鮮ジュースを受けとって、近くのベンチに座って飲んでいたところまではよかったのだが、歓迎しない人が現れたのだ。

「俺と遊ぼうぜ」

　ベアトリスは男を見上げ、首を横に振る。

「いいえ、結構です」

「そんなこと言うなって。こんなところにひとりでいるなんて、遊び相手を探しているんだろ？　俺はこの辺りじゃちょっとした有名人なんだ」

「そうですか」

　ベアトリスは男を観察した。どこでどう有名なのかは知らないが、どうせろくでもないことだろうと予想がつく。

　一見すると小綺麗な身なりをしているが、そのしゃべり方や態度は傲慢で下品だ。舞踏会では一度も見たことがない顔なので、恐らく貴族ではなく、どこかの成金の息子だろう。

（同じ〝偉そう〟でも、アルフレッド様とは全然違うわね）

　人の品性や高潔さは、こういった些細な態度から滲み出るものなのだろう。

「わたくし、そろそろ戻らないとなりませんので」

　ベアトリスはこの場を立ち去ろうと、立ち上がる。

　馬車乗り場に向かって歩きだしたそのとき、「待てよ」と男がベアトリスの腕を掴んだ。その拍子に、持っていた本を入れた袋が地面に落ち、本が何冊か袋の中から外に飛び出した。

「あっ！」

　ベアトリスは思わず声を上げる。

「買ったばかりの大切な本なのに！」

「本なんてどうでもいいだろ。そんな小難しいもん読んでないで、俺ともっと楽しいことをしようって言っているんだ」

「嫌だって言ったの」

　ベアトリスがきっぱりと断ると、男は憤慨して顔を赤くした。

「なんだと？　人が丁寧に接してやったのに、生意気な――」

　男の手が再びベアトリスに伸びる。

「きゃっ！」

　ベアトリスは咄嗟に悲鳴を上げ、ぎゅっと目を瞑った。

　そのとき、凍てついた、けれどベアトリスにとっては安心する声が響いた。

「おい。その女に触れるな」

（え？　この声って……）

　恐る恐る目を開けると、そこには、男に短剣を突きつけるジャンがいた。

　どうしてここに？という台詞は出てこなかった。

　ジャンが、これまで一度も見たことがないくらい、凍てついた目で男を見ていたから。

　明らかに騎士の格好をしたジャンの登場に、男はうろたえたような様子を見せた。ジャンの背後から、走ってランスとサミュエルもやって来る。

「こいつを捕らえろ」

「はい」

　サミュエルが頷き、男に縄をかける。

「なんだ、お前。俺が誰だと思っているだ！」

　驚いた男が叫んだ。

「悪いが知らんな」

「俺は王都騎士団の団員にも知り合いがいる。こんなことをしてただで済むと――」

「ほう。王都騎士団の団員にね。こんな間抜けと親交があるのは誰なのか、あとでしっかりと確認しておこう」

　ジャンは冷たい視線を男に向けたまま、口元にだけ笑みを浮かべた。その全く笑っていない目に、男は怖じ気づいたように言葉をのみ込む。

「連れていけ」

「待ってくれ」

「行け」

　ジャンの命令で、男がサミュエルによって連行された。

　離宮にある私室に戻ったベアトリスは、そっとジャンのほうをうかがい見る。

　あのあと、ベアトリスはジャンによって離宮にそのまま連れ帰られた。ジャンは、帰り道もほとんど口を開かず黙り込んだままだ。

（怒ってる？　ものすごーく、怒ってる？）

　この態度、そうとしか思えない。

　そもそも、ベアトリスは城下に行きたいとジャンに申し出て、却下された。それを完全に無視して勝手に離宮を抜け出したのだから、ジャンが怒って当然だ。

（ど、どうしましょう……）

　自分でも、浅はかな行動だったと思う。

　ベアトリスはお飾りとはいえ、アルフレッドの寵妃なのだ。そんな自分に何かがあったら、大騒ぎになるのは目に見えていたのに。

「……ごめんなさい」

　ベアトリスはぎゅっと手を握る。

　ベアトリスに声をかけてきた男は比較的大きな商店のひとり息子で、横柄な態度や素行の悪さで度々トラブルを起こしていたようだ。暴力沙汰も日常茶飯事で、時には女性や子供に暴力を奮うこともあったようだ。

　大事にならなかったからよかったものの、一歩間違えば大変なことになっていたかもしれない。

「ジャ――」

　こちらを見てくれないジャンの腕に、ベアトリスは手を伸ばす。次の瞬間、力強く抱きしめられた。

「団長？」

「お前もいなくなるのかと思った」

　かすかに聞こえた声はかすれていた。

「本当に……本当にごめんなさい」

　ベアトリスは深く反省し、しゅんとして目を伏せる。

　彼女を抱きしめる力がようやく緩み、ジャンの体が少し離れた。

「とても反省しています」

「そうか」

　ジャンはベアトリスを見つめ、ふっと微笑む。

「では、勝手なことをした罰として、今抱えている資料整理の締め切りは明日までに繰り上げだ。それと、今後一カ月間、俺の許可なしの外出は一切認めない」

「……は？」

　聞き間違いだろうか。

　ベアトリスは唖然としてジャンを見る。

「何それ！　一カ月って長すぎ！　それに、明日までだなんて……せっかく買ってきた新刊を読む暇がないじゃない！」

「じゃあ、読めるように急ぐんだな」

　ジャンは表情を崩すことなく、淡々と言い放つ。すっくと立ち上がったジャンは、くるりと体の向きを変えて部屋の出口のほうに向かう。

「では、またな」

「……っ！　こっの、鬼ー！」

　ベアトリスの叫び声が離宮に響いた。




　ペンを置いたベアトリスは時計を見る。時刻は夜の八時を回っていた。

「はあ、結局こんな時間になっちゃったな」

　ベアトリスはぐったりとして息を吐く。

「お疲れさま」

　トンッと音がして、机の上にマグカップが置かれた。顔を上げると、机の前に立っているのはサミュエルだ。

「ホットミルクなんだけど、よかったらどうぞ」

「サミュエル様……。ありがとうございます」

　ベアトリスは眉尻を下げる。

　外出から戻ってきたあと、しゅんとして黙々と仕事をこなすベアトリスを気にかけてくれたのだろう。その心遣いに、迷惑をかけたことを改めて申し訳なく思った。

「今日は、申し訳ございませんでした」

「もう終わったことだし、気にしないで。次から気をつけてくれればいいから」

　サミュエルはそう言うと、少し困ったような顔をした。

「ただ、団長はかなりピリピリしているから、しばらくは行動を控えてほしいかな。ベアトリスの姿が見えないって聞くやいなや、血相を変えて捜しに飛び出していったんだから」

「団長が？」

　ベアトリスは、意外な話に驚いた。

「殿下、今も心配しているみたいなんだよね。すでにベアトリスは側妃とはいえ、これまでみたいにある日何か不幸に襲われるんじゃないかって」

「そうだったんですね……」

　先ほどジャンに抱きしめられた際に言われた言葉がよみがえる。

『お前もいなくなるのかと思った』

　かすれた声で、確かにそう言った。

「だから、気をつけて。殿下のためだと思ってさ」

「はい」

　ベアトリスが頷くと、サミュエルはホッとしたような顔をして「じゃあ、僕はそろそろ帰るね」と手を振る。

（わたくしも、戻ろうかな）

　その後ろ姿を見送ってから、ベアトリスは立ち上がる。すると、部屋の片隅でまだカイルが仕事をしているのが見えた。

（あ、そうだ）

　ベアトリスはポケットに手を入れると、今日カイルから借りた魔道具の指輪を取り出した。

「カイル様。これ、ありがとうございました」

　何かの資料を読んでいたカイルは、顔を上げる。

「ああ。それはあげる」

　カイルは差し出された指輪を一瞥し、首を横に振る。

「え？」

「だって、これはジャン団長に頼まれて、きみのために作ったものだから。これを作るために一時的にジャン団長から幻術のピアスを借りたんだけど、なかなかうまく再現できているでしょ？　この魔道具を作る上で一番大変だったポイントは――」

　カイルは堰せきを切ったように、夢中でこの魔道具の製作秘話をしゃべりだす。

　魔道具の話題なので、スイッチが入ってしまったようだ。

　ベアトリスはそのほとんどを聞き流しながら、手元の指輪を見つめた。

（わたくしのために、ジャン団長がこれを？）

　どうして？と考えて、ひとつの理由を思いつく。

「それってもしかして、わたくしが気兼ねなく外に出られるように？」

「さあ、理由は言っていなかったけど」

「そうですか」

　金鷹団の事務所を出て部屋に戻る途中も、カイルから言われた言葉がよみがえる。

　――これはジャン団長に頼まれて、きみのために作ったものだから。

「最初からそう言ってくれれば、勝手に抜け出したりしなかったのに」

　ベアトリスは独り言ちる。

（あの人、何を考えているのかよくわからないわ……）

　けれど、決してベアトリスのことをないがしろにしているわけではないことはわかった。
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　午後の王宮の執務室に、アルフレッドの不機嫌な声が響いた。

「どういうことだ。さすがに多すぎる」

　鋭い視線の先にあるのは、一枚の報告書だ。アルフレッドの前に立つ側近――サミュエルとランス、それにカイルも一様に厳しい表情をしている。

　ベアトリスが勝手に城下に抜け出した事件から一カ月経ち、謹慎期間が終わった彼女は再び城下に出るようになった。ところが、城下に出るたびに何かしらのトラブルに見舞われるのだ。

　暴漢、誘拐未遂、はたまた道路沿いの花台から鉢植えが落ちてきたというものまで、そのトラブルは様々だ。ただ、〝ベアトリスが城下に出ると何かしらのトラブルが起きる〟という点は共通していて、今日は機嫌が悪い馬が暴れたところに遭遇し、危うく馬に蹴られかけたというものだった。

「護身の魔道具をつけているからいいものの、一歩間違えば死んでいたぞ」

「事態を重く見て馬の飼い主に事情を聞いたのですが、それまではおとなしかったのに、突然不機嫌になって暴れだしたと」

　サミュエルがすかさず答える。

「周囲に怪しい者は？」

「ランスと一緒にすぐに確認しましたが、いませんでした」

　サミュエルが答えると、ランスもそれに同意するように頷く。

　アルフレッドはその答えを聞き、眉間の皺を深くした。

「こんな状況では、ベアトリスが城下に行くのはしばらく禁止だ」

　アルフレッドは深いため息を吐く。

「それでランス。以前に命じた調査はどうなっている？」

「洗い出しに全力を注いでいますが、まだ糸口を掴めていません」

　ランスは緊張の面持ちで答える。

　ベアトリスがたびたび危険に巻き込まれているのが人為的なものだとすれば、誰がなんの目的でやっているのか？

　寵妃であるベアトリスがいなくなればアルフレッドは必ず別の妃を娶る。そこに自分の娘を、と狙う貴族が糸を引く可能性があると睨んだアルフレッドは、すぐにその線で調査するようにランスに命じた。しかし、現時点で犯人と思しき人物は浮上していない。

「現時点で一番怪しいのは誰だ？」

「最も妃候補として有力視されている、セリーク公爵令嬢かと」

「セリーク公爵家か」

　アルフレッドは、立派な口髭を蓄えたセリーク公爵の顔を思い浮かべる。

（たしかに、先日開催された王宮舞踏会でも、俺に娘を紹介してきたな）

　ただ、セリーク公爵とは何度も会ったことがあるし、仕事でも絡みがあるが、そのような恐ろしいことをする男には思えなかった。

（しかし、先入観は捨てるべきだな）

　この人がこんなことをするわけがないという先入観があると、物事の真実を見誤る可能性がある。今は〝ベアトリスが亡きあと、一番の妃候補はセリーク公爵令嬢のレティシアである〟という事実だけを考えて客観視すべきだ。

「セリーク公爵令嬢を離宮に呼べ。探りを入れる」

「かしこまりました」

　ランスとサミュエルは頷くと、すぐに手配に向かう。

　その後ろ姿を見送ったあと、アルフレッドはカイルがまだ部屋の片隅に残っていることに気づいた。

「カイル。どうした？」

　不思議に思い問いかけると、カイルは険しい表情をアルフレッドに向ける。

「実はずっと気になっていたことがあって――」

「なんだ。言ってみろ」

「ベアトリス妃の周辺で異変が起きたあと、現場に行くといつも魔力の残痕のようなものをわずかに感じるんです」

「魔力の残痕？　誰か、魔力のある人間が魔道具を使って関与しているということか？」

　アルフレッドはカイルに問い返す。

　魔力の残痕は、魔道具を使ったときに現れる。

　しかし、魔道具を使えるのは魔力持ちの人間のみであり、魔力持ちの人間は極めて稀にしか生まれない。ここセルベス国で魔力持ちだと判明している人間は十人程度しかおらず、その全ては国に記録されている。

「そう思って独自に調査したのですが――」

　カイルは言葉を濁す。

「全員を洗ったところ、全ての事件に居合わせたのはベアトリスを護衛していた金鷹団の団員達だけでした」

　カイルはそれだけ言うと、黙り込む。

（どういうことだ？）

　アルフレッドは考え込む。

　考えられる可能性としてはふたつある。国が把握していない魔力持ちの人間が関与している、あるいは、金鷹団の団員が裏で糸を引いている。

　だが、金鷹団の団員は全員が王家に忠誠を誓った精鋭のみ。裏切り行為などあるはずがない。

「……そうか。では、我々が気づいていない、魔力持ちの人間がいるのかもしれないな」

　ベアトリスも魔力持ちだが、ジャンに姿を変えたアルフレッドに出会うまで、周囲はおろか本人すらそのことに気づいていなかった。同じように、わずかながら魔力を持っているが国が把握できていない人間がいる可能性はある。

　しかし、それを探し出すのは至難の業だ。

「それにもうひとつ。以前、ベアトリス妃のところに侵入したローラ嬢の件ですが、あの場所からも魔力の残痕を感じました。見知らぬ者に魔道具の腕輪を渡されたという本人の供述をもとに考えると、魅了の魔道具を持っていたのではないかと」

「魅了の？」

　アルフレッドは眉間に皺を寄せる。

「だが、あの女は魔力を持たないだろう？　それに、何者かに渡されたと本人が供述している腕輪は結局見つかっていない」

「はい。しかし、魅了の魔道具を持っていて、城の衛兵を唆して侵入したと考えれば色々と辻褄が合います。何者かが魔力を事前に込めた上で渡し、ローラ嬢が捕まったあとに回収したのではないかと」

「…………」

　アルフレッドは黙り込む。

　そんなことができる人間が、果たしているのだろうか。

　しかし、カイルの言う通り、もしそうだとすれば色々と辻褄が合う。

「状況はわかった。引き続き、調査に当たってくれ」

「はい」

　カイルは頷くと、今度こそアルフレッドの執務室をあとにする。その後ろ姿を見送りながら、アルフレッドは椅子の背もたれに体を預けた。

　自分の預かり知らないところで何かが動いている、嫌な予感がしてならなかった。




◇　◇　◇




　――アルフレッド殿下が新しい妃を迎える準備をしている。

　ベアトリスがそんな噂話を聞いたのは、偶然だった。

　その日は思ったより早く仕事が終わったので、王宮の敷地内にある国立図書館に本を借りに行ったのだ。

（えへへ。たくさん新刊が入荷されていたわ。早速読んで、時間が余ったら翻訳作業も――）

　ベアトリスは本を入れた鞄を胸に抱え、顔を綻ばせる。

（最近は城下の本屋さんも行けないからなあ）

　アルフレッドによると、最近、城下の治安が悪いそうで、あまり城下には行かないようにと言われてしまった。確かにここ最近、城下に行くといつも何かしらのトラブルに遭遇するので、アルフレッドの言うことは嘘ではないのだろう。

　アルフレッドは『欲しい物があるなら商人に持ってこさせるから言え』と言うけれど、ベアトリスは本棚に並ぶ本の背表紙を眺めながら一期一会を楽しみたいのだ。

　だから、国立図書館でこうして本を借りることができて今日は大満足だ。

　大切に本を胸に抱えご機嫌で帰ってくる最中、離宮に向かう小道の脇でメイド達が立ち話しているのに出くわした。

「今日で三回目よ」

「ええ。それも、全部アルフレッド殿下のほうからお誘いしているらしいわ。もう、セリーク公爵が大喜びだって、セリーク公爵家で働いている知り合いが言っていたわ」

「やっぱりベアトリス妃は側妃のままで、正妃はレティシア様なのかしら？」

　ベアトリスは足を止める。レティシアとはたしか、セリーク公爵令嬢の名前だ。

（アルフレッド殿下がセリーク公爵令嬢を呼び出しているの？）

　アルフレッドが誰を呼び出そうがベアトリスがとやかく言うべきことではないが、胸の内にモヤモヤしたものが広がっていくのを感じた。




　ベアトリスは離宮に戻るとすぐに、金鷹団の事務所にいたサミュエルのもとに向かった。

「サミュエル様。ジャン団長ってどちらに？」

「殿下？　今の時間は、予定されていた会合じゃないかな」

　サミュエルはきょとんとした表情で、すぐに答えた。

「そうですか。ちなみにそれは、どんな用件でどなたと？」

「え？」

　サミュエルはベアトリスの問いかけに言葉を詰まらせる。その態度でピンときた。

（さっきのメイド達の噂話、事実なのね？）

　サミュエルはアルフレッドの側近中の側近だ。そのサミュエルが事前に予定されていた会合の相手を知らないだなんて、考えにくい。十中八九、ベアトリスには言いたくない内容なのだろう。

「やっぱりいいです」

　ベアトリスがそう言うと、サミュエルは明らかにホッとした表情を見せた。

「……ベアトリス、なんか機嫌悪い？」

「いえ、いたっていつもの通りです」

　ベアトリスは首を振る。

「そうかな……？」

「そうです」

（機嫌が悪い？　今さっき本を借りてきて、機嫌はいいわ）

　それなのに――。

（なんかむしゃくしゃする……）

　なんでこんなにむしゃくしゃするのだろう。

　その理由にはなんとなく気づいていたけれど、ベアトリスは敢あえてそれに気づかないふりをして気持ちに蓋ふたをした。

（あー。なんか気分転換でもしよ）

　本を読むのでも、仕事するのでも、なんだっていい。夢中で何かをやっている最中は、嫌なことを忘れられるから。

　けれど、なんだか無性に腹が立ってきた。今日は珍しくアルフレッドから命じられた仕事が少ないと喜んでいたら、自分は美女と名高い貴族令嬢を呼び出してお楽しみだったとは。

（これって、浮気するときは急に優しくなる夫ってやつじゃない!?）

　ベアトリスはお飾りの側妃であり、アルフレッドは王太子。彼は複数の妃を娶ることが法的に許されており、誰と会おうが浮気でもなんでもないのだが、ベアトリスはそんなことも冷静に考えられないほど動揺している自分に気づかなかった。

「ちょっと出かけてきます」

「え？　どこに？」

　サミュエルが慌てたように立ち上がる。

「散歩です」

　ベアトリスはサミュエルのほうを見ることなくそれだけ言うと、金鷹団の事務所を飛び出した。




「さて。どこに行こうかな……」

　王宮の庭園で、ベアトリスは周囲を見回す。そのとき、「ベアトリスさん」と背後から呼びかける声がした。

　ベアトリスは振り返る。

「ランス様？」

　そこには、ランスがいた。

「どうしたのですか？」

　ベアトリスは体の向きを変え、ランスのもとへ歩み寄る。

　ベアトリスの中で、ランスを一言で表すと〝真面目で落ち着いている〟だ。ベアトリスと違って、仕事中に息抜きをしに外に出ることなど、見たことがなかった。

　仕事で、どこかに向かっているところかもしれないと思った。

「ベアトリスさんの様子がおかしいと聞いて、追いかけてきました。私でよければお付き合いしますよ」

「わたくしを追いかけて？」

　先ほどのサミュエルとのやり取りを聞いていたのだろうか。見苦しいところを見せたと、ベアトリスは恥ずかしく思った。

「どうかしましたか？」

「いえ、大したことではないのですが、自分の中でもやもやすることがあって――」

　ベアトリスは言葉を濁す。

　さすがに、お飾り側妃の分際で『殿下が別の令嬢を頻繁に呼び出しているのが気に入らない』とは言えなかった。ベアトリスの様子をじっと見ていたランスは、ふむと頷く。

「では、息抜きに城下にでも行きますか？」

「え？　いいのですか？」

　城下に行くことはアルフレッドから禁止されていたはず。

「はい。私がいれば」

　ランスは人さし指を自分の口元に持ってきて、秘密だよ、とポーズする。ベアトリスはその様子を見て、くすっと笑った。

（ランス様、相変わらず優しいなあ）

「では、お言葉に甘えて」

　ベアトリスはランスがエスコートのために差し出した手に、自分の手を重ねた。




　ベアトリスの希望で、ふたりはまず本屋に向かい、その後はぶらぶらと町歩きをする。

「あれ、美お味いしそう」

「食べてみますか？」

　道沿いで売られているフルーツに目を奪われたベアトリスに気づき、ランスがすかさず聞いてくる。

「いいのですか？」

「もちろん」

　ランスはその店の前で立ち止まる。硬貨と引き換えにカップに入ったブドウを受け取ると、それをベアトリスに手渡した。ベアトリスはおずおずとそれを一粒、口に入れる。

「美味しい……」

「それはよかったです」

　ランスはにこりと微笑む。

「せっかくなので、郊外にも足を伸ばしますか？」

「はい。ぜひ！」

　ベアトリスは目を輝かせて頷く。

　郊外に行くことは滅多にないし、今日のこの機会を逃すとしばらくは行けないだろう。

「では、変装しましょう。郊外ではこの格好は目立つ」

　ランスはパチンとウインクすると、ちょうど目の前にあった衣料品屋に入る。ふたりして庶民向けの服に着替えると、いつもと違う日常が始まる気がしてわくわくしてくるのを感じた。

「馬車を呼んでくるので、少し待ってください」

「はい」

　頷きながらも、ベアトリスは周囲を見回した。

（辻馬車ならたくさんあるけど……）

　お気に入りの馬車があるのかもしれないと待ったところで、「来ましたよ」とランスがベアトリスに声をかける。ベアトリスはその馬車を見て、目を瞬かせた。

　随分と質素……、よく言えば庶民的、悪く言えばボロボロだったのだ。

「今日はお忍びなので、馬車もお忍びのほうがいいかと思いまして」

「なるほど！」

　ベアトリスはぽんと胸の前で手を打つ。

「ああ、そうだ。その指輪も目立つから、外しておいたほうがいい」

「これですか？」

　ベアトリスは自分の手を見る。以前、アルフレッドから贈られたローズ・クォーツの魔道具の指輪が嵌まっている。

「確かにそうですね」

「なくさないように、預かってあげますよ」

「ありがとうございます」

　ランスはベアトリスから指輪を受け取り、それをポケットにしまった。

　馬車は見た目通り、あまり乗り心地がいいものではなかった。揺られながら、ベアトリスは外を眺める。

　建物が建ち並び人々が行き交う景色は、いつの間にか田園風景へと変わる。何かの穀物が道路沿いに実っているのが、緑の絨じゅう毯たんのように見えた。

「ランス様、今日はお心遣いありがとうございます」

「いえ、礼には及びません。最後ですし、好きなことを自由になさるのがよいかと」

（最後？）

　その言い方に、引っかかりを覚えた。

「ランス様は金鷹団を退団なさるのですか？」

「いいえ。今のところ、その予定はありませんが」

　ランスは首を横に振る。

「そうですか」

　最後と言うので、てっきり金鷹団を去るのかと思ったけれど違ったらしい。

（じゃあ、最後ってどういう意味かしら？）

　考えていると、ランスが口を開く。

「アルフレッド殿下に仕えるようになったのは、私がまだ十五歳の頃でした。あのときはまだ両親と妹も健在だった」

　突然始まったランスの昔語りにやや唐突感を覚えながらも、ベアトリスは「へえ。長い付き合いなのですね」と相づちを打つ。

「ええ。アルフレッド殿下は私よりひとつ年下でしたが、年下とは思えないほど当時から聡明でした。周囲の状況に常に目を光らせ、判断も的確で速い。だから私は、妹が婚約者候補になったと聞いたとき本当に喜びました。幼いながらも妹はアルフレッド殿下を慕っていたし、アルフレッド殿下も妹を大切にしてくださっていました」

「え？　婚約者候補？」

　今の話だと、ランスの亡くなった妹は元々アルフレッドの婚約者候補だったのだろうか？

　たしか、アルフレッドには過去に三人の婚約者候補がいたはずだ。そして、その全員が不幸な事故で亡くなったと聞いたことがある。

（最初の婚約者候補は、ランス様の妹君だったのね）

　ランスからも、彼にはベアトリスと同じ年頃の妹がいたと聞いたことがあったと思い出す。

「……自慢の妹さんだったのですね」

　ベアトリスはどう答えていいかわからず、無難な言葉を返す。

「ええ。本当に。美しくて、聡明で、優しくて、自慢の妹だった。未来の王妃にふさわしいね」

「……ランス様？」

　言い方に棘を感じ、ベアトリスは困惑する。

「殿下は妹が亡くなったとき、ひどくショックを受けた。そして、その後五年間、婚約者を決めずにいた。なのに……二十歳になられたとき、そろそろ婚約者を決めたいなどと言いだした」

「それは、仕方がないことではないでしょうか？」

　アルフレッドは王太子だ。彼には、自分の次の王となる世継ぎを作る義務がある。それに、妃を迎えるのがあまり遅くなると、政治的な紛争の種になりかねないのだ。

「仕方がない？　とんでもない考えだ。殿下は独身を貫くべきです。なぜなら、殿下の隣に立つにふさわしい女性は私の妹しかいないのだから。彼女の亡きあと、他の人間に代わりを務めることなどできません」

「それは――」

　間違っているわ。

　ベアトリスはそう思った。

　ランスの妹は彼が言う通り、きっととても素晴らしい女性だったのだろう。けれど、彼女が亡くなったからアルフレッドに独身を貫けというのは筋が違う。

「だから、ベアトリスさんもそろそろ殿下の前から消えてください。最近の殿下は、あなたのことを買い被っているきらいがある。このまま行くと、将来は正妃にするなどと言いかねない」

「え？」

「話は私がなんとか通しておきましょう。こんなのはどうですか？　ある日突然殿下に見初められたベアトリスさんはなんとか側妃として頑張ってきたものの、段々と妃教育の重圧に耐えきれなくなった。ある日ぷっつりと緊張の糸が切れてしまい、身を引かせてほしいと行方をくらました――」

『消えてください』と言われ、頭が真っ白になった。そして、ずっと優しい青年だとしか思わなかった目の前の男性が急に恐ろしくなる。

「……あなたがやったの？」

「何をですか？」

「ふたりの婚約者候補よ！　殿下にはこれまで三人の婚約者候補がいた。妹さん以外のふたりは、あなたが殺したのね？」

「ああ、あのふたり」

　ランスは思い出したようにぽんと手を叩く。

「婚約者候補を辞退するようにとお勧めしたのですが、ご納得されなかったので、仕方がなかったのです」

「仕方がなかったって――」

　自分の声が震えてくるのがわかった。

　あまりに身勝手な言い分への怒りで、冷静でいるのが難しくなる。

「そんなこと、許されるわけがないでしょう！」

「許し？　そんなものは必要ありませんよ。いずれ、時がくれば皆が私に感謝する。愚者が王妃に収まるのを未然に阻止したのですから。称賛はされども、批判されるいわれはありません。それに、殿下は妹のものです。泥棒猫を野放しにするわけにはいきません」

　ランスはにこりと微笑んだ。

（この人、狂っているわ）

　恐怖で体が震えそうになる自分を、ベアトリスは必死に叱咤する。

「もしもわたくしが、アルフレッド殿下のもとを去るのは嫌だ、って言ったら？」

　挑むようにランスを睨みつけると、彼は肩をすくめる。

「皆さんそうおっしゃいます。仕方がありませんので、無理やりにでもそうしていただくまでですね」

　そこまで言うとランスは朗らかに笑う。

「安心してください。綺麗なままでご自宅にお戻ししますよ」

　心底恐ろしさを感じた。こんなことを、笑いながら言うなんて。

（逃げなきゃ――）

　ベアトリスは咄嗟に馬車のドアに手をかける。しかし、外を見て怖じ気づいた。馬車はいつの間にか、崖沿いを走っていた。勢いよく走るこの馬車から飛び降りれば、ただでは済まないだろう。最悪この崖から転落して命を落とすことになる。

（指輪……）

　ベアトリスは唇を噛む。

　どうしてさっき、アルフレッドから贈られた指輪をランスに預けてしまったのだろう。防御術がかけられたあの指輪があれば、最悪の事態は避けられるかもしれないのに。

「馬車を止めて！」

「それはできません。ベアトリスさんには、できるだけ殿下から離れていただかなければなりませんから」

「……っ！　助けて！」

　誰も助けに来てくれるわけはない。けれど、この声に御者が気づいて馬車を止めてくれれば。

　そんな一いち縷るの望みは、ランスにはお見通しだったようだ。

「無駄ですよ。この馬車は、我がブラットン侯爵家のものですから」

　ベアトリスは、目の前が絶望に染まるのを感じた。

◇　◇　◇




　アルフレッドがベアトリスの姿が見えないという知らせを受けたのは、セリーク公爵を含めたレティシアとの茶会の最中だった。

　いわゆる〝深窓の令嬢〟であるレティシアは評価通りの美人であり、所作も洗練されていて美しい。

　アルフレッドはつぶさにセリーク公爵と彼女を観察する。もしもセリーク公爵家がベアトリスへの不審な事件に関与しているのならば、なんらかのボロが出るのではないかと思ったのだ。

　過去二回、レティシアとふたりで茶会をしたが、何も怪しい点はなかった。となると娘は何も知らず、父親が糸を引いている可能性もあると思い、今回は父親も呼んだのだが思ったような反応は得られない。

（セリーク公爵家はシロか）

　そう思いかけたそのとき、部屋のドアをノックする音が聞こえた。

「何事だ。今は来客中だぞ」

　控えろと訪問者を睨むと、そこに立っていたのは自身の腹心であるサミュエルとカイルだった。

「殿下、至急の用件が」

　そう囁いたサミュエルの顔色は悪く、すぐにただ事ではないとわかった。

　アルフレッドは目配せするといったん離席して、詳しい話を聞くことにした。

「突然、どうした」

　隣の部屋に移動したアルフレッドは、サミュエルとカイルを睨みつける。

「ベアトリスがいなくなりました」

「何？」

「連れ出されました」

　頭が真っ白になった。

「どういうことだ！」

　思わず声を荒らげて、サミュエルに聞き返す。

　ベアトリスの周辺に色々と不可解なことが起きていると感じたアルフレッドはカイルに命じ、ベアトリスの指輪に様々な加護を追加で付与していた。その中には、王宮を勝手に抜け出そうとすれば反応するような力もあったのだが、それをすり抜けたのだという。

　ただ、抜け出すときにわずかに魔道具が反応したことにカイルが気づき、事態が判明した。

「カイルの魔道具の力を一時的に封じることができる者が連れ出した？　そんなバカな」

　そんな人間はいないはずだ。そもそもこの国に魔術を使える人間はほとんどおらず、特に力が強い者は全員が金鷹団に所属している。

　そこまで考えて、アルフレッドは唇を噛む。

（……やはり、金鷹団の人間なのか？）

　金鷹団に所属し、カイルの魔道具の力を一時的に封じられるほど魔術に秀でていて、今この場にいない人間――。

「ランスはどこだ？」

「ランスは体調不良とのことで、午後は帰宅しました」

「すぐに連絡を取れ！」

　カイルが慌てたように耳元の通信の魔道具に触れる。しかし、すぐに首を振った。

「反応がありません」

「くそっ！　ブラットン侯爵家のタウンハウスに行く」

　アルフレッドは身を翻し、厩舎へと走り出した。慌てたように、サミュエルとカイルもあとを追いかける。

　そうして向かったブラットン侯爵家のタウンハウスの目前で、アルフレッドはふと前から走ってくる馬車に違和感を覚えた。

（ブラットン侯爵家から出てきた？　随分と古い馬車だな）

　それは、庶民が使うにしても〝やや古びている〟と言わざるを得ないような馬車だった。なぜこのような馬車がブラットン侯爵家から出てきたのか不思議に思いながらも、アルフレッドはブラットン侯爵家に向かった。




　突然のアルフレッドの訪問に、ブラットン侯爵家の執事は大慌てで現れた。

「これは殿下。いかがなされましたか？」

「ランスに会いたい」

「ランス様は体調不良で――」

　目を泳がせる執事の態度に、アルフレッドはすぐに彼が嘘をついていると見抜いた。腰から剣を引き抜くと、真っすぐに執事に向ける。執事の鼻先から、ツーッと血がしたたり落ちた。

「俺に嘘を言うとはいい度胸だな。次は鼻をそぎ落とすぞ。その次は、首だな」

　凍りつくような冷ややかな視線を浴び、アルフレッドが冗談で言っているのではないと悟った執事は震え上がる。

「申し訳ございません。旦那様は町歩き中とのことで、先ほど馬車を寄越すようにと」

　執事がその場にしゃがみ込んで、土下座をする。

「馬車？」

　そう聞いて、さっきの古びた馬車だと悟った。

「どこに手配した？」

「大通りのマガヌ広場です」

「マガヌ広場か。行くぞ！」

　アルフレッドはカイルとサミュエルにそう命じると、すぐにその場を飛び出した。

　馬を走らせながらも、気持ちは急く。

「サミュエル。全王都騎士団に、先ほどの古びた馬車を捜すように命じろ」

「はい！」

　隣を馬車で走るサミュエルが頷く。すぐに金鷹団の部下達に、その命令を伝達するように魔道具で連絡を取り始めた。

　目的のマガヌ広場には多くの人がいたが、捜していた馬車は見当たらなかった。

「くそっ、どこだ」

　アルフレッドは周囲を見回す。そのとき、サミュエルがアルフレッドに呼びかける。

「殿下。北街道を郊外に走る、それらしき馬車の目撃情報がありました」

「北街道か。行くぞ」

「はい」

　アルフレッドは、すぐに馬を操り北へと向かう。一分一秒が、永遠のように感じられた。




◇　◇　◇




　ベアトリスの目の前には、美しい景色が広がっていた。

　遥か遠くには、セルベス国の王都の町並みが広がっているのが見える。小高い丘にそびえ立つのは、普段ベアトリスが過ごしている王宮だ。

（あんなに遠くに……）

　壮大な景色を前に湧き上がるのは絶望だった。

　ベアトリスは唇を噛む。

　そこに見えているけれど、この距離を歩いて戻るのは到底無理だろう。

「ここは、景色がいいでしょう？」

　横にいるランスが、景色を眺めながら目を細める。

「妹が好きで、よく訪れました」

「わたくしを、どうする気？　この崖から落とすの？」

　ベアトリスはランスを睨みつける。

「先ほど言ったはずです。自分で去っていただくか、さもなくば……。いずれにせよ、あそこには戻れません。これが見納めです」

　景色を眺めていたランスは、ベアトリスに視線を移す。

「ご自分で去る気になりましたか？」

「誰が！　このシスコン！」

　叫んだ瞬間に、頬に鋭い痛みが走ってベアトリスは体ごと地面に叩きつけられた。

「口を慎め。妹は世界一美しく、聡明だった」

　憎悪を隠さずに向けてくるランスに、ベアトリスは一種の狂気じみたものを感じた。

　ランスの両手が伸びてきて、ベアトリスの首を掴む。

「うぐっ」

　必死にその手を外そうともがくが、力の差があり全く緩まない。

（苦しい……）

　自分もここで死ぬのだろうか。

『お前もいなくなるのかと思った』

　アルフレッドのかすれた声が脳裏によみがえる。

（死ねないわ）

　さっき、ランスはポケットにベアトリスの宝凜の指輪をしまっていた。それさえ取り戻せば――。

　ベアトリスは片手でランスのポケットの辺りをまさぐる。布越しに、固い物が指先に触れた。

（これをなんとか）

　焦って冷静な動きができない。そうこうする間も息が苦しくて、意識が遠のいてゆく。

「ベアティ！」

　どこかで自分を呼ぶ声がした。

（幻聴が聞こえてきたわ）

　もう、自分は死ぬのだろうか。

（アルフレッド様、助けて……）

　死を目前にして脳裏に浮かんだのは、いつものように少し意地悪な笑みを浮かべてベアトリスを見つめる、アルフレッドの顔だった。

　そのとき、もう一度「ベアティ！」と声がして首の苦しさが消える。

「大丈夫か!?」

　抱き上げられ、ぎゅっと抱きしめられる。ベアトリスは薄らと目を開けた。

（……団長？）

　それは、ジャンの姿をしているが、紛れもなくアルフレッドだった。

（なんでここに？）

　死ぬ前に、都合のいい幻が見えているのだろうか。いつもベアトリスに危機が迫ると、ジャンの姿をしたアルフレッドが助けに来てくれるから。

（最後に会えて嬉しい）

　幻でも、彼がこうして助けに来て自分を抱きしめてくれることが、嬉しかった。緊張の糸が切れたように、ベアトリスは再び目を閉じる。

「おい、しっかりしろ！」

　頬に軽い痛みが走る。

　ジャンがベアトリスの頬を軽く叩いたのだ。

（あれ、幻じゃない？）

　ベアトリスは今度こそパチッと目を開ける。

　最初に目に入ったのは、心配そうにベアトリスの顔をのぞき込んでいるジャンの顔。そして、ジャンの後ろにはサミュエルの姿も見える。

　意識がはっきりすると急に苦しさがよみがえり、一気に咳き込んだ。

　ジャンはそんなベアトリスを片腕に抱いたまま、ランスを睨みつける。

「ランス。お前、どういうつもりだ？」

「どういうつもりだも何も、ここにいらしたということは、殿下はすでに全てをご存じなのでしょう？」

「お前がこれまでの婚約者候補ふたりを殺し、先日もビショップ子爵令嬢に魔道具を渡したのか！」

　怒りに満ちた目で睨み据えるジャンを、ランスは困ったように見返す。

「私は殿下の道を正していただけなのですが、ご理解いただけなくて残念です」

「理解できるわけがないだろう！」

　ランスはジャンを見返し、悲しげな表情を浮かべる。

「残念でなりません。……ここでお別れです。殿下」

　ランスは一歩、あとずさりする。ハッとしたジャンが、慌てて手を伸ばした。

「ランス、よせ！」

　それは、一瞬のことだった。

「ランス！」

　ジャンが伸ばした手が、空くうをかく。

　ランスの体が後ろに傾き、空そらを舞った。










◆　第六章　お飾りの側妃は離縁を決意する




　書類をめくる、ぱらりという音が金鷹団の事務所に響く。

「うん、これで終わりかな」

　ベアトリスは今まとめたばかりの報告書を見つめ、大きく伸びをする。

　――ドーン！

　突如、建物を下から突き上げるような衝撃と共に、大きな爆発音が響くのが聞こえた。

「な、なんの音？」

（ものすごい爆発音が聞こえたけれど、大丈夫かしら）

　びっくりしてベアトリスが立ち上がると、「あー、これはね」と近くにいたサミュエルが口を開いた。

「たぶん、カイルがなんかの実験でへました音だと思うよ」

「カイル様が？」

「うん。魔道具作る実験をしているときに、こういうことが時々あるんだよね。今回は派手だね。また建物の壁が壊れていないといいけど」

　サミュエルは苦笑いする。

「壁が壊れる……」

　念のため言っておくが、ここは王宮の敷地内にある、王太子アルフレッドが所有する彼のための離宮である。

　その離宮の壁を、へまで破壊する？

　普通の人が聞いたら卒倒してしまいそうだが、サミュエルのこの様子から判断するに、さほど珍しいことでもないようだ。

「前回は廊下側の壁に人が通れるくらい大きな穴を開けちゃって、ランスがすごく怒ってさ――」

　サミュエルはそこまで言うと、ハッとしたような顔をして口を噤つぐんだ。

「……ごめん。配慮が足りなかった」

「いえ、大丈夫です」

　ベアトリスは首を振る。

　あの事件のあと、金鷹団は上を下への大騒ぎになった。なにせ、王太子アルフレッドの直轄精鋭部隊の中でも側近中の側近であるランスが、実はこれまで二度も王太子の婚約者候補を殺あやめ、さらに今回は側妃に手をかけようとしていたのだから。

　しかも動機は『アルフレッドにふさわしいのは妹しかいないから』という周囲には到底理解しがたいものだった。

　過去の事件も少しずつ明らかになっているが、被害に遭った令嬢達の無念を思うと身を引き裂かれる思いだ。

　亡くなったランスに跡取りもいなかったことから、今回の件でブラットン侯爵家は取りつぶしになると聞いている。

「ところでベアトリス。これ」

「ん？　手紙？」

　ベアトリスはサミュエルが差し出してきたものを受け取る。

（誰かしら？）

　ベアトリスはそれを裏返して差出人を確認する。

「これは……ブルーノ様から？」

　手紙の差出人の欄には、懐かしい人の名前があった。ベアトリスの元婚約者であるブルーノ＝コールマンだ。

「うん。渡すか迷ったんだけど、ベアトリス宛の手紙を勝手に捨てたらまずいかと思ってさ」

「お気遣いありがとうございます」

　ベアトリスはお礼を言う。けれど、この手紙に心当たりは全くなかった。

（なんの用かしら？）

　王宮舞踏会で衆人環視の中婚約破棄をされるという暴挙をされて以来、ブルーノから手紙が届いたことなど一度もなかった。ベアトリスは訝しく思いながらも手紙の封を切る。

　中から取り出した便箋を開き、文面を目で追う。

　そこに書かれていたのは、会って話したいことがあるので王宮の庭園に来てほしいという内容だった。指定された時間は今日の午後四時だ。

「今日の午後四時？」

　ベアトリスは時計を見る。

「もう過ぎているじゃない！」

　時計は、午後四時半を指していた。もしかすると、ブルーノがこの手紙を出してからここに届くまでのどこかで配達が遅れてしまったのかもしれない。

（どうしよう）

　手紙が届くのが遅れたから行かなかったと言えば済む話だし、あんなことをしでかしたブルーノの願い事をベアトリスが聞く義理もない。

（でも、もしかすると待ちぼうけしているかも？）

　ブルーノとまだ婚約者としてうまくいっていた頃、一度だけベアトリスが約束の時間を勘違いして待ち合わせをすっぽかすという非礼をしたことがある。

　そのとき、ブルーノは何時間も根気強くベアトリスを待ち、何かあったのではないかと心配して彼女の家に使いまで出してきた。そういう気遣いができる男性だっただけに、あの婚約破棄は本当にベアトリスにとって衝撃だったのだ。

　そのときと今回とではだいぶ事情も違うが、待っていたとしても不思議ではない。

（仕方がないわね）

　ベアトリスはすっくと立ち上がる。

「行くの？」

　机越しに手紙をのぞき込んでいたサミュエルがベアトリスを見る。

「はい。もういらっしゃらないとは思いますが、念のためです」

「念のため、護衛は付けてね」

「はい。わかりました」

　ベアトリスは風よけのショールを肩に掛けると、護衛の騎士を伴い離宮を出た。




　庭園にある指定のガゼボまでは、十分ほどで到着した。

（さすがに、もういないか）

　ガゼボには人影がなさそうに見えた。ベアトリスはガゼボまで行き確認したが、やはり人はいない。

　ふと見上げると、空が茜あかね色いろに染まり始めていた。

（綺麗……）

　ベアトリスは空を見上げ、目を細める。

　ブルーノには会えなかったけれど、散歩に来たと思えば悪くない。夕焼けに見惚れていると、かさっと背後から足音がした。

「ベアトリス」

「え？」

　ベアトリスは振り返る。

「ブルーノ様」

　そこには、元婚約者のブルーノがいた。

　ローラのことで心労がたたったのだろうか。その目元にはくまが見える。

「突然呼び出してくるなど、どうされたのですか？」

　ベアトリスは尋ねる。

　突然ブルーノから手紙をもらってここまで来たものの、なんの話なのかさっぱり予想がつかない。

「あん……ま……い」

「え？」

　ブルーノの声が小さく、よく聞き取れなかった。

　ベアトリスは耳元に手を当て、聞き返す。

「あんなことをして、すまなかった」

「あんなこと？」

「王宮舞踏会で――」

　ブルーノはそれだけ言うと、唇を噛みしめて拳を握る。

「ローラが言っていることを真に受けてしまって――。今回の件で、父上にひどく怒られた。事実をしっかり確認せずに、とんでもないことをしでかしたと」

　ふたりの間に沈黙が流れる。

　その空気を破ったのは、ベアトリスのほうだった。

「今さらですわ」

　突き放した言い方に、ブルーノはびくっと肩を揺らす。

「『謝ってくださってありがとう。悪いのはランス様、それにローラです。ブルーノ様はお気になさらないで』とでも言うと思いましたか？　わたくしがあのあと、どんな目に遭ったと思います？　そんな一言で済ませられると？」

　ベアトリスは悲しげに首を横に振る。

　その言葉を、あの婚約破棄の翌日に言ってくれたのならば、また状況は違ったかもしれない。けれど、今さらそんなことを言われても遅すぎる。

『ベアトリス＝コーベットは婚約者の気持ちを奪われたことで嫉妬に駆られて友人をいじめ、それが婚約者本人にばれて婚約破棄された惨めな性悪令嬢である』という噂が流れたせいで、ベアトリスは婚約者探しが難航し、王太子の仮初め寵妃というおかしな役目を引き受けることになった。

　挙げ句の果てに、先日は殺されかけたのだ。

　金鷹団の補佐官の仕事はベアトリスの性格にはとても合っているけれど、それとこれとは話が別だ。

　ベアトリスがその場を立ち去ろうとしたそのとき、ブルーノが「待って！」とベアトリスの左手首を掴んだ。

　護衛の騎士が動こうとしたので、ベアトリスはそれを制止する。左手の薬指に嵌めた宝凜の指輪が反応しないところを見るに、ブルーノにベアトリスを害そうという意図はないはずだ。

「まだ何か？」

「アルフレッド殿下は正妃を迎えられるともっぱらの噂だ。ベアトリスは、それでいいのか？」

「なんですって？」

　ベアトリスは目を眇める。そんな話は初耳だった。

（もしかして、セリーク公爵令嬢のレティシア様？）

　頻回に会っているという噂も聞いたし、それ以外の相手は考えられない。

　これまでは婚約者候補が次々と不慮の事故に見舞われて話が流れていたが、その心配がなくなったので正妃を迎えることにしたのだろうか。

　ベアトリスは右手を胸に当てる。

　ズキッと痛みを感じたが、それを無視してブルーノを見つめた。

「それがなんだって言うの？　あなたには何も関係ないことだわ」

「ベアトリス！　俺は……」

「ブルーノ様。わたくしはもう、あなたの婚約者ではありません」

　ベアトリスは左手首を掴んでいるブルーノの手を振り払うと、近くに控えていた護衛の騎士に「彼を王宮の外にお連れして」と命じる。

　ブルーノの顔に、絶望の色が浮かんだ。

「さようなら」

　ベアトリスはそれだけ言うと、くるりと向きを変えて離宮のほうへと歩き始める。

「ベアティ」

　ひとり足早に庭園の小道を歩いていると、自分を呼びかける声がした。

「え？」

　ハッとして声のほうを見ると、木に背を預けてジャンが立っていた。

「団長。どうしてここに？」

　そう聞いたけれど、すぐにサミュエルから話を聞いたのだろうと気づいた。ブルーノから来た手紙を開けたとき、彼の側近であるサミュエルも一緒に内容を見たのだから。

「大丈夫か？」

「大丈夫？　それは、わたくしが傷ついていないかという意味ですか？」

　ベアトリスは自嘲気味に笑う。

　ジャンはきっと、護衛がいるとわかっていながらも心配して駆けつけ、少し離れた場所からベアトリスとブルーノの様子を全部見ていたのだろう。魔道具を使って会話の内容も聞いていたかもしれない。

「大丈夫ですわ。だって、とっくのとうに終わったことですもの」

「そうか」

　ジャンがふっと笑う。

「気分転換に、少し散歩でもしていくか？　温室ではバラが見頃を迎えているようだ」

「いいのですか？」

「ああ」

　ジャンは軽く頷くと、歩き始める。ベアトリスは慌ててそのあとを追った。

「わあ、綺麗……」

　王宮の庭園の一角に温室があることは知っていたが、今まで一度も入ったことはなかった。

　初めて足を踏み入れた温室には、色とりどりのバラが咲き乱れていた。ベアトリスは黄色のバラに顔を寄せる。ほのかにフローラルな香りが鼻孔をくすぐった。

（いい匂い）

　バラの匂いは好きだ。この香りに包まれるだけで、優雅な気分になれるから。

　まだ両親が健在だった頃、家族でバラ園に出かけたのはいい思い出だ。

「次々と花に顔を寄せて、まるでミツバチのようだな」

「だ、誰がミツバチですか！」

　人を虫に例えるだなんて！

　恥ずかしくなって顔を赤くしたベアトリスがすかさず言い返すと、ジャンはくくっと肩を揺らした。

「冗談だ。好きなだけ嗅ぐといい。ここには俺達しか来ない。王族専用だからな」

　意外なことに、その表情は優しげだった。

　いつものように意地悪な顔をしていると思っていたので、調子が狂う。

「先ほどのコールマン侯爵家の息子だが――」

「コールマン侯爵家の息子？　ブルーノ様のことですか？」

「ああ」

　ジャンは頷く。

「ビショップ子爵令嬢に唆されて王宮舞踏会で婚約破棄をしでかした上に、その理由が全て作り話。さらに、その婚約破棄の相手が今や俺の寵妃になり結果としてコールマン侯爵家への王家からの心証を悪くした。父親である侯爵の逆げき鱗りんに触れたようだ」

「それはそうでしょうね」

　ベアトリスは頷く。

　そもそも、王宮舞踏会で婚約破棄をするということ自体がホストである王家の顔に泥を塗る行為であり、大変な不敬だ。それに加えて、婚約破棄の相手であるベアトリスは今や対外的には王太子アルフレッドの寵妃。

　ブルーノの父親であるコールマン侯爵は、息子のしでかした所業に泡を食ったことだろう。

「爵位は次男に継承させると、報告があった」

「……そうですか」

　貴族の家門は代々、その家で持っている爵位を男性子孫に継承させて存続する。まれにふたつ以上の爵位を持っている家門もあるが、ブルーノの実家であるコールマン侯爵家はひとつしか持っていなかったはずだ。

　つまり、ブルーノはこの先、どこか跡取り息子のいない家門の貴族令嬢のもとに婿入りしない限り、貴族ではなくなる。だが、これだけのことをしでかしたブルーノを婿に迎えたいという奇特な家は現れないだろう。

（だから、今さら連絡してきたのね）

　自業自得とはいえ、幼い頃から彼を知っているだけに胸の内に苦いものが湧き上がる。

　やるせない気持ちになり目を伏せると、ジャンの手が伸びてきてベアトリスの左手を持ち上げた。

「どうしたのですか？」

　突然左手を持ち上げられ、ベアトリスは顔を上げる。

　ジャンは少しだけ身を屈ませると、その手首の内側にキスをした。

「なっ」

　何をなさるのですか！という言葉はびっくりしすぎて最後まで出てこなかった。

「お前は俺の寵妃なのだから、他の男のことは考えるな。誰にも触れさせるな」

「え……？」

　言い返そうとしたが、こちらを見つめるジャンの瞳が真剣で、胸がドキンと跳ねた。

　ベアトリスは咄嗟にあとずさり、すぐ横にあったバラのほうに顔を向ける。

「わあ。これも綺麗ですね！」

　動揺を隠すように元気よく言った言葉が、不自然に聞こえてなければいいけれど。

　ちょうど目の前にあるのはオレンジ色のバラだった。視界の端に、ジャンの視線を感じる。

「気に入ったなら、あとで部屋に届けさせよう」

　ジャンがまた、ふっと笑った。

（どうしたのかしら、わたくし。さっきから胸がおかしい）

　ジャンの些細な表情の変化で、動揺してしまう。

　ベアトリスは気持ちを落ち着かせようと深呼吸する。鼻から深く息を吸うと、バラの香りに包み込まれる。

（ここは王族専用って言っていたかしら？）

　さっき、ジャンはそう言っていた。

　ふと、先ほどブルーノから言われた言葉が脳裏によみがえる。

『アルフレッド殿下は正妃を迎えられるともっぱらの噂だ』

　ブルーノはコールマン侯爵家の嫡男だった。彼の父親は王宮の中枢部に出入りしており、この情報はある程度確度が高いのだろう。

（正妃を迎えられたら、その方のこともここに連れていらっしゃるのかしら？）

　アルフレッドは正妃を連れてここを歩き、時に花を愛めでたり微笑み合ったりする？

（なんだろう。モヤモヤする）

　ベアトリスは胸に手を当てる。

　この気持ちの正体はなんとなく気づいているけれど、決してそれを認めてはならない。だって、ベアトリスは契約で雇われたお飾りの側妃なのだから。

（さっきだって〝寵妃〟だなんて言って、本当に勝手なんだから）

　ベアトリスはあくまでも、お飾りの側妃なのに。あんなふうに嫉妬するような態度を見せられると、実は本当に愛されているのではないかと勘違いしそうになる。

「まだここにいるか？」

「少ししたら、離宮に戻ります。仕事も残っているので」

「それはまずいな。期限は延ばさないぞ」

「はあ？　そこは『無理はするな』って言う場面でしょ！」

　ベアトリスは思わず、ジャンに言い返す。

　ジャンはベアトリスの反応を面白がるように、口角を上げた。

「何がおかしいんですか？」

　ベアトリスはジトッとジャンを睨む。

「いつもの元気が出たな」

「……え？」

「さっさと歩け。そんなにのろまだと、今夜は徹夜することになるぞ」

「なっ！」

　絶句するベアトリスを見て、ジャンはいつものような意地の悪い顔をする。そして、前をスタスタと歩いていってしまった。

　ベアトリスはその後ろ姿を見つめた。

（もしかして、わたくしを元気づけようとして気遣ってくれた？）

　ベアトリスはアルフレッドにとって、あくまでもお飾りの側妃だ。

　けれどこの瞬間、彼がベアトリスのために時間を取って気遣ってくれた優しさは、本物だと感じた。




◇　◇　◇




　ベッドに仰向けに寝転んだベアトリスは、天蓋を見つめる。

「はあー。わたくし、なんだか最近変だわ」

　ここ最近、金鷹団の仕事をしている最中もジャンに声をかけられるだけで胸が跳ねる。アルフレッドが部屋を訪ねてくれば心が躍る。

　そしてそれは、日を置けば落ち着くどころか、日増しにひどくなっている。

（どうしよう……）

　この気持ちを隠し通すのは難しい。

（やっぱり、ここを去るべきね）

　ここ最近、ベアトリスが魔道具で変身して城内をうろうろしているときも、城全体が浮き立っているのを感じる。誰もがどこか浮かれた様子で、きたる祝い事を喜んでいるように見えた。

「アルフレッド様が正妃を娶るつもりだというのは間違いなさそうね」

　ベアトリスは、はあっと息を吐く。

　アルフレッドがいまだに婚約者も作らずに正式な妃も娶っていなかったのは、婚約者候補達が次々と不慮の死を遂げていたからだ。けれどその心配も拭われた今、彼が妃を娶るのは自然な流れに感じた。

　アルフレッドはここセルベス国の王太子だ。彼は世継ぎを残すためにも、妃を娶る必要がある。

「ここってアルフレッド様の離宮なのだから、正妃もこの建物に住むのよね？」

　さすがに隣の部屋ということはないと信じたいが、それでも顔を合わせる機会はあるだろう。そんなとき、自分は自然に笑っていられるだろうか。

（自信がないわ……）

　となると、やっぱりベアトリスはここを去るしかない。何度考え直しても同じ結論に至り、ベアトリスはようやく決心を固める。

「今夜、アルフレッド様に伝えましょう」

　この胸の痛みも、いつかはいい思い出に変わるだろう。










◆　エピローグ




　その晩、アルフレッドは夜更けに姿を現した。

「待たせたか？」

　机に向かって翻訳作業をしていたベアトリスの手元を見て、アルフレッドは小首をかしげる。恐らく、そこに何枚もの原稿用紙が積まれていたからそう思ったのだろう。

「いえ。大丈夫です」

　ベアトリスは首を左右に振る。

「そうか？」

　アルフレッドは少し訝しげな表情をしたが、それ以上深く追及することもなく部屋のソファーに座る。ベアトリスもアルフレッドの隣に座った。

「ランスの件、時間がかかっているが、ようやく片づきそうだ」

「そうですか」

　ベアトリスは相づちを打つ。

「アルフレッド様、大丈夫ですか？」

「何が？」

「いえ、その――」

　ベアトリスは口ごもる。

　ランスはアルフレッドにとって、元婚約者候補の兄であり、自身の側近であり、古くから付き合いのあった最も信頼していた人物だったはずだ。そんな人に裏切られ、傷つかないはずはない。

　アルフレッドは、ベアトリスの態度から考えていることを大体察したようだ。

「では、お前が慰めろ」

「慰めろって……！」

　いったい何をすればいいのだろう？

　よくわからないのでおずおずとアルフレッドの頭を撫でると、さらりとした金髪が指先からこぼれ落ちた。

「俺は子供か？」

　アルフレッドがあきれたような顔をする。

「ごめんなさい」

　この慰め方がイマイチだったことは、自覚している。

「まあ、いい。お前らしいな」

　アルフレッドはソファーの背もたれに背中を預けると、ベアトリスの髪の毛をもてあそぶ。

　ふたりの間に沈黙が流れた。

　ベアトリスはアルフレッドの横顔をうかがい見る。疲れてはいそうだが、機嫌は悪くなさそうに見えた。

（言うなら今しかないわね）

　ベアトリスは膝の上に置いた手を、ぎゅっと握りしめる

「あの……、アルフレッド様」

「なんだ？」

「実はお願いがありまして」

「城下なら、護衛をつけてなら行っていいぞ」

「いえ、その件ではなく」

　ベアトリスはすうっと深呼吸する。

「わたくしと離縁してくださいませ！」

「…………なぜだ？　理由を言え」

　その瞬間、アルフレッドの声が一段低くなった気がした。口元は微笑みを湛えているのに、こちらを見つめる目は全く笑っていない。

「実は、殿下が正妃を娶ろうとしていると噂に聞きました」

「ああ、そうだな」

　アルフレッドは鷹揚に頷く。

　その反応に、ベアトリスは少なからず傷ついた。

　その噂は出鱈目だと言ってくれることを、心のどこかで期待していたから。

「お飾りとはいえ、わたくしのような寵妃がいると正妃様は面白くないと思うのです。ほら、昼間ずっと一緒にいて、夜もこうして話していることが多いですし――」

　ベアトリスは目を伏せる。

　本当はベアトリス自身が、アルフレッドが正妃といる姿を間近で見るのが嫌なのだけれど、それは言いたくなかった。

　一方のアルフレッドは、目を瞬いた。

「なんだ。もしかして、妬やいているのか」

「や、妬いてなど――」

　いません！

　そう言おうと思ったけれど、それよりも先に口を開いたのはアルフレッドだった。

「俺はお前の能力を非常に高く買っているが、お前は自分のことに関してはてんでダメだな」

「な、なんですか。突然！」

　どうしてこんな、突然けなされなければならないのか。

　文句を言おうとしたベアトリスの手首を、アルフレッドが引く。

　突然引っ張られたベアトリスは咄嗟に反応できず、アルフレッドのほうによろめく。体勢がぐるりと変わり、ソファーに背を預けたベアトリスはアルフレッドに囲い込まれるような格好になった。

「何をなさるんですか！」

　キッと睨むと、アルフレッドの薄紫色の目としっかりと目が合った。

「相変わらず、キャンキャンうるさい子猫だな」

「子猫じゃありません！」

　アルフレッドはベアトリスを見つめ、ふむと頷く。

「確かに俺が間違っていたかもしれない」

（あれ？）

　ベアトリスは意外に思う。

　この人が自分が間違っていたと認めるなど、どんな天変地異の前兆だろうか。そんな殊勝なところがあったなんて。

　しかし、その考えは次の瞬間に霧散する。

「このうるささは、子猫じゃなくて子犬かもしれない」

「なっ！」

「一度しか言わないから、しっかりと聞いておけ」

　アルフレッドはソファーに預けていた片手を外し、ベアトリスの頬を撫でる。鼻先が触れそうな距離で、見つめられた。

　至近距離に美麗な顔が迫り、ベアトリスの胸は跳ねる。

「ベアティ。お前を愛している。俺の正妃になれ」

「……え？」

　ベアトリスは大きく目を見開き、アルフレッドを見つめる。

「嘘……。もう一度――」

「ふざけるな」

「お願い！」

　だって、聞き間違いかもしれない。それくらい信じられなかったのだ。

「一度しか言わないと、言ったはずだ」

　アルフレッドは冷たく言い放ち、ベアトリスの願いはあえなく一蹴される。ベアトリスは頭を抱えた。

「ああー。もう一度聞きたかった！」

「本当にうるさい子猫だな」

　アルフレッドは笑いを漏らした声でつぶやく。

「ベアティ」

「え？」

　少し強引に顎をすくわれ、唇が重なった。




〈了〉
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王太子は寵妃を存分に甘やかす




　ベアトリスはどんな本でも読むが、一番好きなのはロマンスファンタジーだ。

　自分自身は親の決めた婚約者――ブルーノと結婚することが幼い頃から決められていて、自由な恋愛ができなかった影響かもしれない。子供の頃から、少し不思議な世界で繰り広げられる男女の恋物語を夢中で読み漁ったものだ。




　その日、ベアトリスはマーガレットを離宮の裏手にある庭園に招いてお茶をしていた。

「――それでね、最近読んだこの本が本当に素敵だったの！」

　先日買ってきたばかりの本――恋する霊獣シリーズの最新刊を胸に抱え、ベアトリスはうっとりと宙を見つめる。

　恋する霊獣シリーズは人間に姿を変えられる様々な霊獣と人間の女性との恋愛を描いたロマンスファンタジーだが、どの本も恋人になった霊獣が女性に囁く愛の言葉の甘いこと！

　ベアトリスは特に印象に残ったページを開くと、そこを音読する。

「きみが僕の名を呼べば、それは甘美な蜜になって僕の心を満たしてゆく……ですって！　こんな台詞を言われたらわたくし――」

　きゃあっとふたりで盛り上がったところで、「メグ」と優しい呼び声がした。ベアトリスとマーガレットは、声の方向を振り返る。

　そこには、騎士服をかっちり着込んだサミュエルがいた。

「サミュエル様！」

　マーガレットはサミュエルの顔を見るやいなや、表情を明るくする。

「こんなところで、どうされたのですか？」

「妃殿下とお茶をするって聞いていたから、いるかと思って立ち寄ってみたんだ」

「そうだったのですね。お忙しいのに、ありがとうございます」

　マーガレットは嬉しそうにはにかむ。

「いや。メグの顔を見ただけで、仕事の疲れも吹き飛ぶから。顔を見られてよかった」

　サミュエルは愛しげにマーガレットを見つめ、蕩けるような笑みを浮かべる。

「ふふっ、わたくしもサミュエル様にお会いできたので、今日一日幸せな気持ちで過ごせます」

　まるでベアトリスなどそこにいないかのように、マーガレットとサミュエルはふたりの世界に浸って数秒間見つめ合う。

「じゃあ、僕は仕事に戻るよ。今度の週末は会いに行くから、待っていて」

「はい。楽しみにしております」

　サミュエルはマーガレットの右頬にキスをすると、片手を上げてその場を立ち去った。

（あ、甘いわ……！）

　ベアトリスはふたりの様子を唖然として見つめる。そして、サミュエルの後ろ姿が見えなくなったところで、マーガレットに体を寄せた。

「ねえ、サミュエル様っていつもあんな感じなの？」

「あんな感じって？」

　マーガレットは不思議そうに首をこてんとかしげる。

「きみの顔を見られてよかった……みたいな！」

「うーん、そうね。わりと愛情表現はストレートにしてくださるかも」

　マーガレットは顎に人さし指を当てながら答えたあと、恥ずかしそうに頬を赤らめる。

　ベアトリスは衝撃を受けた。

（本当に？　恋する霊獣シリーズ顔負けだわ！）

　ベアトリスはブルーノと婚約していたときはもちろんのこと、アルフレッドと結婚してからもあんなふうに接してもらったことなど一度もない。あんなに甘い世界が現実に存在するなんて！

「いいなぁ」

「え？　でも、ベアティはアルフレッド殿下からもっと情熱的な愛の言葉をたくさんいただいているでしょう？」

「アルフレッド殿下から？」

「ええ。だって、殿下がベアティを寵愛しているのは有名な話だもの」

　マーガレットはにこりと微笑む。

（わたくしもアルフレッド様からあんなふうに甘い言葉を――）

　これまでのことを振り返り、ベアトリスははたと我に返る。

（アルフレッド様が甘い言葉？）

「……ないわ」

　アルフレッドがベアトリスに甘い言葉を囁くのは、周囲に寵愛していると示す必要があるときだけだ。ふたりきりのときに甘い言葉を囁いてくれたことや、甘やかしてくれたことなど、ただの一度もない。

　なにせ、初対面のベアトリスを舞踏会会場から連れ去って半ば強制的に側妃にし、その後も本人への同意確認もなしに勝手に彼女を正妃にすると決めて話を進めていたくらいなのだから！

（ということは、わたくしは一生こんな甘い世界とは縁なしなのね？）

　縁がないとわかると無性に羨ましくなるのが人の性さが。

「愛情表現なんて、全然ないわ！　わたくしも一度でいいから、そんなふうに甘やかされてみたい！」

　ベアトリスはバシンとテーブルに手をついて立ち上がると、大きな声で叫ぶ。

「ちょ、ちょっと。ベアティ？」

　マーガレットが驚いたようにベアトリスを見上げ、周囲を歩いていた騎士達も、何事かとベアトリスのほうを見る。

　このときは、まさかこれがあんな事態を招くことになるとは夢にも思っていなかった。




◇　◇　◇




　それは、マーガレットとの茶会から数日経ったある日のことだった。

　ベアトリスは離宮の中にある、サロンへ向かう。珍しく、アルフレッドから一緒に茶でも飲もうと誘われたのだ。

　目的の部屋に着くと、そこにはすでにアルフレッドの姿があった。ソファーに座っており、彼の前のローテーブルにはたくさんのお菓子が並んでいる。

「アルフレッド様。お待たせいたしました」

　ベアトリスはお辞儀をして、アルフレッドの正面のソファーに座ろうとする。

「そっちではなく、ここに来い」

「え？」

　アルフレッドが指しているのは、彼の隣だった。

（なんでかしら？）

　不思議に思いながらも、おとなしくアルフレッドの隣に座る。すると、ひょいっと体を持ち上げられてアルフレッドの膝の上に横向きにのせられた。

「へ？」

　ベアトリスは驚いて、目を丸くする。アルフレッドを見ると、膝の上にのっているせいでちょうど視線の高さが一緒になって、至近距離で視線が絡んだ。

（な、なんでわたくし膝にのせられているの!?）

　しっかりと腰に手が回されており、ぴったりと密着した彼の体温が服越しに伝わってくる。自分の顔が熱を帯びて赤らむのを感じた。

「あ、あの……、これはいったい？　重いので下ろしてくださいませ」

「重くないから安心しろ」

　アルフレッドはふっと微笑むと、テーブルに置かれた焼き菓子をひとつつまむ。そして、それをベアトリスの口元に持ってきた。

「ほら」

「え？」

「ベアティのために用意した」

（ちょっと待って！　この格好で、アルフレッド様の手から食べろってこと？）

　驚きすぎて硬直していると、アルフレッドが「ほら。口を開けろ」ともう一度促してきた。

　おずおずと口を開けると、コロンと焼き菓子を口に入れられる。

「美味しいか？」

「……美味しいです」

　さすがは王室御用達の料理人達が腕を振るって作った菓子。口に入れると心地よい甘さとベリーの酸味がハーモニーになって広がった。

「そうか。美味しそうに食べるベアトリスは可愛いな。次はどれがいい？」

　ベアトリスの頬にキスをして蕩けるように微笑むアルフレッドを見て、ベアトリスは混乱した。

（こ、この人、誰!?）

　こんな人知らない。

　ベアトリスの知っているアルフレッドであれば、「好きなだけ食べろ」と言って、あとはベアトリスが食べる様子を黙って眺めているだけのはずだ。

（はっ。もしかして、偽物？）

　ベアトリスは即座にアルフレッドの両耳を見る。ピアスは、通信用の魔道具ひとつしかついていない。

（本物？　なんでこんな急に……。もしかして、変な薬を!?）

　けれど、そんな薬の話は聞いたことがない。

（じゃあ、どういう……）

　ちらっとアルフレッドの顔を見ると、薄紫色の瞳と視線が絡み合った。

　アルフレッドはベアトリスの頬を愛しげに撫でる。また頬に熱が集まるのを感じた。

「真っ赤になっている。照れているのか？　その顔、俺以外の男に見せるなよ」

「あ、あの――」

「ベアティ。お前はこれからも安心して、俺だけに愛されていればいい」

　アルフレッドはそう言うと、今度はベアトリスの額にキスをした。

（もう、無理！）

　これ以上は心臓が持たない。

　気づけば、サロンの壁際に控えている侍女達も顔を真っ赤にしながら、じーっとベアトリス達に注目している。

（何これ。なんの罰ゲームなの？　は、恥ずかしすぎるんだけど！）

　ベアトリスは羞恥のあまり、両手で顔を覆ったのだった。




◇　◇　◇




　金鷹団の事務所に戻ったベアトリスは、ぐったりと机に伏せた。

「あ、ベアトリス。お茶会楽しかった？」

　明るい声で話しかけてきたのは、サミュエルだ。

「人生で一番疲れたお茶会でした」

　ベアトリスはげんなりとした顔で言う。

　本当に疲れた。お茶会の最初から最後までアルフレッドは終始甘くベアトリスを愛でてきて、彼の人格が入れ替わったんじゃないかと思ったほどだ。

「でも、いったいなんで急に――」

　ベアトリスは顎に手を当てて考え込む。すると、背後からよく知る声がした。

「俺の愛する妃が、白昼の庭園で俺の愛情表現と甘やかしが足りないと文句を言っていたと耳にしてな。今日は存分に甘やかすことにしただけだ」

「へ？」

　振り返ると、そこにはジャンの姿になったアルフレッドがいた。

　ベアトリスは硬直する。

（白昼の庭園？　もしかして、マーガレットとのお茶会のこと!?）

　まさか、あのときの会話がアルフレッドの耳に入るなんて！

　十中八九、マーガレットからサミュエルの耳に入り、それがアルフレッドに伝わったのだろう。

「さてはわたくしの反応を見て面白がってやっていましたね！」

　ベアトリスはキッとジャンを睨みつける。

「なんのことだ？　愛する妃の願いを叶えてやっただけなのに」

　ジャンは心外だと言いたげに、首を振る。

　しかし、ベアトリスはジャンの口角が少しだけ上がったことを見逃さなかった。

　この意地悪な笑い方は、絶対にからかっていたと断言できる。

「ベアティを甘やかすのは、俺の役目であり特権でもある。存分に甘やかさせてくれ」

「……この意地悪王子！」

　先ほどの羞恥がよみがえり真っ赤になるベアトリスを見て、ジャンは楽しげに笑ったのだった。




◇　◇　◇




「今日もおふたりは仲がいいねえ」

　サミュエルはにこにこしながら、ふたりの様子を眺める。

　付き合いが長いサミュエルですら、アルフレッドが異性とあんなにも楽しげに話している姿を見たことはない。

（僕らから見たら、『あの殿下が……』って信じられないほどの溺愛だけどね）

　紆余曲折あってようやく迎えた主の春に、心からの祝福を贈ったのだった。




〈了〉










あとがき




　皆様こんにちは。三沢ケイです。

　このたびは『俺様王太子に拾われた崖っぷち令嬢、お飾り側妃になる…はずが溺愛されてます!?』をお手に取ってくださり、ありがとうございます！




　本作はずばり「たくまし令嬢」をテーマに、ちょっとやそっとなことではへこたれない、行動的でたくましい女性を主人公にしようと思って作ったお話です。

　そのため、ヒロインのベアトリスは何か悪いことがあってもすぐに立ち直るタフさと、自分の未来を自分で切り開くための行動力を持った強い女性に仕上げました。王太子であるアルフレッドにも物怖じせずに意見するベアトリスは書いていてとても楽しかったです。

　そして、ヒーローのアルフレッドは一見すると「俺様」に見えますが、きちんとベアトリスのことを見て気遣う優しさがある男性です。ベアトリスの行動に対し、このヒーローならどういう反応を示すだろうと考えながら書き進めたのですが、あまり愛情表現をしないアルフレッドがベアトリスを大切に思っていることをどうやって表現するかに苦労しました。

　喧嘩ップルなんだけど、お互いがお互いを大好きで大切に思っているふたりの駆け引き、存分に楽しんでいただけたら嬉しいです！




　最後になりますが、この場を借りてお礼をお伝えさせていただきます。

　美麗なカバーイラストを描いてくださったＳｈａｂｏｎ先生、イラストが届いたとき、クールなアルフレッドとちょっと困惑気味なベアトリスが本当にイメージ通りで、感激してしまいました！

　編集担当の篠原様、編集協力の佐々木様には、作品がよくなるようにたくさんのアドバイスをいただきました。

　そして、本作をお読みくださった読者の皆様。こうして本として刊行できるのは、読んでくださる皆様がいてこそです。

　本作の刊行に関わる全ての方々に、深く感謝申し上げます。ありがとうございました。

三み沢さわケイ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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